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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　重い扉とびらが目の前にそびえ立っている。

　壁かべと形容した方が正しいような巨きよ大だいな木製の扉の向こうから、大量の気配が漂ただよっているのを感じる。

　あるのは、それだけだ。

　周囲を照らすキャンドルは僕達の周囲しか灯ともっておらず、それまで歩いてきた道路の様に広い廊ろう下かを照らし出す事はない。

　振ふり返るな、と言われているような気分だ。

　もとより引き返すつもりはない。

　この先に、僕が探していたものがあるかもしれないのだから。

　僕はネクタイを締しめ直す。学生服ではない。

　黒い燕えん尾び服ふくに、白いネクタイ。

　オーダーメイドのように、僕の身体からだにピッタリのサイズだ。

　ゴワゴワした手て触ざわりが一いつ切さいない。白シャツも前面が二重になっている。なんだか古い感じがするけど、伝統的と呼ぶべきなのか。

「雪せつ伽か、準備はいい？」

「……うん」

　妹の雪伽が唾つばを飲み込む。

　普ふ段だんの彼女があまり着ない、黒いドレス。肩かたが開いており、白い肌はだがドレスによく合っている。髪かみ飾かざりは黒いコウモリのような意い匠しようで、今にも動き出しそうだった。

　いつもの雪伽を知っているから、背せ伸のびをして高級なドレスを無理矢理着ているように見えてもおかしくないのに、自然に馴な染じんでいるので笑う事すらできない。

　そもそも笑えるような状態ではない。

　この豪ごう奢しやな服だって、まるで戦せん闘とう服のように感じられる。

　もちろんウチのクローゼットにあったわけではない。

　ここに連れてこられた時に、着き替がえるようにと渡わたされたものだ。

「さぁ、行きましょう。二人とも」

　雪伽の後ろに立っているのは、雅みやび。

　僕らと一歳しか違ちがわないのに、すごく大人びている。ワインレッドのドレスが似合っているが、髪かみの毛けは後ろで結んだままだ。

　彼女が髪を結ゆうのは、気を張り詰つめる時だけ。

　今もケータイを手から離はなさないのは、いつでも天使を召しよう喚かんできるようにするため。僕も雪伽もそれだけは忘れていない。

　このケータイで呼び出せる天使で、戦うときが来るのだろうか。

　いや、どんな可能性でも考えておくべきだ。

　あらゆる出来事が起きるかもしれないけど、確実に言える事が一つだけある。

　カグラは、待っている。

　この場所で、今も僕らを待ち侘わびている。

　だから、僕らは扉を押す。

　カグラを取り戻もどすために。

　ここは魔ま界かい。

　魔王ベルゼブブの居城。

　僕ら三人は、悪魔の晩ばん餐さんに招かれていた。
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　Page1　緊急避難

　最高危険度／魔界へのゲートを発見した場合







　ことの起こりは、一週間前。

　あの日、僕らは学校で空中戦闘の訓練をしていた。

　強化された天使の力を借りて、僕と雪せつ伽かが上空を舞まっている最中に、突とつ然ぜんそれは現れたんだ。

　傍はた目めには、ただの人間。

　だけどそいつは、ベルゼブブと名乗った。

　時間にして二分もなかった会話。その中で、彼は僕らにこう言った。

　──アバドンを預かっている。

　それだけだった。

　返してやる、とも、絶対に返さない、とも言わずに、ベルゼブブと名乗った少年は姿を消してしまった。

　まるで白昼夢を見ているかのようだった。それほど唐とう突とつに現れ、消えた。

　あまりにビックリしたせいで、着地に失敗した。僕と雪伽は無言のまま地面に立とうとしたのに、二人とも同時にバランスを崩くずしてもつれるように倒たおれてしまった。

「うわあぁっ！」

「きゃあっ！」

　二人抱だき合ったまま芝しば生ふを転がる。

　土つち煙けむりを上げて、僕らの身体は停止する。

「いたた……」

　それでもかすり傷で済んだのは、この天使のスーツのおかげだ。柚ゆ子ずが改良してくれた召喚機能のおかげで、七ナナ星セ降こう霊れい学園の技術は飛ひ躍やく的に向上したのだ。

　だけど精神的なショックは消えない。今でも心臓が早く動いている。

「おーい、月げつ斗と！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　芝生の向こうから、クラスＸの仲間たちが走ってくる。

　僕らと同じように天使のスーツを着ているため、走るのも速い。

「ほれ、立てるか？」

「ありがと」

　太い手を差し出してくれたのは、ボブ。彼の手を摑つかむと、あっという間に持ち上げられた。大おお柄がらな彼にかかれば、僕なんて子供のようだ。

「大丈夫、月斗くん!?」

　反対に小柄な渚なぎさは、身を屈かがめて心配そうに僕を見ている。小動物のようにつぶらな瞳ひとみに見られると、こんな状じよう況きようでも微笑ほほえんでしまいそうだ。

「うん。大丈夫。それより雪伽を」

「雪伽ちゃんなら僕に任せて！」

　すでに雪伽の傍そばには銀ぎん河ががついていた。ケータイを取り出し、素す早ばやく召喚ソフトを起動させる。ディスプレイが輝かがやくと、短い呪じゆ文もんがスピーカーから流れた。

「召喚コール」

　小さな画面から飛び出したのは、ピンポン球のような天使。

　雪伽を見ると、足にケガをしていた。膝ひざをすりむいただけでなく、太ふと股ももに切り傷のようなものができている。

「はいっ」

　ピンポン球の天使が自然に潰つぶれると、中から液体が出た。それが雪伽の足に満まん遍べんなく塗ぬられると、十秒も経たたないうちに傷が消えていくではないか。

「やっぱりすごいね、銀河くん！」

「いやぁ、アハハハ」

　目を輝かせる雪伽に、銀河が得意げに笑う。

「普段はエロい事しか考えてないのに、治ち療りよう中は真面目まじめだもんね！」

「いやー……さすがに傷口を見て性的興奮を覚えるほどドＳじゃないなぁ」

　乾かわいた笑いに変わった銀河は、そのまま僕の身体も治療してくれた。天使が放射する液体を塗るだけで痛みが消えていく。これも強化された天使のおかげか。

「……で、何があったの」

　静かに僕を見下ろすのは、柚子。

　飛行訓練が嫌いやだったのか、すでに天使のスーツを脱ぬいで制服姿に戻っている。

「……明らかにおかしい飛び方してたけど」

「いや、その」

　どのように説明すべきか、迷った。だけど起きた事柄は単純なものだ。一言で済む。

　問題は信じてくれるかどうかだ。

「空で──ベルゼブブに会った」

「ベルゼブブ？」

　全員が聞き返し、そして、

「うっそだぁ」

　やっぱり笑われた。

「ホントだよっ！」

　雪伽も主張するが、笑いは収まらない。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だと、僕自身も思っているのだけど、事実なんだから仕方ないじゃないか。

「だってよぉ、月斗。ベルゼブブって魔王だろ？」

「そう……だと思う」

「魔王っつったら、アレだ、ほれ、どんくらい偉えらいんだったか」

　助けを求めるように柚子を見るボブ。

　柚子はため息をつくと、子供でも分かるように説明してくれた。

「……悪魔の階級……低級、中級、上級。その上に爵しやく位い持ち──男爵、子爵、伯はく爵しやく、侯こう爵しやく、公爵──その上、トップが魔王」

「そ、そうそう！　そういう事だよ月斗！」

　やっと思い出したような顔してるけど、これ中学校で勉強する事だからね、ボブ。

「……しかも、ベルゼブブって最悪じゃない。十年前の『第七セブンス・聖戦クルセード』の首しゆ謀ぼう者しやでしょ？　日本が壊かい滅めつしかかったのって、その悪魔のせい」

　魔王という位なのだから、軍団を率いて戦う司令官の立場になるだろう。軍隊で言うなら大将とか元げん帥すいくらいなのかな。

　それに「第七聖戦」と言えば、僕の両親が命を落とした戦い。

　つまりベルゼブブは両親の死に関かかわっている事になる。

「そんな偉いヤツが、なんでわざわざ月斗たちの所に来るんだ？　トップアイドルがいきなりお前ん家ちに来るようなモンだぜ？」

「おかしいよ。だってここは七星降霊学園の敷しき地ちだし、悪魔が現れたら魔力反応があるはずだもん」

　渚の指し摘てきも頷うなずける。こないだサージ＝ルークの軍勢に壊こわされた学園の結界は、すでに直された。そのため魔王でも学園には入り込めないようになっているはず。

「でも、本当に見たんだよ」

　雪伽も狼ろう狽ばいしつつ、主張は曲げない。

　確かに僕らはベルゼブブと名乗る悪魔を見て、話をしたのだから。

「方法がないわけじゃないよ」

　そう答えたのは銀河。

　彼が手にしているのは、真ん中に穴の開いた天使。

「この天使、映写機の役割を持ってるんだけど、悪あく魔まの魔法にもそういうのってあるでしょ？　幻げん覚かくを見せたりするヤツ」

　人を騙だますのが悪魔の手口だ。だからベルゼブブも僕らに幻げん影えいを見せたと言いたいのか。

　まぁ、話をするだけなら、それでも充じゆう分ぶんなのかな……？

「でも、月斗に会いに来る理由がないだろ？」

「それは……うーん」

　ボブの指摘に考え込む銀河。

「ベルゼブブは、アバドン──カグラを預かってるって言ってた」

　僕の大切な悪魔。

　サージ＝ルークによって消されてしまったと思っていた。

　けど、カグラは魔界にちゃんといる。

　僕の憑ひよう依いにも応じてくれたし、居場所まで判明した。

「なるほどねぇ……」

　カグラの名前を出すと、クラスＸのみんなも納なつ得とくしてくれた。

「あ、でも俺分からないんだけど」

　またボブが首をかしげる。

「カグラって、そんなに偉い悪魔だったのか？　ベルゼブブが手元に置くほど？」

「…………？」

　これには柚子も即そく答とうできなかった。

　渚も銀河も答えられない。

　実は、僕も知らない。

　ベルゼブブの存在は教科書に載のるくらい有名だが、カグラ──アバドンについてはデータがほとんどない。

　以前、僕も個人的に調べようとしたけど、ほとんど資料がなくてあきらめた。カグラ本人に訊きいてもはぐらかされるし。

　けど、ベルゼブブの話し方はとても気さくだった。アバドンをずっと前から知っている口ぶりだ。少なくとも他人同士ではないはず。

　いったい、ベルゼブブの狙ねらいは何なのか。

　この時は彼との出会いに驚おどろきすぎて、そこまで頭が回らなかった。

　何よりも、今ここで推理するには情報が少なすぎる。

　できる事ならもう一度会いたかったんだけど──







「やぁ」

　まさか一週間後に会えるとは思わなかった。

　あの時と変わらない背格好。さすがに服は着き替がえており、今日はこざっぱりとしたシャツとジーパン。シンプルだけどスラッとした体形によく似合っている。

　そう、まるで人間みたいに。

「ビックリした？」

「そりゃ……まぁ」

　控ひかえめに言ったが、本当は心臓が止まるほど驚いた。

　なにしろ、ここは家からすぐ近くの道路。学校帰りの生徒や、これから買い物にいく主婦がちらほら見られる、普ふ通つうの道なのだ。

　それに紛まぎれて悪魔が、しかも魔王がいていい場所じゃない。

「にぃちゃん……」

　雪伽が僕の腕うでにしがみつく。

　彼女の手がポケットに伸のびるのを見て、僕はそれを制した。

「ダメだよ雪伽。ケータイに触さわっちゃいけない」

「でも──」

「ここを戦場にしちゃいけない」

　僕の攻こう撃げきがベルゼブブに通じるかどうか分からないけど、ベルゼブブの攻撃は確実に僕達を殺すだろう。それだけに留とどまらず、付近一帯を焦しよう土どにしかねない。

　それにベルゼブブから攻撃の意志は感じられない。今まで出会ったどの悪魔よりも友好的な態度だ。それこそ、カグラより。

　未いまだに信じられないけど、もしも彼が本当に魔王ベルゼブブなのだとしたら、わざわざ王様が高校生に会うために習なら志し野のまでやってくる理由があるはずだ。

　刺し激げきしてはいけない。

　──けど。

　悪魔に対する根源的な憎ぞう悪おも隠かくせない。

　もしも彼がベルゼブブなのだとしたら、両親の仇かたきなのだから。

「ええと、君がゲットで、そっちの子がセッカでいいんだよね？」

「……なんで知ってるの？」

「アバドンから聞いたよ」

「な……！」

　やっぱりカグラは彼が預かっているんだ。

「どこかゆっくり話せる場所はないかな？　ゲットのオススメでいいよ」

　ベルゼブブに目的があるように、僕だって彼に用事がある。カグラの所在を聞き出し、取り戻もどすまで帰すわけにはいかない。

　負けないように心をしっかり保たねば。

　ベルゼブブの全身からは、まったくと言っていいほど魔力を感じない。幻影にも見えない。

　それが逆に怖こわい。日本など軽く破は壊かいできる魔力をゼロに近い状態まで隠いん蔽ぺいする技術を持っているのだから。

　表向きは友好的だけど、いざという時に雪伽を守れるよう、最大限の注意を払はらいつつ、僕はベルゼブブの後を追った。







「まぁ、ここでいいだろう。君達のような若者は、こういう場所で食事をしながら会話をするらしいじゃないか」

「……よく調べてるね」

　ベルゼブブに連れてこられたのは、近くのデパートの地下にあるフードコート。言葉に偽いつわりはなく、あらゆるテーブルで学生が集まっている。もちろん七星降こう霊れい学園の生徒もちらほらいる。

　騒さわがしいが、逆に密談をしていてもバレない利点もある。

「ねぇ、ベルゼブブ」

　三人分のジュースをテーブルに置き、僕は尋たずねた。

「ゲット。僕を呼ぶ時は『バルベル』と呼んで欲しい」

「バルベル……？」

「バアル・ベルゼブブ。魔界ではその名で通っている。真名は別にあるが、これは僕しか知らない」

「ベルゼブブって、名字なの？」

「ああ」

「つまり君には親や兄弟がいるの？　魔王って言うのは──」

「僕が魔王の位にあるのは事実だ。それまでは父がその地位についていた。世せ襲しゆう制というわけじゃないが、魔王にふさわしいのは僕だけだった」

　悪魔にも家族がいるのか。

　そういえばゼノンも兄をアバドンに殺されたって言ってたっけ。まるで人間のような人間関係だ。

　それなのに、同じように家族がいる人間は殺すのか。

「ベルゼブブの名は僕が継ついだけど、それじゃ家族と区別がつかない。だからバルベルと呼ばせているのさ」

「じゃあバルベル。君はここに何をしに来たの？」

「ゲット。君ばかり質問しないでくれよ。僕にも色々教えてくれ」

　ストローで僕を指すバルベル。

「…………」

　魔王が目の前にいると知って、ついムキになってしまった。

　情報を知りたいのは確かだが、相手は魔王だ。機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。

「じゃあ、もう一つだけ教えて欲しい」

「しつこいなぁ」

「カグラ──アバドンはどうしてるの？」

　その名前を出すと、バルベルの表情が変わる。

　待ってましたとばかりに、とても楽しそうな顔になった。

「ゲット。君は今とてもいい表情をしている」

「え？」

「僕に対する憎にくしみが顔に出ている。そんなに僕を殺したいのかい？」

「……っ！」

　知らず知らずのうちに、僕の表情も変わっていたのか。

「しかし君は理性で感情を抑おさえている。ここで僕と戦う事のデメリットを理解して、必死に殺さつ戮りく衝しよう動どうを消そうと努力している。人間とはそういう生き物だ」

「まるで……人間の事ならなんでも知っているみたいだね」

　心の奥を見み透すかされているようで、僕はそんな事しか言えない。

　バルベルの言葉は全すべて事実だ。悪魔を殺したい気持ちは今でもある。

「そんなにアバドンが大事かい？」

「……大事だよ」

「人間の敵である悪魔だよ？　君たちを滅ほろぼす存在なんだよ？」

「カグラはそんな事しない」

「よほど自信があるようだ」

　そう言って、バルベルは僕の隣となりにいる雪伽を見る。

「アバドンの名を出した途と端たん、セッカも強気な顔になったね。それほどまでアバドンは希望を与あたえる存在なのか──フフ、面おも白しろい」

　バルベルは笑うだけで、僕の質問に何一つ答えていない。

　もう一度僕が問いかけようとした、その時だった。

「あら？　月斗ちゃん？」

　振ふり向くと、雅みやびがいた。

　彼女も学校の帰りなのだろう。制服姿のままだ。

「雅お姉ちゃん……」

「そちらの方は──」

　雅がバルベルを見た瞬しゆん間かん、

「っ！」

　即そく座ざに手がポケットのケータイに伸びた。

「やめて雅お姉ちゃん！」

「悪あく魔ま……だな」

　一秒前までの優やさしい顔は消え、「法王」の顔と声になる。

「よく分かったね。魔力は完全に消したつもりだったんだけど」

「勘かんだ。人間とはどこか微び妙みように違ちがう」

「いいね。幼い子供にしては、かなり鋭するどい知覚を持っている。成長すれば我々の脅きよう威いになるだろう」

　バルベルがニヤリと笑う。長い年月を生きている悪魔にしてみれば、十七歳の女子など赤子も同然だろう。そして力の差も同じくらいのはず。

　だけどバルベルは敵意を持って向かってくる雅に対し、笑っているだけだ。

「戦いたいのかい？」

「……くっ」

　ここで争えば、周りにも被ひ害がいが出る。それを知って、わざと言っているのだ。

「邪じや魔まが入ったみたいだし、今日のところはこれで帰るとするよ」

　ジュースを飲み干すと、バルベルは席を立った。

「ありがとうゲット、セッカ。続きは後で」

「……？」

　エスカレーターに乗ったバルベルの姿が消えていく。

　走って追いかけたが、もう彼の姿は見えなくなっていた。

「バルベル……！」

　あれが魔王。

　正直なところ、見た目だけなら日本に観光に来た外国人にしか見えなかった。

　まるで人間のようで、でもどこかが決定的に違う。







　帰宅して、雅に全てを打ち明けた。

　といっても情報なんてほとんどない。バルベルが僕たちに接せつ触しよくした理由も結局聞けずじまいだったし。

「ベルゼブブ……か」

　長い脚あしを組んでソファに座る雅。

「ユダヤ教では、悪魔の代表と言えばベルゼブブだったの。蠅はえの王と呼ばれて、魔界の空軍を支配しているの。昔からすごく有名な悪魔だったのよ」

　空と言われて、こないだの学園の襲しゆう撃げきを思い出した。ガーゴイル型やハーピー型など、翼つばさを持った悪魔が大量に押し寄せてきたんだっけ。あれを支配しているのがベルゼブブなのか。

「魔界には七人の魔王がいると言われているの。ベルゼブブはその中でもかなりの強つわ者ものだって話よ。十年前に傷を負って、それからしばらく魔界で休んでいる──って公式には言われてるんだけどね」

　さすが「法王」は情報にも長たけている。

「過去に魔界で戦争した時、地球の面積とほぼ同じくらいの領土がベルゼブブの軍勢に消しよう滅めつさせられたっていう話もあるし、用心しても私たちが勝てる相手じゃない」

「お姉ちゃん、どうしてそんな情報まで知ってるの？」

　あまりにも博識な雅の顔を、雪伽が覗のぞき込む。

「私が見たわけじゃないのよ。退魔省で閲えつ覧らんできる情報に書いてあったの」

「じゃあ、退魔省はどうやってそれを知ったんだろう？　計測したわけでもないのに」

「業務提てい携けいを結んでいる悪魔からの情報じゃないかなぁ。そういう裏切り者の悪魔のおかげで、魔界の歴史もそれなりに分かってきてるのよ。図書館に行けばそういう資料がいっぱいあるの」

　僕も雪伽も図書館では自分の勉強しかしていないから、魔界の歴史なんて調べた事もなかった。そういう情報がある事すら分からなかった。

「そのバルベルだけど──お姉ちゃんにはどう見えた？」

　雪伽が質問すると、雅は無言で考える。

「……正直、普ふ通つうの人間のようだった」

　僕たちとまるで同じ感想だ。

「おそらく意図的に魔力を減らして、人間と変わりない量に調節しているんだと思う。あの時の彼の肉体は、ほぼ人間のまま。ナイフで刺さされれば死ぬはず」

「わざと弱くなって人間界に来たって事？」

「そうとしか考えられない。武装を放ほう棄きして人間界に来る理由って、何？」

　僕もそれは気になった。人間の事を知って、どうするつもりなんだろう。

　侵しん略りやくに必要な事なのだろうか。いや、人間の軍事力が知りたければ、僕じゃなくて退魔士に聞くだろう。

「次……いつ会えるかな」

　雪伽がそんな事を呟つぶやく。

　また会うつもりなのか、と訊きこうとしたけど、きっと僕らが望まなくても向こうからやってくるだろう。能力ではなく、性格的にそういう男だ。

「ん」

　机の上のケータイが震ふるえた。メールだ。

　メールソフトを開いて差出人を見る。

　無記名だ。しかもメールアドレスすら記き載さいされていない。

「……誰だれだろ？」

　メールの内容は、こんな感じだ。

『貴き殿でんらを晩ばん餐さんに招待したい。送そう迎げいはこちらで手配する。午後七時を待て。あとは担当の者が案内する。服装もそのままで構わない』

　有う無むを言わせぬ文面で、差出人が誰か分かった。

「バルベルだ……」

「えっ!?」

　雪伽と雅が僕の後ろからメールを読む。

「晩餐って、そのままの意味かな？」

　雪伽が言いたい事は分かる。小説などではこういう時、交こう渉しようか決けつ闘とうの合図なのだが──

「小細工をするような悪魔じゃないよ」

　その気になれば簡単に殺せる力を持った悪魔が、僕らを招待した意味って何だろう。

　考えても結論は出ない。

　時計を見ると、午後六時四十五分。

「僕は行く。カグラの事も知りたいし」

　むしろバルベルよりも僕の方が会いたいくらいだ。

　カグラを取り戻もどす方法を尋たずね、あるいは交渉しに行かなくては。

「私も行くよ」

　雪伽が立ち上がる。

「ダメだよ。雪伽はここに残ってて」

「危険なのはにぃちゃんも一いつ緒しよでしょ。私がついてないと」

　言葉は尊大だが、態度は臆おく病びようだ。さっきから僕の手に触ふれたままで、笑い顔も乾かわいている。きっと僕が怖こわい目に遭あうより、その場に雪伽がいない事の方が怖いのだろう。

「どのみち、逃にげられないでしょうね」

　雅はケータイを取り出し、何か操作をしている。

「月斗ちゃんのメアドも知ってるみたいだし、その気になれば雪伽ちゃんも拉ら致ちできるでしょ。それなら正面から行った方が礼れい儀ぎにも適かなってる」

「雅お姉ちゃん、ケータイで何やってるの？」

「天使召しよう喚かんのショートカットマクロを作ってるの。いざという時に、ボタン一つで召喚できるように」

「って、雅お姉ちゃんも行くつもりなの!?」

「当たり前でしょ。二人だけじゃ心配だもの」

　正直、不安だ。

　雅が非常に頼たのもしい戦力になってくれる事は誰もが保証できる。けど相手は魔王なんだ。命の保証なんてできないのに。

「それに私も興味あるの。ベルゼブブがどんな所に住んでいるのか」

「遠足に行くんじゃないんだよ？　相手は悪魔なんだよ？」

「そうかしら？」

　雅はケータイをポケットにしまうと、おもむろに立ち上がる。

「相手は魔王なのよ。こちらから押しかけたのならともかく、招待客を殺すのは礼儀に反しているんじゃない？」

「……悪魔にもプライドがあればね」

　こないだのサージ＝ルークは武人としての誇ほこりを持っていた。あくまで戦士としてだが、戦いの礼儀をわきまえている悪魔だった。

　魔王ベルゼブブがそういう心を持っているかどうかは、賭かけだ。

「雪伽も雅お姉ちゃんも、命の保証はできないよ」

　口に出して念を押す。

　雪伽も雅も、強く頷うなずいた。

　どのみち敵の力も目的も未知数だ。ここで悩なやんでいても仕方ない。

　時計を見ると、七時一分前。

『ようこそいらっしゃいました。ハナムラゲット様、ハナムラセッカ様、そしてアキヅキミヤビ様──』

　部屋のどこかから聞こえる声。

　──ようこそ？

　気がつくと、僕らは別の部屋にいた。

　自宅のリビングにいたはずなのに、古い西洋風の小部屋に座っている。テレビのチャンネルを変えるように、人間以外の全すべてが変質していた。

　人間界から魔ま界かいへ移動させられたのか。

　つまりバルベルには、そういう力がある。人間界にいる僕達を、誰にも気づかれずにさらってしまえるような力だ。

　人間三人、こっそり殺す事など朝飯前なのだろう。

　そんな魔王の招待、もともと逃げられるわけがなかったのだ。

　恐きよう怖ふと一緒に、唾つばを飲み込む。

『お着き替がえの用意ができております。こちらへ──』

　声に誘さそわれるまま、僕たちはゆっくりと歩き出す。

　ふかふかの絨じゆう毯たんの感かん触しよくに、ようやく実感が湧わいてきた。

　ここがバルベルの城。

　カグラは、ここのどこかにいるんだ。




　　　　＊




　そして僕たちは正装に着替え、扉とびらの前に立っている。

　巨きよ大だいな扉だった。上を向いても果てがないほど大きい。

　今まで通ってきた廊ろう下かも、この扉に負けないくらい広かった。天てん井じようも見えないほど高く、どんな巨人が行き来しているのか気になった。

『こちらで陛下がお待ちです』

　案内役の声が聞こえる。着替えから移動まで世話になったけど、最後まで姿が見えなかった。そもそも実体がない悪魔なのかもしれない。その声を合図に、僕たちの背後で灯ともっていた蠟ろう燭そくが全て消えた。

　残っている明かりは、扉のノブ近くにある燭しよく台だいのみ。

　こんなに大きい扉、人力で開くわけがない。

「んっ……！」

　ノブを手にして、思い切り前に押した。すると予想通り、扉は勝手に前に進んだ。接せつ触しよく式の自動ドアのようなものか。

　重い音を立てて、ゆっくりと開く扉。

　その向こうに待っているのは──




　悪魔の軍勢だった。




「ひっ！」

　雪伽がその場に尻しり餅もちをついた。

　彼女たちがいなければ、僕もそうしていたかもしれない。

　数えられない。

　中央に敷しかれている赤い絨毯の左右に、大小様々な悪魔がズラリと並んでいる。

　小さい者は人形のように見えるし、大きい者は巨大な柱と並んで立てるほどの体たい軀くを持っている。どうして廊下がこれほど広いのか、ようやく理解した。

　人型、獣けもの型、竜りゆう型、不定型、動物では例えられない何かの形をした者。あらゆる形の悪魔が集結していた。

　魔力の量などケタ外れどころか、その場に立っているだけで息苦しくなるプレッシャーを感じている。誰も魔力を解放などしていないのに。

　存在感だけで、僕らは怯おびえてしまっているのか。

　人間の集会に紛まぎれ込んでしまったアリのような気分だ。

　正直、舐なめていた。

　僕は悪魔と何度も戦って、その強さを実感したと思い込んでいた。

　でも、ここはそんな僕の思い上がりを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばしてしまう光景だった。

　大きさで悪魔の強さが決まるわけではない。だけどビルのような悪魔が並んでいるだけで威い圧あつ感かんがあるし、小さな悪魔が見せる蛇へびのような眼光は体内から食い破られそうな恐怖が湧いてくる。

「おい人間。どうしたよ」

　扉に一番近い場所にいた悪魔が笑う。

　人型だ。身体からだの半分が黒く、もう半分は赤い。裸はだかに見えるが胸と腰こしのあたりに肌はだと同じ色の装身具を着けている。

「そこはイスじゃねぇぜ！　ギャッハハハハハハッ！」

　甲かん高だかい笑い声。

　何か答えたいが、口が動かない。

「ほらお嬢じようさん、オレが連れていってやろうか？　ん？　オイオイ、可愛かわいい顔して怯えちゃってまぁ、ヘヘッ、たまんねぇな！」

　悪魔は尻餅をついた雪伽に手を伸のばす。

「い、いやっ！」

「あぁ？　なんだオイ。オレ様の手が汚きたないとでも言うのか？」

　座ったまま下がる雪伽を追う悪魔。

「待てっ！」

　ようやく僕の身体が動いた。

　悪魔の前に立ち塞ふさがり、雪伽を庇かばう。

「なんだオイ。退どけよ人間」

「……分からないなら僕が言ってやる。その汚い手で雪伽に触さわるな」

　そっちがそういうつもりなら、こっちだってそれ相応の態度に出るべきだ。

　少なくとも敵地で舐められるような態度は取れない。

　雪伽の前なら、なおさらだ。

「んだと、人間……！」

「月斗ちゃん、退きなさいっ！」

　反応する前に、雅が僕の身体を突つき飛ばす。

　倒たおれた僕の身体を掠かすめるように、悪魔の爪つめが伸びた。直立した状態から何の前まえ触ぶれもなしに伸びた爪は、一瞬遅おくれていれば僕の胴どう体たいを貫つらぬいていただろう。

　そしてそれに反応した雅は、素す早ばやくケータイを取り出す。

「召喚コールっ！」

　ボタン一つで起動した魔ま法ほう陣じんから、剣けん型天使が呼び出される。

　強化された召喚ソフトによって、雅の細剣型天使も変化した。といっても外見にそれほど変化はなく、ただ装そう飾しよくが増えただけのように見える。

　実はこういうタイプの天使が一番恐おそろしく、純じゆん粋すいに魔力の量が高まっているのだ。地味な見た目の天使ほど侮あなどってはいけない。

「はぁああああああああっ！」

　学園の誰だれもが惚ほれ惚ぼれする美しい姿勢で繰くり出される剣技。

　まっすぐに悪魔の喉のどへと吸い込まれた切っ先が──




　ぽっきりと、折れた。




　静せい寂じやくの中、床ゆかに落ちる天使の破は片へん。

　同時に雅の手に残った天使も消しよう滅めつしてしまう。

「あ？」

　刺さされた悪魔は目を瞬まばたいている。何が起きたのか、彼も分からない様子。

「なんだ、今の？　オレに攻こう撃げきしたのか？」

「そんな……！」

　雅が使っていたのは、おそらく主天使。天使の中でも第四位に位置する高位の天使のはずだ。あれを使えるのはプロ退魔士でも限られていると聞く。学生が出すにはよほどの魔力と、それを支えるコントロール力が必要だ。

　だからきっと、あの細剣は雅の全力だった。

　何が起きてもいいようにと、雅はずっとケータイをいじっていた。そんな彼女が悪魔相手に初撃で手加減をするはずがない。

　なのに──

「ハッハハハハハハハ！　今のが攻撃かよ！　すげぇな人間ってのは！　あれで同どう胞ほうを殺してたのか！　なるほどなぁ！」

　この悪魔は天使の攻撃を喰くらった事がないのか。それは前線に出た事がないのか、あるいは出る必要がないほど強大な悪魔という事か。

　上級悪魔のサージ＝ルークですら雅の攻撃は避さけたり受けたりしていた。だけどこの悪魔はそれすらせずに、あっさりと剣を折った。

「ハッハハハハハハ！　バルベル様も、なんでこんな人間を呼んだんだか！」

　その笑いで空気が変わった。

　それまで傍ぼう観かんしていた百体以上の悪魔が一いつ斉せいにこちらを見たのだ。

「ハッハハハハハ──」

　決行は素早かった。

　笑っている悪魔の背後から、巨大な蛇が現れた。

「なっ!?」

　蛇は大きな口を開け、悪魔をたった一吞のみで食べてしまった。

「ぎゃああああああああああっ！」

　口の中から聞こえる絶ぜつ叫きようも、すぐに消えた。

　蛇が嚥えん下かすると、また悪あく魔またちの群れへ戻もどっていく。

「大変失礼致いたしました」

　集団の中から、年老いた男性の声がした。

　巨大だった蛇はみるみるうちに小さくなり、その男の胴体──ローブの中に吸い込まれていく。一瞬だけチラリと見えたが、男の身体には胴体がなく、ただ深い闇やみが渦うず巻まいているだけだった。

「年の若い末席のした事とはいえ、陛下の客人にあのような無礼をはたらき、誠まことに申し訳ない。今後、このような不届き者は二度と現れませんのでご安心を」

　ローブの男が雪伽と雅を見る。

　二人とも倒れそうなほどよろめいていたが、ローブの男の眼力なのか、二人の身体がふわりと浮ういて両足で着地させられた。さっき雪伽が「触らないで」と言ったからだろうか。

「さぁ、こちらでございます」

　何事もなかったように歩き出すローブの男。

　その恭うやうやしい態度とは裏腹に、あの悪魔を一撃で殺した残ざん忍にんさが恐ろしい。

　雅ですら攻撃が効かなかった。ならばもしも戦せん闘とうになったら、どうすればいいんだ。

「…………」

　僕の後ろを歩く雪伽と雅は、二人とも無言だ。

　特に雅の動どう揺ようは見てとれるほど大きい。最大威い力りよくの攻撃があんな風に無力化されれば、誰だってそうなる。

　だけど今の僕には、彼女を慰なぐさめる言葉がない。僕は雅よりずっと弱い。彼女の攻撃がダメなら、僕にはもうほとんど手段は残されていない。

　僕にできる事は、彼女たちを庇うように前を歩く事だけだ。

　せめて気き丈じように、お前らなど怖こわくないという表情で。

　赤い絨じゆう毯たんを歩く度たびに、左右の悪魔が僕らを見る。日本語どころか言語かどうかも怪あやしい言葉で囁ささやき合っている者もいる。完全に見せ物状態だ。

　やがて絨毯にも終わりが見えてくる。

　正面に、玉座。

　そこにバルベルが座っていた。

　ラフな格好ではなかった。自分の背せ丈たけよりも大きなガウンを肩かたにかけ、胴には黒い鎧よろいを身につけている。

「やぁ、ゲット！　セッカ！」

　バルベルは玉座から立ち上がり、小さく手を振ふる。今の格好にまったく似合っていない動作だ。王様の威い厳げんなんてこれっぽっちもないのに、目を逸そらせない。

「あと、そちらはミヤビだね？　ゲットとセッカのお姉さん！」

「……そうよ」

「ああ、そうだ。先ほどは部下が失礼した」

　バルベルは僕たちに頭を下げる。その行動で、周囲がざわめいた。

「い、いけません陛下！」

　先ほどのローブの悪魔の隣となりに立っていた、貴族のような服を着た獣型の悪魔が前に躍おどり出た。

「そのような人間に対して頭を下げるなど、陛下の立場が──」

「バカ者め」

　バルベルはその悪魔を見た。

　ただそれだけで、獣型悪魔は萎い縮しゆくしてしまう。

「彼らは客人だ。僕が招待したんだから、人間だろうが悪魔だろうが同じだ。犬でも虫でも他ほかの魔王でも、招待した以上、客人としてもてなすのが義務だろう」

「し、しかし！」

「呼んでおいて無下に扱あつかう事こそ、王の品位を問われる行こう為いだろうが！」

　バルベルの叫さけびは小さかった。

　しかし両眼から発せられた何かが、獣けもの型悪魔を後方に吹ふき飛ばした。その悪魔だけでなく、周囲にいた複数の悪魔を巻き込んで、背後の壁かべに激げき突とつする。数体がそのまま潰つぶれ、もう数体の身体が壁にクレーターを作った。

　そして、そのクレーターから大きな音が生じた。

「ぬおおおおおっ！」

「ひぃっ！」

　周囲の悪魔が身をよじる。

　壁に激突した事で、衝しよう撃げき波はが発生したのだ。

「月斗ちゃん、雪伽ちゃん！」

　真っ先に反応したのは雅だった。

　僕らを庇うように立ちはだかり、壁のクレーターに背を向ける。

　次の瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな風と音が襲おそいかかってきた。吹き飛ばされた雅の身体が僕と雪伽にのしかかり、共に倒れ込む。

「雅お姉ちゃん!?」

「んっ……」

　僕たちを庇かばった雅の意識がない。遠くの壁から発せられた衝撃波だけで気絶してしまったのか。

　そもそも吹き飛ばされた悪魔は、あのローブの悪魔の隣にいた。という事はかなり上位に位置する悪魔だったはず。

　それを眼力だけで周囲ごと殺してしまうなんて。

　格が違ちがう。

　バルベルが人間界に来た時、魔力を制せい御ぎよしていた理由が分かった。普ふ段だんのままでいると、ちょっとした動作でも人間を殺してしまうからだ。それこそ無意識にアリを踏ふみ潰してしまうように。

「すまない、ミヤビを傷つけるつもりはなかったんだ！」

　心から申し訳なさそうに謝るバルベル。

　倒れた雅に近づき、手をかざす。すると青白い光が雅の全身を包み込んだ。

「うん。外傷はない。だけど念のために休ませておこう」

　そう聞いてホッとした。ネガティブな理由だけど、ここに来て初めて安あん堵どした。

　悔くやしいが、雅を抱だき上げるバルベルを、ある意味で信しん頼らいしている自分に気づいた。それまでざわついていた悪魔たちも、バルベルが何か行動すると黙だまって存在感を消す。僕にのしかかっていた悪魔たちの重圧も、バルベルにかかれば霞かすんでしまう。

　魔王という存在を証明するのに充じゆう分ぶんな強さと威厳だった。

「さぁ、行こう二人とも」

　雅を抱いたまま、バルベルは歩き出す。

「どこへ？」

「おいおい、何のために君たちを誘さそったと思っているんだ。晩ばん餐さんだよ」

　つい一時間ほど前の出来事なのに、すっかり忘れていた。







　一人にしてくれ、というバルベルの申し出には誰も逆らわなかった。

　仮に僕らがバルベルを攻撃しても、まったく無意味だと分かっているからだろう。

　バルベルに案内され、謁えつ見けんの間からまた細い廊ろう下かに出る。今度はさほど歩かずに目的の部屋に通された。

　今までの巨きよ大だいな廊下や扉とびらはなんだったのかと思えるほど、普通の食しよく卓たくだった。

　普通というのは語ご弊へいがある。家具も照明も調度品も高級感があり、まるで小さなレストランのような趣おもむきのある部屋だ。人間の基準でそう見えるという事は、バルベルが自ら選んだのだろうか。

「改めて、来てくれてありがとう」

　そう言うバルベルは、鎧を脱ぬいでパーカー姿になっていた。すでに席に座っている僕らは、彼よりも部屋の内装が気になって、ずっと口を開けたままキョロキョロしている。まるで田舎いなか者だ。

「フードコートでは途と中ちゆうで遮さえぎられてしまったからね。ここならゆっくり話ができる」

　イスに腰こし掛かけたバルベルが指を鳴らすと、赤いワインボトルとグラスが三つ、空中から出現してテーブルに載のった。

「部下の非礼については、心から謝罪するよ」

「それなら、一つだけ頼たのみがある」

　僕はバルベルの目を見て言った。

「何だい？」

「カグラに会わせて」

「……まぁ飲みながら話そう」

　バルベルはワインをグラスに注ぎ、一気に飲み干す。うまそうに首しゆ肯こうすると、もう一度指を鳴らした。今度はジュースのボトルが出てきた。

「さて──」

　僕たちの分のジュースを注ぎ、ボトルを置くバルベル。

「アバドンの事だね」

「──うん」

　僕も雪伽も、強く頷うなずく。

　バルベルは空になったグラスをテーブルに置く。酒気の混じった吐と息いきと共に、彼は語り出した。

「そもそも、僕とアバドンは盟友だった。君たちが生まれるより前から友達だった。アバドンは気まぐれな悪魔だが、そこが僕は好きだった。魔王としてはいささか向いていないかもしれないけど」

「魔王……」

「知らなかったわけじゃないよね？」

　まるきり無知ではないが、確信は持てなかった。

　よくカグラは自分の事を魔王だと言っていたが、冗じよう談だんだと思っていた。そんな強力な悪あく魔まが僕たちの魔ま法ほう陣じんから出てくるはずがないと思っていたからだ。

　だけど両親とコンタクトをとり、第七聖戦で大活かつ躍やくしたというアバドンの力は、こないだサージ＝ルーク相手に振るったばかり。

　あの力はただの悪魔が持っていいものじゃない。

「流る浪ろうの魔王と呼ばれていてね。国も軍も持たない王なんて変だろう？　だけどアバドンはそれが許された。それだけの力を持っていたんだ」

「悪魔から見ても変な人だったんだね、カグラ……」

　意外だけど、納なつ得とくしてしまう。カグラの破は天てん荒こうさは魔界にも轟とどろいていたようだ。

「ま、そこが面おも白しろいから友達になったんだけどね」

　苦く笑しようするバルベル。

「あれ、でもおかしいよ。十年前の『第七聖戦』じゃカグラは──アバドンは人間に味方したんだろ？　敵同士じゃないか」

　それでアバドンはベルゼブブの軍勢を大量に殺したと聞く。ゼノンの兄やサージ＝ルークの友人は、それで命を落としたんだ。

　部下を殺されたのなら、バルベルは怒いかり狂くるってもおかしくないはずなのに。

「ま、そういう事もあるよ」

「……それで済むの？」

「アバドンは人間と契けい約やくした。契約は絶対だ。むしろ悪魔は人間よりも契約というものに縛しばられる。そういうものだと納得するしかない」

「でも」

「人間もそうだろ？　それまで同盟を結んでいた国同士が争ったり、敵対していた国が団結したり。魔王だって、そういう関係だ」

　そうか。魔王というのは国を預かる存在なのか。

　悪魔だって国同士で争う事があるわけだ。

「それまでアバドンはどの魔王にもつかなかった。僕とは友達だが、魔王同士の争いに参加したのは、これが初めてなんだ。アバドンの契約者が、よほど魅み力りよく的だったのかな？」

「契約者──」

「そう、花はな村むら天あま人と、花村地ち鶴づる。君たちのご両親だよ」

　僕の両親の名前は魔界にまで広まっているのか。光栄と思えばいいのか。どうも素す直なおに喜べない。

「お父さんとお母さん……」

　雪伽が呟つぶやき、そしてバルベルを睨にらむ。

「あなたが殺した！」

「雪伽！」

　席を立つ雪伽を諫いさめる。

　しかし雪伽は今にもバルベルに飛びかかりそうな勢いだ。彼の強さは実感していても、両親の名を出されたら黙っていられないようだ。

「十年前の事を言っているのなら、ある程度は正しい。僕が間接的に殺したようなものだからね。だけど謝罪はしないよ」

「どうして!?」

「合意の上での戦いだったからだ。僕の軍勢も君の両親も、お互たがい持てる手を全すべて尽つくして戦い、そして決着をつけた。あの戦いで死んだ人間に対し、僕は尊敬はするが謝罪はしないよ」

　それは武人としての矜きよう持じだろうか。

　まるで武士道のような感覚は、現代に生きる僕たちには馴な染じみがない。しかしバルベルが両親の死に対して何らかの敬意を払はらっている事は理解できた。

「だからこそ、君たちとは色々と話がしたくてね。僕を苦しめた花村夫ふう婦ふの子供だ。丁てい重ちように扱わなければ、失礼にあたる」

「…………」

　雪伽を見ると、まだ怒おこっている。しかしバルベルの気持ちは分かってくれたようだ。

「良かったよ。君達の緊きん張ちようも、少しは解ほぐれたようだ」

「え？」

　言われてみれば、前ほど緊張していない。

　目の前にいるのは魔王ベルゼブブだという事実は変わらない。むしろ話をすればするほど確信は強まり、かえって強大さに怯おびえているくらいだ。

　それなのに、落ち着いている自分がいた。

「確かく認にんしたいんだけど」

　バカな事を言っていると、自分でも理解している。

「君って、悪魔だよね」

「もちろん」

　バルベルは嘲ちよう笑しようせず、僕の言葉に頷いてくれた。

「人間に似ていると思ったかい？　人間と同じように友情や愛情などの感情を持っているのが不思議に思ったのかな？」

「……その通りだよ」

　悪魔と人間とは違ちがうはずなのに、こうして会話が成り立っている。

　それがずっと引っかかっていたんだ。

　心を理解できない悪魔だと思っていたのに──

「結論から言うと、悪魔にも感情はあるよ。というか逆なんだよ。悪魔が人間らしい感情を持っているんじゃない。悪魔が人間に感情を与あたえたんだ」

「……!?」

「人間の起源からずっと、悪魔は傍そばにいた。欲望という名のリンゴを与え、その様子を見守ってきたのさ。その欲望を制せい御ぎよするために、人間は名前をつけたのさ。肉欲を制御するために『愛』だの、独どく占せん欲よくを制御するために『正義』だの」

　僕は反論できない。バルベルの言葉に頷くしかない。

　彼ら悪魔が感情を持っているのは事実だけど、言われてみればそれは感情ではなく欲望を強くしたものだ。そこに愛や正義はない。

「だから僕と君の間で友情という言葉に齟そ齬ごはあるかもしれない。それでもアバドンを良く想おもっている感情は確かにあるんだよ。欲望の範はん疇ちゆうだけどね」

「……利害関係、なの？」

「そうだね。そう言い換かえてもいい。だからこそ、全てを知りたいのさ。アバドンがご執しゆう心しんな人間の子供がどんな暮らしをしているのか、僕たちも興味を持ったんだ」

「……僕、たち？」

　ベルゼブブ軍全体が僕らに興味を持ったのか。

「ああ、すまない。紹しよう介かいするよ。そろそろだと思うんだが──」

　バルベルがドアの方を見る。誰だれか来るのだろうかと、僕と雪伽もそちらを見る。

　が、目より鼻が反応した。

「わっ」

　何の前まえ触ぶれもなく、僕たちのテーブルに食事が載っていた。サラダ、魚料理、パン、肉料理、それにデザート。フルコースが一度に集結しているではないか。

　どれも美お味いしそうな匂においがする。

「お待たせ、兄様」

　料理と一いつ緒しよに、新たな人物──悪魔も現れた。

　バルベルの隣となりのイスに座っているのは、僕たちと同い年……いや、少し年下？　そのくらいの年とし頃ごろの少女に見える。だけど悪魔だから確実に僕たちより年上なんだろう。

　美しかった。白い肌はだに銀色の髪かみがよく似合っている。ただ眠ねむいのかトロンとした目つきはどこを見ているのか分からない。

　体型もよく分からない。肌がよく見える衣装を着ているのは分かるが、その上から汚よごれた大きな白衣をマントのように羽織っている。顔だけ美人で、あとは全部だらしがない。カグラが見たら、きっと似合う服を縫ぬい始めるだろう。

　そんな彼女は僕たちを見て、

「あ、人間だ」

　動物を見つけたような口調で言った。

　そして席を立ち、僕に向かって近づいてくるやいなや、顔を両手で摑つかんだ。

「へー、久しぶりに人間をナマで見た。ふーん、今はこういう感じなんだー。二百年前よりナヨッとしてるんだね」

　キスをするかのように顔を近づけ、目を覗のぞき込んだり匂いを嗅かいだりする。両手で顔を摑まれているので逃にげられない。

「ちょ、ちょっと！」

　僕より先に雪伽が止めた。席を立って、悪魔を僕から引きはがす。力はないのか、雪伽でも簡単に引きはがせた。

「にぃちゃんに近づきすぎ！」

「……？」
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　雪伽に怒ど鳴なられた悪あく魔まは、何で叱しかられているのか分かっていない様子。きょとんとした表情で雪伽を見た後、今度は雪伽を抱だきしめる。

「あ、女はこっちか。わー、ふわふわだ。柔やわらかい。まだ十代でしょ？　身体からだは二百年前より成長してるんだね。人間の進化って面おも白しろい」

「わ、わぁっ！　や、やめ！　にぃちゃんたすけて！」

　じたばたもがく雪伽だが、今度は顔どころか全身抱きしめられているのでまったく動けないでいる。

「そのへんでやめるんだ」

　バルベルが指を鳴らすと、悪魔は雪伽から消え、イスまで瞬しゆん間かん移動させられる。

「ちぇー」

「済まないね、二人とも。悪気はないんだ。さっきも言ったように、悪魔は欲望を優先する。彼女にとっては、知識欲が何よりも勝まさるんだ」

　苦く笑しようするバルベル。

「紹介しよう。僕の妹、アナト・ベルゼブブだ」

「……どもー」

　紹介された女悪魔は、目を逸そらしながら小さく答えるだけ。

「アナベルと呼んでやってくれ。こんな感じだが、僕と同じように人間に対しては無害だから心配しないでくれ」

「兄様。それよりも早く食べないと冷めちゃうよ」

　アナベルはテーブルの上の食事に興味が移ったようだ。

「そうだな。では、せっかくなのでいただこう。君たちもどうぞ」

　バルベルに勧すすめられ、僕と雪伽はナイフとフォークを手に取る。

　目の前に置かれた魚料理。

　カグラ以外の悪魔が作った料理って、どんな味なんだろう。まさか毒は入ってないよな。

「……いただきます」

　白身魚らしきものを口に入れる。

「……？」

　もう一口食べる。

　口の中でそれを味わいつつ、雪伽を見た。

　彼女は僕を見て、無言で頷うなずく。

　それから僕らは、ただ食べ続けた。

　バルベルもそんな僕らに声をかける事はなく、全員無言のまま目の前の料理を平らげたのだった。




　　　　＊




「ねー、あなたたち、どうしてアバドンをカグラって呼んでるの？」

　廊ろう下かを歩きながら、アナベルが尋たずねる。

　ここから先は彼女の領分だと言って、バルベルは食しよく卓たくに残ったまま。わけもわからず、僕らは彼女についていったのだ。

「それは……ええと、寝ね床どこのダンボールに『カグラ農園』って書いてあって」

「へぇー、人間界だとダンボールで寝ねるんだ」

「今じゃ改造されまくって、僕らのベッドより快適そうだよ」

「ふーん」

　バルベルと違って、アナベルからはまるで威い圧あつ感かんを感じない。本当に普ふ通つうの女の子と会話しているようだ。

　やがてアナベルの細い足が動きを止める。

　これまでと同じような、何の変へん哲てつもない木の扉とびら。

「ここは？」

「えー？　ここに来たかったんじゃないの？」

「？」

　言っている意味が分からない。

　そんな僕たちをよそに、アナベルは扉を開いた。

　廊下から見える室内だけでも、それまでの部屋とは違っている事が分かる。今までの古い洋館の内装ではなく、壁かべ一面が真っ白だった。

「入ってもいいよ」

　軽い足取りで進むアナベルに、僕たちも続く。

　石いし畳だたみに絨じゆう毯たん、それにアンティークの家具は一いつ切さい存在しない部屋。

　セラミックか何かで作られているのか、ツルツルの白い壁。ガラス張りのパーティション。白い机に本ほん棚だな。まるで工場の無む菌きん室のようだ。

「研究室……？」

「あんまそのへんいじらないでね」

　とアナベルは言うが、いじるようなものがない。どれも綺き麗れいに整せい頓とんされていて、彼女の几き帳ちよう面めんさが窺うかがえる。しかし服装だけは無頓着なようで、今もゾンビのようなボロボロの布を着ているだけ。

　その部屋は本当に白く、他ほかの色が目立つ。

　だから隅すみにあるベッドで寝ている雅もすぐに見つけられた。

「お姉ちゃん！」

　すぐに雪伽が飛んでいくが、まだ意識は戻もどっていない。

「だいじょぶだよ。命に別状はないから」

　淡たん々たんと語るアナベル。

「君が介かい抱ほうしてくれたの？」

「ただの失神だし、寝かせただけだよ」

「ありがとう」

「……？」

　僕が礼を言っても、アナベルは首をかしげるだけ。

　聞こえなかったのかな？

「悪魔も研究ってするんだね」

　雪伽が何気なく言った言葉に、アナベルは振ふり返る。

「逆だよ。人間に研究の楽しみを教えたのも悪魔なの。それまで自然現象を『神の仕し業わざだー』って疑いもしなかった人間に、私たちが方法を与あたえたわけ」

「じゃあ、悪魔はどうして研究するの？　何を研究するの？」

「面白そうなもの全すべて、だよ」

　アナベルは笑った。

　純じゆん粋すいな知識欲だけで彼女は研究をしているのか。研究者としてはもっとも崇すう高こうな目的だ。金や名めい誉よに縛しばられないだけ、人間よりすごいかもしれない。

「兄様は戦争が大好きみたいだけど、私は興味ない。知りたいものを知って、分からない事を探した方が楽しいのに。発見の喜びって、どんな快楽よりも上なのにな」

　アナベルは部屋の隅に向かって歩く。

　彼女が手をかざすと、何かが反応した。部屋の壁が反応し、ゆっくり音もなくスライドしていく。壁が開くと、さらにガラス張りの部屋が見えた。

　その部屋は、唯ゆい一いつ色があった。

　この真っ白な部屋で、ただ一点、黒いものが浮うかんでいる。

　ガラス張りの部屋の中央に電極のようなものが置いてあり、その先せん端たんにソフトボールほどの黒い球体が乗っている。黒い球体は電極に反応しているのか、時折スパークして何かを放出しているように見えた。

「これは……？」

「だからこれに会いたいんでしょ？」

　アナベルの表情は変わらない。

　まるで僕がその物体を知っているかのような口ぶり。

　てことは──

「まさか」

　その球体が？

　そんな馬ば鹿かな。

　だって、こんなの、生き物にすら見えないのに。

「そう。これがアバドン」

　信じられなかった。

　あの黒ネコの姿をしていた悪魔が、こんな球体になっているなんて。

「どうして、こんな形に……？」

「正確には『形』ですらないの。概がい念ねんを可視化しただけ。触さわれもしないし、たぶん人間が触ろうとしたら吞のみ込まれる。アバドンは闇やみそのものだから」

　闇──

　アバドンという名前は「奈な落らく」という意味を持つ。

　奈落の底の闇そのものがアバドンなのだと、前に教えられた。

「アバドンは質量を持っていないの。だから人間界に出るなんて考えられなかった」

「……でも、カグラは」

「そう。天使と融ゆう合ごうして人間界へ出た。物質として存在する事ができるようになったの。それは今まで誰だれもできなかった事。だから私は、それを再現しようとしている」

「再現……？」

「うん。こんな風に」

　アナベルが指を動かす。何か見えないコンソールを操作しているようだ。

　すると黒い球体の上から影かげが降ってきた。

　一瞬の事なのでよく見えなかったが、それには両手と両足がついているように見えた。

　それは黒い球体にぶつかると、消しよう滅めつしてしまった。

　まるで球体──アバドンという奈落に吞まれてしまったかのように。

「悪魔を融合させようとしているんだけど、吸収されちゃって。どうしたら融合できるのか、ずっとそれを考えてる」

　何の感情もなく語るアナベルに、僕の身体からだが震ふるえる。

　やっぱり今のは、悪あく魔まだったんだ。

「君は……そうやって、悪魔をカグラに吸収させているのか？」

「うん」

　その微笑ほほえみは無む邪じや気きという他ない。まったく悪意のない笑みに、恐きよう怖ふと怒いかりがこみ上げてくる。

「だって、初めての融合なんだよ？　魔界でも融合できる悪魔はたくさんいるけど、質量のないアバドンに質量を与えるなんていう天文学的な偶ぐう然ぜん、絶対に再現したいと思うじゃない」

「何を考えてるんだ……！」

　思わず拳こぶしを握にぎる。

「……？」

「カグラは実験動物じゃないんだぞ！　あんな風に閉じ込めて、悪魔を食わせるなんてひどいじゃないか！」

　つい、怒ど鳴なってしまった。

　遠くにいた雪伽が、僕の声に震えたのが見えた。

　そして視線を戻すと──

「……な、何がひどいの？」

　アナベルは雪伽以上に動どう揺ようしていた。僕がいきなり怒おこった事に困こん惑わくしている。

「何がって……!?」

「だってアバドンは納なつ得とくしてるし、私、ただ知りたいだけなのに」

「だからって、家族をあんな目に遭あわされて黙だまっている人間はいないんだよ！」

「……そうなの？」

　上うわ目め遣づかいで僕を見るアナベル。

　つぶらな瞳ひとみに浮かぶのは、涙なみだ。

　まるで僕がいじめているようじゃないか。

　けど、この子、もしかして──？

「そこまでだ」

　僕の背後に、強力な気配を感じる。

　振り返る間もなく、僕の身体は自然に倒たおれた。

「にぃちゃん！」

　雪伽の悲鳴。

　起き上がろうとしたが、身体が動かない。

　見えない何かで縛られているようだ。

「部下の非礼は詫わびたが、それと妹への狼ろう藉ぜきは別の話だ。ゲット、君はもう少し冷静な人間だと思っていたんだけどな」

　上から聞こえる、バルベルの声。

「この場で殺してもいいんだが──」

「やめて！」

　バルベルの声に雪伽の叫さけびが重なる。

「召喚コールっ！」

　雪伽のケータイから拳けん銃じゆうが生まれ、手に収まる。

「にぃちゃんからどいてっ！」

　銃口を突つきつけながら、雪伽が叫んだ。

　無む謀ぼうだ。

　バルベル相手に銃なんて効くはずがない。彼の手下ですら雅の剣を無力化していたのに、雪伽の弱い銃じゃ傷どころかアザにもならないはずだ。

　その証しよう拠こに、バルベルは銃を一いち瞥べつしただけで僕に向き直る。

「いくらでも抵てい抗こうするといい。できるならね」

「わっ……！」

　バルベルがそっと手をかざすと、それだけで雪伽の銃が手から離はなれた。念動力で落とされた銃は床ゆかを転がり、部屋の隅で止まる。

　雪伽はそれを追おうとはしなかった。圧あつ倒とう的な力の差が理解できたようだ。

「僕は君たちを殺さない。何な故ぜだか分かるか？」

「……？」

「約束をしたからだ。君たちの命と引き替かえに、僕の城にいてくれるってね」

「カグラ……!?」

　僕は顔を上げる。

　ガラス越ごしに見える、黒い球体があった。

　僕たちの命のために、カグラが取引をしたのか。

「カグラ！」

　僕は呼ぶ。ありったけの声で、黒い球体に呼びかける。

「カグラ！　僕だ！　聞こえているんだろ！」

「カグラ！」

　僕と雪伽の声に黒い球体が反応した。

　球状だったものがスライムのようにグニャグニャと動き、かと思うと点てん滅めつを繰くり返す。物体なのか光なのかも分からない。

『…………帰れ』

　その闇は、確かにそう言った。

　僕の知っている声で。

「カグラ！　僕だよ！」

　身体を動かそうとしても、力が入らない。

　だけど口ならいくらでも動く。

「カグラ！　カグラっ！」

『…………知らぬ。人間など』

　拒きよ絶ぜつと憤ふん怒ぬの籠こもった声だった。だけど僕たちは呼びかけをやめない。

「カグラ！　私の事も覚えてないの!?」

『…………知らぬ』

「ウソだっ！」

　雪伽も僕に負けないくらいの声で叫ぶ。

「カグラは絶対に私たちの事、覚えてるよ！」

「そうだ！」

　届くまで、何度も何度も叫ぶ。

　しかし──

『うるさいっ！』

　闇が弾はじけた。

　バチバチと音を立て、闇を支えていた電極から煙けむりが出た。僕たちを遮さえぎるガラスにヒビが入り、強いエネルギーがそこから漏もれ出す。

『バルベル！　その者らをつまみだせ！』

「……あらら」

　バルベルが苦く笑しようする声が聞こえた。

「そういう事だゲット。悪いがアバドンの事は諦あきらめてくれ」

「……っ！」

　僕の身体が宙に浮うく。

「わっ！」

　雪伽と雅の身体も同じように浮かんだ。もがこうとするが、空中なので足がつかず、どこにも触れない。

　バルベルがドアを見ると、ひとりでに開いた。

　ドアの向こうは城の廊ろう下かではなく、暗くら闇やみだった。どこへ通じているのか、誰にも分からない。

　視線を移すと、アナベルが見えた。

　不安そうな顔をしている。まだ僕に対して怯おびえているようだ。

「カグラ！」

　僕はそれでも叫ぶ。

　声が嗄かれるまでカグラの名を呼ぶ。

「カグラ！　戻もどって来てよ！　僕たちには君が必要なんだ！」

　闇は返事をしない。

「さっきの料理、カグラが作ったんだろ!?　いつも食べてる味だった！　僕たちが一番好きな味だった！　あんな美お味いしい料理を作れるのは、カグラしかいないだろ！」

　魚も肉も、パンやサラダすら、僕と雪伽の好みの味付けだった。

　人間でも悪魔でも、あんな細やかな味が作れるものか。

　カグラが作ったに決まっている。

「美味しかった……！　カグラの料理、美味しかったよ！」

　割れたガラスの向こうで、何かが蠢うごめく気配がした。




『…………バカ者が……！』




　小さな声だが、確かに聞こえたんだ。

　カグラの言葉が。

「っ！」

　僕たちの身体は強い力で飛ばされ、ドアの向こうの闇へと放り込まれた。

　視界も意識も闇に吞のみ込まれ、そして何も考えられなくなった。




　　　　＊




　気がつくと、知らない駐ちゆう車しや場に倒れていた。

　雪伽と雅はまだ気を失っている。

　アスファルトに座り込み、僕は周囲を見る。が、すでに夜遅おそいため建物の輪りん郭かくくらいしか分からない。マンションが多いが、まだ明かりがついている。

　──結局、僕らは何しに行ったんだろう。

　悪あく魔まの群れの中で怯えていただけじゃないか。

　カグラにようやく会えたと思ったのに。

　そのカグラに拒絶され、バルベルには何もできず、こうしてつまみ出されて。

　何も──できなかった。

「カグラ……！」

　あんなに近くにいたのに。

　口の中には、まだカグラの味が残っている。

　でも、どうする事もできなかった。

　バルベルという強大な悪魔の前に、僕は子供のように喚わめくしかなかった。

　握にぎった僕の手の上に、涙が落ちた。

　──僕たちは、弱い。

　カグラがいないからじゃない。

　根本的に、僕にはカグラを取り戻すだけの力がないんだ。

「…………」

　何もない手を見る。

　そのうち、サイレンの音が近づいてきた。

　救急車でもパトカーでもない。退魔士が使う装そう甲こう天使車のサイレンだ。

　やがてサイレンの音は近くで消え、代わりに装甲天使車が数台やってきた。

　僕が立ち上がる前に、車から武装した数十人の退魔士が降りてくる。全員武器を手に持っており、僕らの周囲に素す早ばやく展開した。

「君たちは人間か!?」

　スピーカーから聞こえる声。

　ああ、そうか。

　魔界から人間界へやってきたんだから、僕たちが悪魔だと思われているのか。

　何か答えなきゃ──そう思っても、

「…………っ……！」

　必死に何かを伝えようとしたけど、嗚お咽えつが邪じや魔まをしてしまい、結局僕は何も言えないままだった。
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　魔界のゲートから出て、退魔士に包囲されたので、車で運ばれる先は退魔署だろうと想像していたが、外れた。

　連れて来られたのは、退魔省管かん轄かつの医い療りようセンター。

　僕と雪せつ伽かと雅みやびの三人は、そこで朝まで検査を受ける事になった。

　疲つかれて眠ねむかったのだけど、急いで検査しないとマズい状態だったらしい。魔界でどんなものをもらっているか分からないからだ。新種のウィルスや寄生虫がいるかもしれないと聞いて、ようやく重大さを理解した。

　ただ、ベッドに横たわって採血されていても起きていられたのだけど、年老いた医者のゆっくりとした問もん診しんを聞いているうちに眠ってしまったらしい。気がつけば僕は昼まで眠っていた。

「う……」

　次に目が覚めた時は、全身をチューブで繫つながれていた。

　一つは点てん滴てきに繫がっているのが分かるが、残りが分からない。どれも僕が見た事のない機械に接続されており、それらは絶えず何かを書き出しているように見える。

　雪伽と雅はどこだ。

　首を動かして室内を見るが、どうやら僕だけの個室のようだ。看護師を呼ぼうとしたが、それより早く僕の近くで機械がピーと鳴った。何かの合図だろうか。

　それから一分も経たたないうちに、部屋に人が来た。

「よく生きていたな」

　看護師ではなく、大おお山やまさんだった。

　勤務中なので制服姿だ。小さな身体からだに大きな使命を背負った退魔士の姿は、僕に安心感を与あたえてくれる。

「月げつ斗と君はよほどの強運か不運のどちらかだな」

　イスに腰こし掛かけると、大山さんはさっそく書類を取り出した。

「喋しやべれるか？」

「……はい」

「ならば問診の続きだ」

「大山さん、医者だったんですか？」

「医者ではないが、退魔士として知らなくてはならない事がある」

　大山さんは書類に目を通し、そして僕の顔を見る。

「一昨日おととい、何度も訊きかれたと思うけど、君と雪伽ちゃんと秋あき月づき雅君は確かにベルゼブブの居城へ行った。これは間ま違ちがいないな？」

「……一昨日？」

　そんなに眠っていたのか。

「問題はそこではない。君たちが会ったのは、確かにベルゼブブなのかと聞いている」

「……はい」

　僕は力なく頷うなずく。

「本当にベルゼブブなのか？　魔王の名を騙かたるニセモノかもしれないんだぞ？」

「それはないと思います」

　もしもそうだとしたら、大がかりすぎるドッキリだ。爵しやく位い持ちの悪魔を百体近く並べ、さらに数体を殺した上でカグラを見せつけたわけか。気まぐれで享きよう楽らく的な悪魔といえども、それはないだろう。

「それで、君はベルゼブブの城内で交戦、そして強制退去──これも間違いない？」

「はい」

「……ふむ」

　大山さんは先ほどから書類と僕を交こう互ごに見ては、眉まゆをひそめている。成長の止まった子供のような顔で睨にらまれると、罪悪感が湧わいてくる。

「あの……噓うそなんて言っていません」

「そう信じたいんだがな。検査結果と君の言葉、どちらを信じれば良いのやら」

「……？」

「この検査結果──まぁ、見ても分からんだろうが、君たち全員の身体の魔力汚お染せんの度合いを示す数値なんだが……見事にゼロでな。本来、魔界へ近づいた人間は魔力で汚染されて何らかの病気などを発はつ症しようするものなんだ」

　それは前にアバドンを憑ひよう依いさせた時も言われた。

　人間は魔力を持っているが、悪魔の魔力とは別物である。いや、魔力そのものは同じなのだが、悪魔はその魔力を変質させて魔法という現象を引き起こす。変化した魔力が人間の魔力に混ざると、異変が起きるのだ。

　魔界には人間界以上に変質した魔力が充じゆう満まんしており、近づくだけで死ぬ人もいる。

　けど、僕たちは無傷だった。

　汚染されていても平気だった、ではなく、まったく魔力汚染されていないのだ。

「魔界の魔力を浴びても汚染されなかった、というのはまだ理解できる。そういう天使もあるからな。しかしベルゼブブと接せつ触しよくし、あまつさえ交戦して汚染ゼロというのは信じられない」

「でも、本当なんです」

「だとすると、何者かが君たちに汚染から守るための防ぼう御ぎよを施ほどこした事になる。それも人間を遥はるかに超こえる力で」

　可能性があるとすれば、バルベルかアナベル。

　客人をもてなすという義務感から、僕らを守った。

　もしくは、カグラ。

　けど、もうカグラは──

「月斗君。思い当たる事があれば、全部話して欲しい」

　書類をしまい、大山さんは足を組む。

　鋭するどい眼光で僕を見るが、バルベルのように悪魔を潰つぶしたりはしない。そう思うと普ふ通つうに見られるようになった。

「なにしろベルゼブブと接触した人間は、第七セブンス・聖戦クルセード以来、君たちが初めてなんだ。少しでも情報が欲しい」

「情報といっても……そんな難しい話は」

「どんな些さ細さいな事でもいい。ベルゼブブが何をしていたのか知りたい。君たちに接触してきた理由や、その行動について詳くわしく訊きたいのだ」

「理由……」

　迷った末、僕は大山さんに事情を話した。

　カグラがバルベルの城にいる事。

　そしてカグラが帰る事を拒きよ否ひした事。

　短い時間だったが、あそこで起きた事は僕の口から説明するには言葉が足りなすぎた。もしも僕が退魔省から派は遣けんされたスパイであれば、ケータイのカメラに一枚くらい写真を残していただろう。

　いや、仮にスパイでも無理だった。

　強大な悪魔が放つ重い雰ふん囲い気きに完全に吞のまれてしまっていた。

　あの城の中では、僕はただの人間にしかなれない。

「──ふむ。あの黒ネコが魔王アバドンというのは冗じよう談だんではなかったか」

「ご存じだったんですか？」

「存在くらいはな。人間界では確かく認にんされていなかったから、知る者は少ない。私も君のご両親から聞いたくらいだ」

　そうか、両親が召しよう喚かんに成功したのだから、同じＸエクＸソｉシｓスｔト部隊の大山さんは知っていて当然なのか。

「だが、それがベルゼブブの城にいる理由が分からん。仲間になったのか？　それとも監かん禁きんされているのか？」

「それは──」

　僕には、カグラが捕つかまって実験されているように見えた。

　だけどカグラの意識はハッキリしているようだし、僕と会話する事もできた。バルベルは僕らの命と引き替かえに滞たい在ざいしていると言っていたけど……。

「また、ベルゼブブはなぜカグラを手元に置いたのだ？　基本的に魔ま王おう同士は覇は権けんを争っているのだが」

「ベルゼブブとカグラは友達だって言ってました」

「魔王同士が友達？　だが待て──おかしいぞ」

　大山さんはさらに険しい表情になる。

「あの二人が友達？　まさかそんなはずはない。だってアバドンは十年前、ベルゼブブの軍勢と戦ったのだぞ？　君のご両親に召喚されて」

「……それでも友達だって、ベルゼブブは言ってました」

「うーん、悪魔の交友関係は理解しがたいな。おそらく私や君の知らないところで、何らかの損得勘かん定じようが働いているのだろう。基本的に悪魔は無益な事はしないからな」

　てことは、アナベルがカグラを研究していたのも、何か目的があるからなのか。彼女は知的好こう奇き心しんを満たすような発言をしていたが、カグラを使った実験結果を用いて別の研究を始めるかもしれないのだ。

　バルベルはそれを見み越こして、アナベルにカグラを与えたのか。

　では、その後で彼らは何を企たくらんでいる？

「悪魔の行動には理由がある。しかしその細部まで分かれば苦労はしない。第七セブンス・聖戦クルセードの時ですら、結局ベルゼブブの行動理由は分からなかったわけだし」

「そうなんですか？」

　あれだけの戦争を引き起こしておいて、原因不明だなんて。

「当時、ベルゼブブは太平洋から関東地方を目指して侵しん攻こうしていた。おそらく東京を狙ねらったのだろうが、悪魔が首都を陥かん落らくさせる理由が分からなかった」

「……確かに」

　人間なら意味があるかもしれない。単純な話、日本が憎にくくて仕方がない人が東京を壊かい滅めつさせたというなら、まだ理解できる。しかし人間より遥かに強い悪魔がわざわざ東京を奪うばう意味がない。

　第一、ベルゼブブの城だったら魔界にちゃんとある。今さら人間界の土地を奪う必要なんてどこにもないのだ。

　悪魔の行動原理って、何だろう。

　それを言ったら、カグラだって不思議な行動をしている。

　どうしてベルゼブブの城から逃にげないのか。カグラなら本気を出せば逃げられそうなのに。

「とりあえず、状じよう況きようは分かった」

　立ち上がる大山さん。背が低いので、ベッドに寝ねている僕の顔の位置と高さが変わらない。

「月斗君。君はしばらく休みなさい。検査はまだ続くが、もうベルゼブブには関かかわらないように取りはからっておく」

「関わらない……？」

「そうだ。これ以上ベルゼブブとの接触は認められない。もちろんカグラともだ」

「そんな！」

　立ち上がろうとするが、身体からだに力が入らなかった。

「君の話を聞くに、ベルゼブブは最後の情けで君を生かしたのだろう。次に会えば確実に死ぬ。そうと分かって接触するのは自殺行こう為いだ」

「……でも！」

「ならば勝算はあるのか？」

　大山さんの問いに、僕は凍こおる。

「そもそも君の中での勝利条件は何だ？」

「……それは……カグラを取り戻もどして……」

「どうやって取り戻す？」

　手段と聞いて、真っ先に思い出したのはバルベルの目。

　あの眼光で爵位持ちの悪魔が殺された。

　手加減に手加減を重ねて、僕の行動の自由を奪った、あの光る目。

　実際に見た者でなければ、体感できないだろう。

　魔王という存在の恐おそろしさ。

　おそらくそれを伝えられるのは僕だけだろう。だけどあんなものを誰だれかに話したいとは思わない。

　あの魔王が殺した爵しやく位い持ちに、さらに一いち撃げきで殺された悪魔。僕たちはあれにすら勝てないのだ。

「断っておくが、魔王が相手となるとＸＸｉｓｔ部隊でも手が出せない。たとえ情報で先んじたとしても、圧あつ倒とう的な力の前にねじ伏ふせられる。だからこそ君のご両親はアバドンを召喚したのだ」

　アバドンを呼んで、それでも死んだ両親。そんな相手に僕は挑いどめるのか。

　──無理だ。

　どんな手を使っても勝てる気がしない。

　カグラを奪い取るなんて、不可能だ。

　バルベルの力に触ふれた、僕だから分かるんだ。

　もう──カグラは取り戻せない。




　　　　＊




　大山さんが来た日と、その次の日まで医い療りようセンターに入院した。毎日のように検査が続き、それと同じくらい魔界での事を尋じん問もんされた。

　ただでさえカグラの事を考えたくなかったのに、別々の退魔士に同じ内容を何度も説明するのは苦痛でしかなかった。

　雪伽と雅には会うことができなかった。

　これは容疑者が口裏を合わせないようにするためではなく、悪魔の魔法は何がトリガーになるか分からないので、できるだけ接触を避さけるのが治療のセオリーらしい。くっついても問題がないと分かればいつも通り面会できるという。

　そんなわけで、退院する頃ころには妹成分が不足してすっかりイライラしていた。

「わーん、にぃちゃん！　寂さびしかった！」

「僕もだよ」

　医療センターの出入口で抱だき合う僕ら。

　ああ、癒いやされる。

　久々に会うと雪伽の可愛かわいさが余計に際きわ立だつ。糖分がないと思考能力が低下するように、僕には雪伽が必要なんだ。雪伽を抱きしめていると、どんどん元気が湧わいてくる。

「わ、私だって寂しかったもん！」

　そんな僕たちをまとめて抱きしめる雅。

　三人揃そろうと、やっぱり安心する。

　その日は退院祝いという事で、雅の家で夕食をご馳ち走そうになった。雅の両親には悪魔と戦った際、強きよう烈れつな魔力を受けて負傷した事になっている。間ま違ちがいではないのだけど、魔界へ行ったなんてバレたら心配させてしまう。

　雅の両親の手前もあるが、僕らは魔界での事を一いつ切さい喋しやべらなかった。

　もちろんカグラの事も。まるで全すべてが悪い夢だったような気がする。

　僕らの家には、最初から悪魔なんていなかったんだ。

　これまでも、これからも──

　そんな風に割り切れたら、どんなに幸せだったか。







　翌日、僕と雪伽は口数少ないまま登校した。

　クラスＸのみんなにはどれだけ情報が伝わっているのだろう。牧まき原はら先生や大山さんがうまいこと言ってくれたのだろうか。

「おはよー」

　そんな事を考えながら教室の扉とびらを開くと、

「うおおおおおおおおん！　月斗ぉぉぉぉぉぉ！」

「せっちゃああああああん！」

　肉の塊かたまりに抱きしめられた。

「ボ、ボブ!?」

「月斗、お前元気だったか!?　悪魔にやられたって聞いて、みんな心配してたんだよぉぉぉぉ！」

　太い腕うでで締しめ付けられる。それ以上にボブの体温が伝わってくる。

　なんていうか、非常にウザい。

「せっちゃんも大だい丈じよう夫ぶだった!?　ケガしてないの!?」

「う、うん、ええと、平気だ……けど……！」

　雪伽は渚なぎさに抱きしめられている。なんだこの落差は。

　ただし渚の全力の抱ほう擁ようはボブ並みのパワーがあるので、雪伽も非常に苦しそうだ。逃のがれようと手を叩たたいている。

「なんかよぉ！　大山さんが、お前らが魔界に連れ去られたって言ってたから、カグラみてーにもう帰ってこないんじゃないかってさぁ！」

「だ、大丈夫だから。ちゃんと帰ってきたから」

　気持ちは非常に嬉うれしいんだけど、そろそろ放してくれないかな。なんか制服がボブの汗あせでじっとりしてきたんですけど。

「でも良かったよ。病院の検査も問題なかったんでしょ？」

　そんな僕らを遠巻きに見ている銀ぎん河が。

「うん。どこにも異常はないって」

「ベルゼブブの魔ま力りよくにあてられて、それかー。すごい防ぼう御ぎよ力だね」

「あ……やっぱり知ってるんだ」

「うん。大山さんが話してくれたよ。全部じゃないと思うけど」

　だからボブたちもこんなに心配してくれたのか。

「……カグラも戻ってないんでしょ」

　無関心なようで、しっかり話を聞いている柚ゆ子ず。

「うん……でも、もういいんだ」

「もういいって、お前」

　ボブが僕から離れる。

「いいわけねーだろ！　カグラを取り戻したいって、お前言ってただろ！」

「けど、ベルゼブブの力は強すぎるんだ。本当に人間じゃ太刀たち打ちできないほど強くて、どんな手を使っても助けられない」

「……どんな手を使っても？」

　聞き咎とがめた柚子。

「……本当に、どんな手も使ったの？」

「そういう問題じゃないんだ。とにかくベルゼブブの強さはケタ違ちがいだった。雅お姉ちゃんですら、手下の悪魔に傷一つつけられなかった。そんな相手から、どうやってカグラを奪えばいいんだ」

　教室がしんと静まり返る。

　嫌いやな空気にしてしまった。

　だけど僕は噓うそを言っていない。ベルゼブブの強さは本物だし、カグラだってあそこにいる事を望んでいる。

　いっそ本当に忘れてしまえればいいのに。

「月斗くんの気持ちはだいたい分かったよ」

　雪伽を抱きしめたまま、渚が言った。

「要するに、あのバカネコを取り戻したいんでしょ？」

「なっ──」

　何を言ってるんだ、この子は。

「だから無理なんだってば！」

「無理だけど、取り戻したいんでしょ？　そうでなきゃ、そんなに疲つかれた顔で悩なやまないって。ずっと方法を考えてたんでしょ？」

「だよな。ベルゼブブがすげぇ強い悪魔ってのは分かったけどよ。お前、どう見てもカグラ取り戻そうと目がギラギラしてるぜ」

「……正直者」

　渚に続いて、ボブや柚子まで。

　僕、そんな顔をしていたのか。

「にぃちゃん」

　渚から解放された雪伽が、僕の手を取る。

「私、悔くやしい。あの時、私ずっと怖こわくて何もできなかった。もしも私がちゃんとしていれば、カグラも助けられたかな？」

「雪伽……」

　おそらく雪伽がどうやっても事態は変わらなかっただろう。

　だけど彼女には悔くいが残っている。それはカグラを助けたかったという意志に他ほかならない。

　まだやれる事があるはず──というのは、まだ何かをやりたいという気持ちだ。

　僕は、どうなんだろう。

「カグラ……」

　今は、入院していた時より冷静だ。

　ベルゼブブの強さは計り知れない。きっと本気を出せば僕は死ぬだろう。それこそスイッチを押すような感覚で殺されてしまう。

　だが、それがカグラを取り戻もどせない理由になるか。

　カグラだって、本気で僕たちを忘れていたなら、あんなに美お味いしい料理を振ふる舞まおうなんて思わないはず。

「月斗くん」

　銀河が僕の肩かたを叩く。

「問題は敵の強さじゃなくて、君がどうしたいか、だよ」

「僕は──」

　気持ちなら、最初から決まっている。




「カグラを、助けたい」




　この答えだけは、揺ゆらぐ事はない。

「じゃあ決まりだね！」

　渚が拳こぶしを握にぎって高く掲かかげる。

「……えっ？」

「え、じゃないよ」

　渚に胸を小こ突づかれた。

「一人でやろうとしないでよ。アタシ達みんな、月斗くんの力になりたいんだよ」

　そうだった。

　もはやカグラは花はな村むら家だけではなく、クラスＸの家族なのだ。

　なのに僕はまた一人で考え込んで──

「も、もちろんせっちゃんも同じだよ！　月斗くんだけじゃないからね！」

　顔を真っ赤にして否定する渚。

「う、うん。分かってるよ」

「だよね！　うん！」

　渚だけじゃない、みんなに申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいだ。

　また一人で暴走する所だった。

「でも、ベルゼブブは本当に強いよ。魔ま王おうって、本当に王様みたいな力を持ってるから、学生のできる範はん囲いだと難しいかも……」

　弱気なわけではなく、事実確かく認にんをしておかなくてはならない。

　無策で戦える相手ではないと、みんなに分かって欲しかった。

「じゃあ、当面はベルゼブブの研究かな」

　銀河の提案に、みんなが頷うなずく。

「悪魔だって弱点はあるはずだし、ベルゼブブの力を封ふうじる方法だって探せばあるはずだよ」

「それが見つけにくいから、魔王って呼ばれるほど強いんだろうけどな」

　銀河の提案に反論するボブ。

　だけど僕は銀河の意見に賛成だ。

　どこか──まだ僕たちの知らない所に解決の糸口があるかもしれない。それを探すまで、あきらめちゃダメだ。







　その日から数日、僕たちは色々な実験をした。

　資料を集めて、ベルゼブブやアバドンの情報を少しでも得ようとした。が、高校生が閲えつ覧らんできる資料には限界がある。そこで柚子に頼たのんで退魔省のデータベースにハッキングしてもらった。

「……余よ裕ゆう過ぎて怖い」

　柚子がそう評するほど簡単に手に入った情報は、主にベルゼブブの行動に関するものだった。

　バルベルの父である先代ベルゼブブはそれはもう強力な悪魔だったそうだ。文ぶん献けんには蠅はえの化け身しんとして描えがかれており、全すべての悪魔を代表するような偉い大だいな存在だったらしい。

　バルベルもその力を受け継ついではいるが、公式に確認されたのは第七セブンス・聖戦クルセードが初めてだそうだ。だから情報が足りないのか。

「うーん、退魔省でも難しいのかな」

　教室でぼやく僕。

　柚子のＰＣを他の人に見られるわけにはいかないので、作業は基本的に教室だ。僕が休んでいた間の勉強の遅おくれを取り戻す、という名目でみんな集まってもらった。

「月斗、召しよう喚かんの方はどうなんだ？」

　ケータイを見せるボブに、僕はゆっくり首を横に振ふる。

　アバドンの召喚が成功したのは、あの時の一度きりだ。

　それっきりカグラは召喚に応じてくれない。手順は間ま違ちがっていないのに、悪魔の側から強制切断されるなんてありえない。電話の着信拒きよ否ひじゃないんだから。

「……たぶん、悪魔の生体反応が変わったんだと思う」

「柚子、それどういう事？」

「……召喚の呪じゆ文もんと魔ま法ほう陣じんは、悪魔の情報の塊かたまり。だから情報そのものを変えれば、もうその召喚はできなくなる」

「え、つまり着信拒否するためにカグラそのものが変わったって事？」

　柚子は頷く。

「……例えば『全ての財産と引き替かえに一生下僕になる』なんて契けい約やくをＡという悪魔が結ぶ。そして財産を奪うばった後、悪魔は自分自身をＢに変化させて、Ａとの契約を不ふ履り行こうにする、なんて事件があったらしい」

「それって詐さ欺ぎじゃないか」

　おかけになった電話番号は現在使われておりません──みたいなものか。

　悪あく魔まなんだから、詐欺くらいはたらいても不思議じゃないけど。

　なるほど、そうやって自分の情報そのものを書き換かえたのか。アバドンほどの悪魔ならできるだろう。バルベルだって魔力をゼロにして人間界に来るくらいだし。

　そうまでして僕に会いたくないのか、カグラ。

　だったら何としてでも会いに行ってやる。

「向こうから来られないんじゃ、こっちから行くしかないけど」

　僕の隣となりで柚子のＰＣ画面を見ている銀河。

「どこに行けばいいのかも分からないよね」

「そうだね……」

　バルベルに招かれたからこそ彼の居城に行けたわけで、拒きよ絶ぜつされた今となっては行く方法がない。

　まず魔界に行く方法がないし、行ったとしてもバルベルたちの居場所が分からない。

「魔界にも住所とかあるのかな」

　根本的な事だが、僕たちにはそれすら解決する手段がない。

「こうしてみると、問題は山積みだね」

　まず第一に、バルベルの居場所が分からない。

　そして第二に、魔界への行き方が分からない。

　さらに第三に、バルベルの倒たおし方が分からない。

　そして最後に──カグラの気持ちが分からない。

　この条件を全てクリアしないと、カグラは僕たちのもとへ戻ってこない。そしてその一つ一つがかぐや姫ひめレベルの無理難題ときてる。

　しかしこうして列記してみると、問題が分かりやすい。僕たちに足りないものが分かる。強さだけじゃなくて、情報も圧あつ倒とう的に足りていないんだな。

「これは僕たちも考えを改めないといけないね」

「だな……」

　銀河とボブも神しん妙みような顔になる。まさか今までノリだけで僕を焚たきつけたわけではないだろうが、こうして知れば知るほど難しい問題だと分かってくれる。

　それでも彼らはあきらめようとしない。

　どうにかしてカグラを取り戻そうと頭を捻ひねってくれている。

「そういや、雪伽と渚は？」

　ボブが教室を見回すが、二人はいない。

「やる事があるって、二人で出ていったけど」

　雪伽に言われた事をそのまま伝えると、

「二人きりで……やる事……!?」

　なぜかはりきって席を立つ銀河。

　しかしずっと戻って来ていないので、僕も心配だ。すぐに済むような用事ではないのだろうか。

　などと考えつつ時計を見ると、もう五時だった。

「……ま、今日はこんな所ね」

　これ以上ベルゼブブの情報を集められないと判断した柚子は、ノートＰＣを閉じる。僕たちの意見も出し尽つくした。

　明日あしたはまた別のアプローチを考えなければならない。

「みんな、今日はありがとう」

「気にすんな！　何かあったら呼べよ！」

　親指を立ててニッコリ笑うボブ。彼の巨きよ体たいの脇わきで、銀河と柚子も手を振る。

　教室を出て、廊ろう下かで別れた。

　僕は雪伽を迎むかえに行かなければ。渚とどこで何をしているんだろう。メールをしてみたが、返信がない。まだ忙いそがしいのかな。

　何度も電話をするのだが、出ない。そうしてケータイを弄いじりながら歩いていると、こちらから雪伽たちを見つけてしまった。

　学習用の校舎から他ほかの校舎へ繫つながっている渡わたり廊下。そこから隣の校舎にいる渚が見えたのだ。

　隣の校舎は運動用で、上から下までそれ専用の部屋になっている。地下はプール、そこからトレーニングルームや射しや撃げき場、さらにコンバット用の訓練場がある。

　渚がいたのは最上階。そこの窓を走っている渚を見たのだ。七ナナ星セ降こう霊れい学園には恐おそるべき強つわ者ものがたくさんいるけど、壁かべや窓を走り回れるツインテールの女子なんて渚くらいしかいない。

　小走りで隣の校舎へ移り、そこの最上階の訓練場へ入る。

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、激しい銃じゆう声せいが轟とどろいた。

「それじゃ当たらないよっ！」

「うっ！」

　壁を蹴けった渚が、雪伽に跳とび蹴りを食くらわせている。

　危ない！──と僕が叫さけぶ前に、雪伽は対応していた。

「まだ……だよっ！」

　手にしていた小銃型天使で渚の蹴りを防ぐと、その銃を投げ捨てる。

「召喚コール！」

　光と共に現れた小さな拳けん銃じゆうを撃うつ。数発の銃じゆう弾だんが密着している渚の身体からだを掠かすめ、わずかに怯ひるませる。そのスキに雪伽は銃を撃ちながら距きよ離りを取る。

「はぁっ！」

　渚が壁を蹴り、また雪伽との距離を詰つめる。

「くっ！　召喚コールっ！」

　雪伽はもう一度小銃型天使を召喚し、渚を撃った。

　しかし銃弾は渚には当たらず、密着された雪伽はタックルで吹ふき飛ばされた。室内の障害物に背中をぶつけ、激しく咳せき込む雪伽。

「雪伽！」

　僕が助けようとするが、

「ダメっ！　にぃちゃんは来ないで！　私が勝たなきゃダメなの！」

　今までにない、強い拒絶の言葉だった。

　タックルを喰くらった雪伽は自力で立ち上がり、手にした拳銃を捨てる。そしてケータイを取り出すと、また銃を召喚した。今度は銃身の長いライフルだ。

「邪じや魔ましないで、にぃちゃん。私はもっと強くなりたいの」

「そうだよ、月斗くん」

　渚も強く僕を睨にらむ。

「これはせっちゃんが決めた事なの。だからやらせてあげて」

「なんで……？」

「私、もっと強くならなきゃダメだから。そうしないとにぃちゃんを助けられない」

　フラフラになりながらも、ライフルをクルクルと回転させる雪伽。遊んでいるのではなく、手の中で銃身の感かん触しよくを確かめているのだ。

「にぃちゃんは、そのままでいいの。カグラを助けるために、難しい事をいっぱい考えてて。私は難しい事を考えるの苦手だから、一つの事に集中するの」

　その一つが、強くなる事なのか。

　雪伽の言葉を聞いて、僕は軽いショックを受けた。

　今まで僕は雪伽を守るために戦ってきた。

　雪伽を傷つけないためにはどうすればいいか常に考え、そして盾たてで守ってきた。

　だけど雪伽は僕を守るために、ただひたすら強くなろうとしている。僕のように悩なやむ事なく、まっすぐにそうやって走っていたのか。

　双ふた子ごだけど、こういう所は似てないんだなぁ。

「……雪伽」

「何？」

「頼たのむ。僕が盾になる時、君はその銃で敵を倒してくれ」

「うんっ！」

　そうすれば、僕たちだけじゃなく、もっと多くの人を守れるから。

「渚もありがとう。よろしくね」

「まっかせて！　せっちゃん、教える度たびに強くなるから楽しくてさ！　それに銃士ヌーカーの戦いはアタシも勉強になるし！」

　タオルで汗あせを拭ふく渚。特訓だけど、二人とも楽しそうで何よりだ。

「じゃあ渚！　続きやろ！」

「うんっ！」

　銃を構える雪伽と、ナイフを構える渚。まるでスポーツでも始めるかのように爽さわやかな笑え顔がおだ。

　僕は邪魔をしないように、隅すみっこのベンチで様子を見る。

「はぁああああああっ！」

　また壁を蹴るようにして移動する渚。僕も目で追うのがやっとだ。

「っ！」

　対して雪伽は、素す早ばやく移動する渚を狙ねらって撃つ。距離に応じて銃を変えるスタイルは前からやっていたが、この戦いではその判断を即そく座ざに行っている。拳銃、小銃、ライフル、さらにガトリングガンまで。あらゆる銃器を使いこなしている。

　贔ひい屓き目めに見なくても、雪伽の射撃は天才的だ。一年生の頃ころは、射撃能力は学年で一番だった。ただしそれはあくまで撃つ、という行こう為いだけだ。銃で戦うのは、また別の話。

　敵は動く。殺されずに敵を撃つには、自分も動かなければならない。雪伽の運動能力は、お世辞にも良いとは言えないのだ。

　けど、今は違ちがうようだ。

「ぐっ！」

　飛ぶように移動している渚が吹き飛んだ。

　雪伽の銃弾が命中したのだろう。

「まだまだっ！」

　渚は立ち上がると、ナイフを投げつける。雪伽は冷静にそのナイフを撃ち落とす。一発の射撃でナイフは弾はじかれ、また渚に狙いをつけようとする雪伽だが──

「こっちだよ！」

　雪伽の背後に回った渚が蹴りを繰くり出す。

　普ふ段だんの雪伽なら背中を蹴られているが──

「あぶなっ！」

　雪伽は前転で素早く避さけ、さらに転がったまま拳銃を撃った。

「ぐっ！」

　また渚の額に命中。

　さっき僕が見た戦いよりも命中精度が上がっている。天使の銃弾は人間相手には効果がないとはいえ、連続で撃たれれば多少は痛い。

　怯んだ渚に対し、雪伽は至近距離で拳銃を撃ちまくる。その全すべての弾たまは渚の額に当たり、とうとう渚はその場から離り脱だつしてしまった。

「タ、タイム！　ちょっと待ってせっちゃん！」

　床ゆかから障害物に隠かくれ、額を押さえている。よほど痛かったのだろう。

「いたた……あの蹴りを避けるかぁ……」

「渚、本気出してる？」

「出してるよ！　せっちゃんが私の動きに追いついて来てるんだよ！」

　サルのように縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る渚は、僕なんか目で追うのがやっとだ。仮に見えたとしても連続で銃弾を叩たたき込むなんてできない。

　そこはやはり雪伽の才能だろう。よほど目とカンがいいんだなぁ。

「じゃあ、もう一度！」

　はりきって銃を構える雪伽に、今度こそ負けるかと渚が立ち向かう。プロ退たい魔ま士しの渚と互ご角かくで戦うって、実は雅くらいの強さじゃないとできないんだけどな。

　そうして一時間ほど、僕は二人の戦いを見守った。

　手を出すな、と雪伽は言ったけど、とても間に割って入れる雰ふん囲い気きじゃなかった。どちらも楽しそうだけど、それ以上に熱く燃えたぎる闘とう志しが感じ取れる。邪魔をしたら僕が殺されてしまう。

　さらに時間が過ぎ、雪伽がほぼ確実に渚についていけるようになった頃、誰だれかのケータイが鳴った。

「あ、アタシだ」

　戦闘を中断し、カバンのケータイを取りにいく渚。

「げ、もうこんな時間？　もしもし？」

　渚の言葉に、僕もケータイを見る。うわ、もう七時じゃないか。

「あ、うん。ゴメンね。友達と訓練しててさ、あー、そうなの。え？　いや、アタシはともかく……ちょっと待って」

　ケータイを手で塞ふさぎ、渚がこちらを見る。

「ねぇ月斗くん。ウチから電話なんだけど」

「うん」

「よかったら二人ともウチで晩ご飯食べないかって、お父さんが」

　渚の家で夕食か。なんだか悪いから遠えん慮りよしておくべきかな。でも断ると渚にも失礼だし、どうしようかな。

　あれ、渚のお父さんって確か──




　　　　＊




　渚の家は学園からバスで十分ほどの場所にある、郊こう外がいの一いつ軒けん家やだった。二階建ての家屋はまだ新築で、庭までついている。お金持ちなんだなぁ。

　僕と雪伽は歓かん迎げいされ、時間も時間だったので挨あい拶さつもそこそこに夕食をご馳ち走そうになった。広いリビングは意外と殺風景で、テレビやソファ以外に目立つ家具はない。だけどテーブルに並べられた料理はどれも豪ごう華かで、食欲をそそった。

「さぁ食べて食べて！　いただきまーす！」

　渚は慣れた手つきでご飯を食べ始める。激しい運動をするからか、彼女の茶ちや碗わんは僕らよりずっと大きい。

「いただきます」

　両手を合わせて、大皿に盛りつけられた鶏とり肉にくを取る。あ、美お味いしい。

「どうかしら？」

　一口食べた僕の顔を見る、渚のお母さん。娘むすめに似て非常に美人で、声に張りがある。背筋がピンと伸のびており、真面目まじめそうな人だ。

「すごく美味しいです。なんだかお店で食べてるみたいで」

「こっちのサラダも美味しいです！」

　雪伽も笑顔で答える。

「──ですって」

　と、渚のお母さんは隣となりにいる男性を小こ突づく。

「いやぁ、嬉うれしいね！　何しろ急な話だったから、ありあわせのモノしかなくてね。喜んでもらえて何よりだよ」

　頭を搔かいて照れているのは、渚のお父さん。エプロン姿のまま自分も揚あげ物を食べ、納なつ得とくするように頷うなずいている。

　長身の外国人に見える。彫ほりが深い顔で、背もかなり高い。金きん髪ぱつというより銀髪はサラサラで若々しい。渚のお母さんと並ぶと、とてもお似合いのカップルに見える。二人とも二十代で通用しそうだ。

　でも、渚のお父さんって──

「あの、失礼な事を訊きいてもいいですか？」

「ん？　私の事かい？」

　僕が頷くと、




「そう、私は悪魔だよ」




　彼はあっさり答えた。

「人間界では瀬せ川がわ世せ見みるという戸こ籍せきだけど、これは退魔省がくれた名前だ。いや本名もセミルと言うんだけどね」

　渚は人間と悪魔のハーフだ。彼、世見は人間に興味を持ち、人間界に滞たい在ざいしている。人間として生活して、人間と同じような価値観を持っている珍めずらしい悪魔なんだそうだ。

「人間にしか見えないです」

　雪伽も正直に言う。

「化けているわけじゃないんだよ。私の種族はもともと人間に似ているんだ。昔から人間とも交流があったから、文化の継けい承しようもしやすかったんだよね」

「そういう種族もあるんですか？」

　人間に友好的な悪魔がいるのか。

「悪魔も一枚岩じゃないからね。僕は人間の分類で言うと妖よう精せい族だ。僕の種族の長おさである『女王』は自由を認めているお方だから、好き勝手やらせてもらっているのさ」

　彼の言う「女王」も魔王の一人なのだろうか。

「ま、君の求めているベルゼブブとは敵同士だけどね。だからこそ『女王』も情報を集めたがっていた」

「!?」

　僕の考えている事がなんで分かったんだろう。

　ていうか、ベルゼブブの話なんて一度もしていないのに。

「どうして私が知っているのか──フフ、そう思ったね？」

「は、はい」

「簡単な事さ。自分で調べたからだよ。私は退魔省で情報を専門に扱あつかう仕事をしている。こちらの美み弥やさんと一いつ緒しよにね」

　世見さんが紹しよう介かいした渚のお母さんは、黙もく々もくと食事をしている。

　情報というと、ネットとかの話かな。それともスパイ活動のような仕事なのか。どっちにしろ、そういう部署に悪魔がいるという事実はすごい。

　敵国の情報を得るならば、敵国の人間に訊くのが一番手っ取り早い。

　となると、世見さんは裏切り者になってしまうわけだが、それでいいのだろうか。

「それに渚が毎日のように話す月斗くんの事だ。どんな人なのか気になるじゃないか。ここは父として調査をしておかないと──」

「ちょっとお父さん！　何言ってるの！」

　顔を赤くして立ち上がる渚に、楽しそうに笑う世見さん。

　あー、なんかこの光景、前にも見た気がする。そうだ、渚の部隊の隊長さんと話をした時だ。もしかして僕の話、退魔省全体に伝わっているんじゃないだろうか。

「…………！」

　そして前の時と同じように雪伽の視線が痛い。僕は何も悪い事してないのに！
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「まぁ、それはいずれ追及するとして。つまり君たちの事はだいたい調べさせてもらってるんだ。私の部署は色々な所に顔が利きくからね。ＸＸｉｓｔ部隊だって顔見知りさ」

　なるほど、大山さんにも会っているのか。それで僕たちの話を聞いたのかな。

「だけど素す直なおに教えてくれるような人じゃないから、そこは独自に調べさせてもらった。そういう仕事だからね」

　やっぱりスパイ活動がメインなのかな。

　知られてはいけない情報を手に入れるのは、柚子の得意技だ。だけど僕たちの情報をいつの間にか知られるのは、なかなか不気味なものだ。やられる側になって、初めて分かった。

「アバドンを取り戻もどしたいんだって？」

「……はい」

　当然のように尋たずねられる。まるで今まで僕が見て来たものを全すべて知っているかのような口ぶりだ。あの時、僕と雪伽と雅しかいなかったのに。

「どうして取り戻したいんだい？」

「アバドン──カグラは、僕たちの家族だから」

「家族……うん、なるほど」

　世見さんは深く頷く。

「いい理由だね。私も渚や美弥さんが何者かにさらわれたら、死ぬ気で取り戻しに行くだろう。そのためなら何だって利用する。たとえアクマと呼ばれようとも」

「ちょっと、言い過ぎですよ」

　冷静にツッコミを入れる渚のお母さん。

「おっと、ごめんね。なんだか嬉しくて話し過ぎちゃったよ。ささ、冷めないうちに食べなさい」

　僕は会え釈しやくすると、さっき食べて美味しかった鶏肉をまた食べる。味は変わらなかったけれど、今の世見さんの言葉のせいでまともに味わえなくなっていた。

　やっぱり渚の両親も只ただ者ものじゃない。すでに僕の事を調べ尽つくしている。

　今日ここに呼んだのも、その件で話をするためだったのか。

「……あの」

　気になって、尋ねてしまう。

「どうして悪あく魔まなのに、人間の手伝いをするんですか？」

　それだけが疑問だった。

　人間が好きなのは分かる。人間として暮らすのも分かる。だけど悪魔に敵対行動を取る理由がないと思ったんだ。その気になれば、姿を隠かくして暮らせるだろうに。

「戸籍などの世話をしてもらった恩がある──っていう建前があるけどね。基本的に私はおしゃべりでね。人に知ち恵えを授さずけたくなってしまう性格なんだ」

「それで故郷が攻こう撃げきされても、ですか？」

「むしろそこだよ」

　世見さんは嬉しそうに笑う。

「私が与あたえた知恵で、人間がどうやって戦うのか興味があるんだ。情報は力だけど、それだけじゃ戦いには勝てない。私が与えた情報という食材を、どのように調理してくれるのか。それは私では想像できない楽しみだ」

「……ああ、なるほど」

　納得してしまった。

　知識欲を満たすためなら、どんな方法でも使う。

　この人、アナベルにそっくりなんだ。

　それとも人間の研究者もみんなこんな感じなのかな。柚子も目的のためなら手段を選ばないし。僕も人の事は言えないけど。

「──情報が欲しいかい？」

　世見さんは見み透すかしたような目で僕を見る。

　この人は、何でも知っているようだ。

　何でも──

　だったら、バルベルからカグラを奪うばう方法も？

　そんな方法、あるのだろうか。

　だけど退魔省のスパイである彼なら、もしかしたら。

「残念だけど、それはダメだよ。私にだって立場がある」

　世見さんの声で僕は我に返る。

「そんなの、教えられるわけないじゃないか。退魔省に勤めている私が、わざわざ娘むすめの友達を危険に晒さらすような情報──バレたらクビだよ」

「そうですよ」

　渚のお母さんも窘たしなめるように言う。僕ではなく、世見さんに。

　世見さんは肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「ごめんね。なんだか期待させるような事を言ってしまって。だけどそう簡単に教えられないって、分かって欲しいな」

「はい──」

「さぁ、食べよ食べよ。渚、ちょっと醬しよう油ゆとってくれないか」

　うやむやにして食事を再開する。

　けど、世見さんの言葉は僕の中にずっとひっかかっている。

　情報を扱う人なんだから、言葉にだって気をつけるはずなんだ。

　なのに僕の前で、さも全てを知っているかのように喋しやべった。そして一番いい所で話を打ち切る。まるで続きを訊ききたがるように仕向けているように。

　その通りだ。僕は、続きを知りたい。

　世見さんは、それを知っているだろうから。

　きっと、僕に話したがっているだろうから。







　話していたら遅おそくなってしまったので、渚の家に泊とまる事になった。もちろんご両親の勧すすめで。

　こういう時、両親がいないのは気楽でいい。

「すごいんだよ！　渚の家のお風ふ呂ろって、めちゃくちゃ広くて二人入っても余よ裕ゆうあったんだ!!」

「そ、そんなに広いのかな？　他ほかの人のお風呂って使った事ないからなぁ」

　パジャマに着き替がえた雪伽と渚。

　渚の部屋で他た愛わいないトークをしたり、ＤＶＤを観みたりして時間を潰つぶす。雪伽以外の女の子の部屋というのは落ち着かないものだけど、気心の知れた渚という事もあり、すごくリラックスできた。

　このまま雪伽は渚の部屋で寝ねると言う。さすがに僕はそういうわけにもいかないので、客間をお借りする事になった。

　夜も遅くなったので、雪伽を渚の部屋に残し、僕は客間へ行く。

　その途と中ちゆう、僕は世見さんの部屋の前を通った。

「…………」

　ドアから光が漏もれている。まだ起きているんだ。

　その場で悩なやんだ。

　拳こぶしを軽く握にぎり、ノックをする手を止めたまま、数分考えた。

　──何だって利用する。たとえアクマと呼ばれようとも。

　世見さんはそう言った。

　僕はアクマだ。だったら迷う事なんかない。

「はい、どうぞ」

　ノックをするとすぐに返事がきた。

　扉とびらを開け、世見さんの部屋に入る。

　部屋はリビングと同じように殺風景だった。あるのはベッドとパソコンデスクのみ。本ほん棚だなすらない。あまりこの部屋を使わないのだろうか。

「やあ月斗くん。来ると思ってたよ」

「すみません、夜分遅くに」

「いいよいいよ。こっちも話の途中だったしね」

　そう言って世見さんはベッドを示す。イスがないので、僕はそこに腰こし掛かけた。

「この部屋、何もないでしょ？」

「はい」

「普ふ段だんは退魔省のデスクで仕事をしてるんだけど、ここでも仕事をする時がある。その時はパソコンで済ませてる」

　世見さんはモニターを見る。一つだけではなく、三つのモニターにそれぞれ別の画面が映し出されていた。僕が理解できない表がズラリと並んでいる。まるで柚子のパソコンのようだ。

「家でもだいたいの情報は入るんだ。退魔省に何者かがハッキングをかけたりしたら、すぐに気づける」

　僕の胸が高鳴ったのを、きっと世見さんは見み逃のがさなかった。

　柚子が退魔省のデータベースをのぞいた事もバレているのか。

「心配しないで。高たか遠とお柚子さんならすでに退魔省でも目をつけているんだ。悪い意味じゃなくてね。卒業したらすぐスカウトするつもりだよ。彼女、ハッキングは二流だけどソフト開発に関しては一流以上だからね」

「は、はぁ」

　ハッキングされて怒おこるどころか、嬉うれしそうな世見さん。これは僕も安心していいんだろうか。

「でも、高遠さんでもベルゼブブの居場所までは突つき止められない。そうだろう？」

「……はい」

「彼女は方法を間ま違ちがっている。大おお海うな原ばらの中でたった一いつ匹ぴきの魚を探そうとしたって、無理があるだろう」

「でも、他にどうやって探すんですか？」

「魚の方から手た繰ぐっていけばいい」

「……？」

　世見さんの言葉の意味が分からず、僕は首をかしげる。

「魔界は広い。三次元的な広さを超ちよう越えつしている。その中で無目的に誰だれかを捜さがすなんて不可能に近い。だけど相手と何らかの形で繫つながっているのなら、話は別だ」

「繫がる……」

「君はアバドンと契けい約やくしている。まだ破は棄きしていないだろう？」

「それは、そうですけど」

　僕とカグラの契約は、残っていると言えるのだろうか。

　カグラは分ぶん離りしてしまい、元の形を保っていない。それにアバドンの姿のカグラにも拒きよ絶ぜつされてしまった上に魔力まで変えられてしまっている。

「でも、もうカグラは……」

「いや、君の問題だよ」

　世見さんはパソコンにＵＳＢ接続されている器具を取ると、僕に向ける。それはバーコードリーダーのようなもので、赤い光が僕に照射された。なんだか幕まく張はりで悪魔汚お染せんチェックをした時を思い出す。

　ピッ、という音と共に、モニターに結果が映し出される。

　いくつもの線で描えがかれたグラフを見て、世見さんはうんうんと頷うなずく。

「あ、やっぱりそうだ。まだ君の中に残ってた、アバドンの魔ま力りよく」

「そうなんですか？」

「ほんの少しだけどね。でも、これで追つい跡せきできるよ」

「魔力を追跡すると、居場所が分かるんですか？」

「ああ。アバドンは自分の魔力を変えたみたいだけど、その残ざん滓しはベルゼブブの城に残っているはずだ。それを追う事ができる。居場所を特定するというより、同じ魔力に引っ張ってもらうんだ」

　僕の中にあるわずかな魔力から、ベルゼブブの城に付着したわずかな魔力へ。

　そんな芸当もできるのか。すごいな、悪魔って。

「……僕は、またあそこへ行けるんですか」

「君が望めば」

「いいんですか？」

「それは君に訊きたい。失敗すれば死ぬよ？　成功しても無事じゃ済まない」

「あなただって同じでしょう？　どうして僕にここまで教えてくれるんですか？」

　僕にとってはありがたい話だけど、世見さんにとっては不利益しかない話だ。機密事じ項こうを漏らした上、危険な場所へ娘の友達を放り込む。

　バレたらクビでは済まないんじゃないか。

「……理由はいくつもある。単純な話、娘の友達が困っているんだから、助けてあげたい。同族を大事に思うのは、悪魔でも人間でも同じだよ」

　人間と結けつ婚こんした悪魔の言葉は重みが違ちがう。

「あとはまぁ、面おも白しろいから、かな」

　正直な人だ。

　研究者のサガだろうか。僕が魔界へ行ってどんな結果をもたらすのか、純じゆん粋すいに興味があるのだろう。つまり僕は世見さんの手のひらの上で踊おどらされているわけだ。

「君にとっては大事なことだろうけど、僕にとっては興味対象でしかない。それが嫌いやなのかい？」

「いえ……そういう悪魔を、他にも見ました」

「そうだろうね。きっと僕と同じで、知識欲が全すべてに勝まさる悪魔だろう」

　世見さんは薄うすく笑う。

「悪魔と人間は違うようで、実はかなり似ている。ではその僅わずかな差はどこから来ると思う？」




「──欲望、ですか」




　バルベルに言われた言葉を思い出す。

　人間は悪魔と違って、欲望を美化すると言っていた。

「そう。悪魔は欲望を抑よく制せいしない。常に自分の欲望を最優先に考える。そのために他のものを犠ぎ牲せいにする。だから人間にとっては野や蛮ばんに見える」

「だけど世見さんは普通に見えます」

「僕の場合、知識欲が全てに勝っただけの話だよ。人間界の事や家族の未来を見届けたいと思うのは、知識欲が成せる業わざなんだ。だから悪魔を裏切る事もできる」

　家族の未来を見届けたいのも、欲望なのか。

　それは人間の感情で言うところの「愛」なんじゃないか。

　何かを大切に想おもう気持ちも、突き詰つめれば欲望になるのか。

　思い返してみれば、悪魔の軍団は統とう率そつ力がないと教科書に書いてあった。単独行動が目立ち、組織だった動きができないのは、欲望を優先させるからだろう。

　カグラもバルベルもアナベルも、みんな同じだ。

　欲望って──

「月斗くん。君こそ、覚かく悟ごはあるのかい？　下手をしたら死ぬよりも辛つらい目に遭あうかもしれないんだよ？　アバドンを大切に思う気持ちは分かるけど、そのために命を張れるのかい？」

「……はい」

　考えなど、とうにまとまっている。

「僕はカグラを助けたい。それは愛情だけじゃないんです。カグラ──アバドンの力は人類にとって必要だ。万が一、僕が死んだとしても、カグラさえ取り戻もどせば雪伽を守ってくれますから」

「感情だけじゃなく、戦力としても欲しいわけか」

　世見さんは納得したように頷く。

「いい欲望だね」

　そうだ。これは僕の欲望わがままだ。カグラと雪伽さえ無事なら、僕自身は必要ない。

　この先どんな事態になろうが、カグラさえいれば雪伽を守れるんだ。

「お願いします。カグラに会わせてください」

「いいよ」

　あっさりと了りよう承しようする世見さん。

「魔力追跡方法は、私が専門のソフトをあげよう。あとでマニュアルを添そえてメールするよ。魔界のゲートの開き方に関しても、任せておきなさい。悪魔の技わざだが、君にとっては必要だろう」

　メールアドレスを訊きかれなかったけど、きっともう筒つつ抜ぬけなんだろうなぁ。

　ともあれ、これで移動に関しては問題なくなった。後は、一番大きな課題が残っている。

「バルベルのもとへもう一度行ったとして、どうやってカグラを奪うばえばいいんだ……」

　行っただけでは、勝てない。

　あのケタ外れの強さをどうやって越こえるのか。

「ん、奪う？」

　世見さんは顔を上げる。

「なんで奪おうとするの？」

「え？」

「もしかして君、ベルゼブブと正面から戦おうとしてたの？」

「だって、そうしないとカグラを取り戻せないじゃないですか」

「いやいや、別に戦わなくてもいいでしょ」

「じゃあ、どうやって……!?」

　大きな声を出しそうになった僕とは違い、世見さんはあくまで冷静に答えてくれた。

「盗ぬすめばいいんだよ」

　それを聞いて、目から鱗うろこが落ちた。




　　　　＊




　翌日、僕たちは普ふ通つうに登校した。

　表向きは渚の家で楽しく遊んだと話し、ボブと銀河に羨うらやましがられた。

　あくまでそれだけの夜だった、という事にしておいた。

　そして昼休みになると、僕は真っ先に雅を呼び出した。

「どうしたの月斗ちゃん？」

　学食のテーブルを挟はさんで向こう側に、食事をしている雅がいる。こないだの招待からそれほど時間は経たっていないのに、もういつも通りの生活ができる彼女はたいしたものである。

「お姉ちゃんを見込んで、大事な話があるんだ」

　僕はケータイを机に置いて、簡潔に話す事にする。

　雅も僕の表情を観みて、それが大事な話であると理解する。だけど定食を食べる手は止めない。

「また危ない事するのかしら？」

「うん。とても危ない事」

　ケータイを開き、画面の魔ま法ほう陣じんを見せる。

「ここに魔界への行き方が入ってる。ベルゼブブの城まで行ける」

「そう」

　ようやく雅が箸はしを止めた。

　僕の顔をじっと見て、困ったような顔をする。

「月斗ちゃんは強ごう情じようだから、きっと止めても止まらないんでしょうねぇ」

「ごめんね。雅お姉ちゃんには伝えておきたくて」

「それで？　わざわざ私を心配させるために話したのかしら？」

「いや、雅お姉ちゃんに頼たのみがあるんだ」

　それがさらに彼女を心配させると分かっていながら、僕は続ける。

「もしも僕が帰らなかったら、雪伽の面めん倒どうを見て欲しい」

「……月斗ちゃん」

「報復でベルゼブブの軍勢が人間界に来るかもしれない。そうなった時、雅お姉ちゃんしか雪伽を守れないんだ。だから頼むよ」

　絶対に生きて帰るつもりだけど、確実に帰れる保証などどこにもない。

　希望を持つのは大事だけど、もしもの事は常に考えなければ。リスクマネジメントも退魔士の仕事の一つだと授業で学んだ。

　雅は大切な家族だ。

　だけどそれ以上に、武人として尊敬している。

　彼女の強さを知っているからこそ、人間界で待っていて欲しい。僕がいない間、こっちで雪伽を守って欲しかったんだ。

「……雪伽ちゃんにも言わずに行くんだ？」

「うん」

　彼女に心配をかけたくない。

　僕がいなくなっても、雅がいれば大だい丈じよう夫ぶ。それに僕に何かあってもカグラは必ず取り戻す。そうなれば怖こわいものはなくなる。

「まるっきり勝算がないわけでもなさそうね」

「まぁ、作戦は一応あるよ」

「そう」

　雅は腕うでを組んで考える。僕をじっと睨にらみ付けている。確実に怒おこっている。

　でも僕は知っている。こういう時の雅は、いつも必ずお願いを聞いてくれるのだ。

「月斗ちゃん。私が何でも言う事聞くと思ったら、大おお間ま違ちがいよ」

「えっ」

「本当は私も魔ま界かいへついていきたい。心配だもの」

「雅お姉ちゃん……」

「どうして私を連れていってくれないの？　頼たよりにならない？」

「そんな事ないよ！　雅お姉ちゃんほど頼もしい人は他ほかにいない！」

「頼もしい、か──女の子に対する褒ほめ方じゃないわねぇ」

「あ、ごめん」

　そういう事が言いたかったんじゃないんだ。

「月斗ちゃんが私の事を大切に想ってくれるのは嬉うれしいけど、たまには戦力以外の期待もされたいなぁ」

「そういうつもりじゃなくって、ええと」

　しどろもどろになっている僕を見て、雅は苦く笑しようする。

「でも月斗ちゃんの言う通り、人間界の心配もしなくちゃいけない。私が死んだら、学園にも迷めい惑わくがかかっちゃうもんね」

　雅は絶対に死んではならない。七星降こう霊れい学園の生徒の希望なのだから。こういう時ははみ出し者のクラスＸに任せておけばいいんだ。

「けどカグラちゃんを取り戻したい気持ちは、私も一いつ緒しよ。だから月斗ちゃん、必ず成功させて帰ってきなさい。帰ったら美お味いしいものでも食べに行きましょう」

「分かった」

「雪伽ちゃん抜ぬきでね」

「えっ」

　僕が答える間もなく雅は席を立ち、僕の頭を抱だき寄せると、額に小さくキスをした。

「約束よ」

　微笑ほほえむ雅に、僕は黙だまって頷うなずくしかなかった。







　授業が終わり、いつものようにみんなで調べ物をした。

　本当は世見さんの作った魔力追つい跡せき装置のおかげで、バルベルの城の位置は分かっている。だけど僕は誰だれにも言わずに調べ物をするフリをした。

　いつものように雪伽と渚の特訓も応おう援えんして、夜遅おそくに家に帰った。

　協力してくれるクラスＸの仲間達に心から感謝しながら、僕は黙って支し度たくをする。

　装備は単純だ。まず七星降霊学園の制服。下手な装そう甲こうよりも悪魔の攻こう撃げきに耐たえられる優すぐれもの。

　そしてケータイ。ここに武装の全すべてが入っている。

　世見さんに教わった、魔界へのゲートを開くソフトもインストールしてある。

　あくまで僕が無断で盗んだ、という事にした。それでも発覚すれば世見さんまで管理責任を問われるだろう。だけど彼に罪はない。全ては僕の身勝手が招いた事だ。

　それから懐かい中ちゆう電灯とツールキット。何があるか分からないので、ポケットに入る分だけ持って行く。

　それでおしまい。

　軍隊のように重装備ではない。必要なものは全てケータイに入っている。ケータイが壊こわれたら全ておしまいだが、七星降霊学園で支給されるケータイはもの凄すごく頑がん丈じようでちょっとやそっとじゃ壊れない。

　これから行うのは襲しゆう撃げきではなく潜せん入にゆうなので、できる限り身軽な方がいいんだ。

　時計を見ると、ちょうど日付が変わった。

　特訓の疲つかれか、雪伽は寝ねているようだ。部屋の電気がついていない。

　僕は忍しのび足で廊ろう下かを歩き、靴くつを履はく。

　きっと雪伽が知ったら怒るだろう。だけど事情を話せば、きっと雪伽は僕についてくる。

　絶対に守れるという保証がない場所へは連れていけない。彼女には安全な場所で待っていて欲しいんだ。

「……行ってきます」

　小さく呟つぶやき、ドアを開ける。

　すると、そこに雪伽がいた。

「えへへ、やっぱりね」

　パジャマではなく、制服を着ている。

　その笑顔に、僕は動けなくなる。

「せ、雪伽……!?」

　固まった僕を両手で玄げん関かんまで押し、雪伽も家の中に入る。

　ドアを閉めると、後ろ手でカギをかけた。

　ずっと笑ったままでいるのかと思ったら、




「にぃちゃんの、ばかぁっ！」




　鼓こ膜まくが破れるほどの至近距きよ離りで叫さけばれた。

　深夜なのに大声を出した雪伽を咎とがめる前に、さらに続けて、

「なんで私を置いていこうとするの!?」

「せ、雪伽……声が……！」

「にぃちゃんの考えてる事なんてお見通しなんだからね！　昨日からずっと態度変だったし、カグラの事もあまり話さなくなったし！」

「そ、そんなにバレバレだった……？」

「にぃちゃんの性格考えたら、絶対一人でしょい込もうとするって思ったら、本当にそうするし！　私ってそんなに信用ないの!?」

「信用してないわけじゃないよ！」

　上うわ目め遣づかいで涙なみだ目の雪伽に反論する。

「僕は雪伽に死んで欲しくないだけなんだ。今度は本当に危険な作戦なんだ。雪伽を守れる自信なんてこれっぽっちもないんだ」

「……それって、にぃちゃんも死ぬかもしれないって事でしょ？」

「そうだよ。だから雪伽は来ちゃダメなんだ」

「……っ！」

　ドン、と胸を叩たたかれた。

　弱いけど、痛かった。雪伽の怒いかりがダイレクトに伝わってきた。

「何も分かってないよ、にぃちゃん」

「…………」

「私を守って死んだら、そりゃにぃちゃんは気持ちいいでしょ。けど残った私は全然嬉しくないよ。ちょっとは私の気持ちも考えてよ」

「じゃあ、雪伽はどうしたいの？」

「生まれた時から、ずっとにぃちゃんと一緒だったんだよ。片っぽだけ生き残るくらいなら、私も一緒に死ぬ。そのくらいの覚かく悟ごはできてるよ」

　僕を叩いた雪伽の手が、僕の心臓に触ふれる。

　温かい手の温ぬくもりが伝わってくる。

「にぃちゃん。私も連れてって。家族を取り戻もどしたいの」

「雪伽──」

　僕に良く似ている。双ふた子ごだから当然だ。

　こういう時の僕は、絶対に諦あきらめないだろう。

　だからきっと雪伽も諦めない。

　そんな雪伽が、僕は好きだったんだ。

「分かった。一緒に行こう」

　雪伽の手を握にぎり、僕は頷く。

「うんっ！」

　涙を拭ぬぐい、雪伽は笑った。

　死ぬときは一緒だと彼女は言うが──そんな事はさせない。どんな事があっても二人で生き延びてやる。

　僕たちは家族であり、大切な戦友だ。

「──あ」

　再び家を出ようとして、また立ち止まる。

「どうしたの、にぃちゃん」

「クラスＸのみんなにも言った方がいいかな」

「隠かくしたままだと、一生恨うらまれるかもね」

　いくらなんでも黙って行くのは悪い気がした。

　待っている仲間の立場になって考えると、何の連れん絡らくもせずに消えるのは非常に嫌いやな気持ちになるだろう。

　せめて一言だけでも残しておこうと、メールを打つ。

『これからカグラを取り戻しに行きます。もしも僕たちに何かあったら』

　その先を打とうとして、言葉が出なかった。仕方がないので後ろの文章は削さく除じよして、一文だけクラスのメーリングリストに送った。

　隣となりで雪伽のケータイが鳴る。きっと僕のメールが届いたのだろう。

　そして僕のケータイも鳴る。

「あれ？」

　送信者に戻って来るはずがないのに。

　メールを見ると、ボブからだった。




『おせーよ！　さっさとしろよ！　こっちは待ってんだよ！』




　──待ってる？

　ドアを開けて、急いで外に出る。

　エレベーターで下まで降り、マンションのエントランスを出る。

　そこに、全員いた。ボブも、銀河も、渚も、柚子も。

　四人が制服姿で立っているではないか。

「さっさと行こうぜ。待ちくたびれちまった」

　完全についていく気マンマンだ。

「なんで……みんな……？」

　雪伽が言ったのか。そう思って振ふり返ると、雪伽は苦笑したまま首を横に振る。

「今日はずっと様子がおかしかったからな」

　そう答えるボブ。

「何か企たくらんでるってバレバレだよ」

　銀河まで。

「……あんた、噓うそつくの苦手なのね」

　柚子がクスクスと笑っている。

「アタシでも気づくくらいだもんね」

　渚はニヤニヤと笑っていた。

「って、渚はマズいだろ！　君がこんな所にいちゃダメだよ！」

「それが、そうでもないの。アタシが一いつ緒しよに行けば、お父さんが魔ま力りよく追つい跡せきしやすくなるんだって。そうすればイザって時に緊きん急きゆう脱だつ出しゆつしやすいって言ってた。命いのち綱づなみたいなもんだよ」

　つまり世見さんがどこかで監かん視ししているって事か。

　頼たのもしいけど、それっていいの？

「それに、忘れてないよね？　月斗くんのためなら、アタシ達は力になるって」

「……そうだったね」

　渚の言葉に、僕も頷く。

「一応言っておくよ。この作戦、死ぬかもしれない」

　むしろ確率は高い。

　ベルゼブブの城に乗り込むのだから、普ふ通つうの悪魔退治とは訳が違ちがう。

　全員を守るのは、絶対に不可能だ。

「……あんた、自分だけ死ぬ覚悟ができてるって考えてるわけ？」

　柚子の言葉に、ハッとなる。

「そうだよ月斗くん。僕ら七星降こう霊れい学園の生徒だよ？　降霊士も退魔士も、死ぬ覚悟がないとなれない職業だよ？」

「今まで何度もそういう目に遭あってきたし、今さらって感じだよな」

「アタシも仕事中、何度も死にかけたしね」

　そうだった。僕らの学校は、そういう所だった。色んな家庭の事情を抱かかえていたり、個人的な理由はあれど、誰だれもが天使を操あやつる降霊士を目指して勉強しているんだ。

　魔王ごときを怖こわがっていては、話にならないのだ。

「にぃちゃんと一緒なら、どこでも怖くないよ」

　雪伽が僕の腕うでにしがみつく。

　僕は頷うなずくと、ケータイを取り出した。

　世見さんにもらったゲート起動ソフトを立ち上げる。

「行こう、魔界へ」

　全員の顔を見る。

　死を恐おそれている者は、誰一人いなかった。

　もちろん、僕もだ。

　カグラを取り戻すまで、絶対に生き抜ぬいてやる。
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　離脱／包囲された場合







　これで魔界に来るのは二度目だ。

　いくつか分かった事がある。

　まず、移動はそれほど辛つらくない。ＳＦ映画などで行われるワープは、時空の穴のようなものを通り抜ける描びよう写しやが多く、その途と中ちゆうに事故が起きたり船員が酔よったりするケースが多いけど、実際はそんな事なかった。

　ゲート起動ソフトを使った瞬しゆん間かん、僕らの身体からだは転移していた。つい一瞬前までマンションの駐ちゆう車しや場にいたのに、もうベルゼブブの城へ辿たどり着いている。バルベルに招待された時も、移動している事にすら気づかなかったっけ。

　そしてもう一つ分かった事。

　魔界では人間界の理り屈くつが通用しない。物理法則すらねじ曲げられるようだ。

　僕らが立っているのは、城の外がい壁へき。

　人間界で言うところの壁かべに垂直に立っている。足あし下もとには窓があり、その中を覗のぞくと中世風の部屋が広がっている。ただしイスなどは天てん井じように張り付いているように見える。

　重力がバラバラなのか、それともバルベルがそういう風に設計したのか。

　いずれにせよ、気をつけて進まなくてはならない。重力の問題は天使を使ってクリアできるだろうが、この先にどんな罠わなが待っているか分からない。

　夜だからなのか、それとも空という概がい念ねんがないのか、城の周りは完全な闇やみだ。ライトがなければ歩くこともできなそうだ。

　僕は振り返る。

　全員そこにいる。やっぱり周囲をキョロキョロと見ている。だけど一人の脱だつ落らく者もいないようで安心した。

　そして──

『やぁ月げつ斗とくん。無事に辿り着いたようだね』

　ケータイから聞こえる声。

　世せ見みるさん──ではなかった。

「大おお山やまさん……？」

『そうだ』

　血の気が引いた。

「あの、ええと、これはですね」

『どうして私が君と通話しているのか、想像できるか？』

「なんとなく……」

　きっと世見さんを通じてバレたのだろう。世見さんは情報を扱う仕事をしていると言っていたが、どうして自分の情報を秘ひ匿とくできないのか。プロなのに。

「世見さんは悪くありません。全部僕がやった事です」

『責任の所在は、今はどうでもいい事だ。どのような経けい緯いであれ、君たちが魔界にいる事実が問題だ』

「けど、今さら帰れませんよ」

　犯罪者になろうが、カグラだけは連れ戻すって決めたんだから。

『誰も帰れとは言っていないさ』

　大山さんの口調が少しだけ軽くなる。

『実のところ、私が君に「アバドンは諦あきらめろ」と言った時、必ず君は魔界へ行くだろうと思った。やる気や能力の前に、あの花はな村むら夫ふう婦ふの息子むすこならどんな手段を使ってもやるだろうと思っていたんだ』

　両親もそういう人だったのか。僕だけじゃなく、雪せつ伽かも手段は選ばないからなぁ。

『それに魔界へ行った人間は少ない。圧あつ倒とう的に情報が足りない。ならばついでにその役目を担になってもらおうというわけだ』

「ついで……ですか」

　とんでもなく重大な使命をついでに背負わされた気がする。

『退魔省からゲートソフトを盗ぬすんだ少年が、勝手に魔界を見聞しただけの事件だ。こちらは一いつ切さい関かかわらない。もちろん死んでも責任は取らない。そういう事だ』

「なるほど……」

　これも非公式任務って事か。

　失敗しても、あくまで学生の暴走で済ませられる。そして成功したら、魔界の情報が手に入る。どちらに転んでも退魔省のマイナスにはならない。

『そういう訳だから、せいぜい生き延びてくれ。その方がこちらとしても助かる』

「……応おう援えんしてくれるんですよね？」

『できる限りはな。君たちが魔界にいる以上、火器などの支し援えんはできんが、情報くらいなら提供してやれる』

「充じゆう分ぶんです。ありがとうございます」

　頼もしい味方に感謝しつつ、通話を切る。

　背中に命綱がついている実感がある。世見さんといい大山さんといい、強い大人を味方につけるとこんなにも安心できるのか。

　そして、今ここにいる仲間も。

「月斗くん。そろそろ偽ぎ装そうしよ」

　渚なぎさがケータイを取り出すと、他ほかの仲間も同じようにケータイを操作して、とあるソフトを起動させた。僕もそれに倣ならってケータイを見る。

　一いつ般ぱん的な召しよう喚かんソフトだ。柚ゆ子ずが改良した高性能なものである。

　ただし召喚するのは第八位、大天使クラスの弱い天使。

「召喚コール」

　呼び出しに応じて画面から出てきたのは、フラフープのようなリング状の天使だ。

　この天使に攻こう撃げき能力は一切ない。そして防ぼう御ぎよ能力や治ち癒ゆ能力もない。

　だけど退魔省では、ある状じよう況きよう下でこの天使を使う事を強く推すい奨しようしている。

　リング状の天使が輝かがやき、僕の頭から足へと通り抜ける。

　強い光が僕を包んだ。

「うっ……！」

　軽い目め眩まいがした。そして少しだけ身体が重くなった。

　目を開いて、僕は自分の手を見る。

　黒い。

　手の甲こうには毛が生え、爪つめもナイフのように鋭するどく伸のびている。

　成功だ。

　僕の身体は悪魔の姿に変わっていた。

　腕と下半身には黒い体毛がびっしりと生えている。黒い山羊やぎのようだ。上半身は裸はだかだけど、血のように赤い紋もん様ようが描えがかれている。そして頭にも角が生え、とどめにお尻しりから生えている黒くて細長い尻しつ尾ぽ。

　我ながら醜しゆう悪あくな外見だと思う。でも、この格好が今はふさわしい。

　この天使は僕らの外見を悪魔に変えてくれるのだ。姿形だけでなく、匂においや魔力まで悪魔のそれになる。

　普通の戦闘では悪魔に化ける必要などないのだが、敵の攻撃をやり過ごしたり、逆に敵てき陣じんに切り込む時に使う、一発芸のような天使なのだ。

「にぃちゃん、カッコイイよ！」

　そんな僕にも、雪伽はそう言ってくれる。

「雪伽も可愛かわいいよ」

　当然だ。悪あく魔まになっても雪伽は可愛い。

　彼女は半はん裸らに近い格好をしている。身体を覆おおう白い布、いや毛皮は少ないけど、腕うでと足には僕のように白い毛がふさふさだ。丸い尻尾や頭の上から垂れた耳のような部分が犬を思わせる。

　僕は黒山羊で、雪伽は犬か。双ふた子ごだからどちらも人じん獣じゆう型なのかな。

　いや、そうでもなさそうだ。

「意外としっくりくるもんだねー」

　渚は雪伽と違ちがって露ろ出しゆつが少ないけど、全身にヒョウ柄がらのタイツのような衣装を着ている。退魔士のスーツより身体のラインがハッキリ分かるので、全裸より艶なまめかしく見える。頭に生えたネコ耳がピクピクと動いている。

　うーん、本人の性格も反映されるんだろうか。ネコのように気まぐれで、かつしなやかな動きができる渚にピッタリな気がする。

　偽ぎ装そう用の天使なわけだから、使用者が不自然な動きをしないようになっているのだろうか。そのへんの天使のメカニズムはよく分からない。

「うーん、僕の顔、どうなってる？」

　そう尋たずねる銀ぎん河がの顔は、青かった。

　服装もボロボロで、身体も傷だらけだ。これは不死アンデツド族か。悪魔の中には死者を操あやつったり自ら生ける死者になる種族がいるが、なるほど、銀河のように踏ふまれても踏まれても立ち上がる麦のような根こん性じようは不死とも呼べる。

「顔は崩くずれてないけど、似合ってると思うぜ、銀河」

「そういうボブも似合ってるよ」

　ボブの背中を叩たたく銀河。堅かたい服の音がした。

「って、俺人間みたいなんだけど、バレねーかな」

　ボブは悪魔らしい服装とは言えなかった。

　まるで修しゆ験げん者が着ているような服。ただし肌はだは赤い。これは日本やアジアに昔からいた東方悪魔イースタンデーモンのスタイルだろう。

「まぁまぁボブ。似合ってるよ」

「似合ってるとか、そういう問題か？　でもコレ確実にバレるぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、悪魔っぽく見えるから」

「それ普ふ段だんの俺も悪魔みたいって意味じゃねーのか！」

「違うって、ほら、改良された天使の鎧よろいを着た時も同じ事思ったでしょ？　だから平気だって」

　あの天使の鎧も従来よりずっと薄うす手でなのに、防御力は飛ひ躍やく的に上がっていた。きっとボブの格好も悪魔から見ればフツーなんだと信じたい。

「……漫まん才ざいやってないで、さっさと潜せん入にゆうしよ」

　クールに促うながす柚子。

　彼女は……その、何と言えばいいのか。

　一言で説明すれば、キノコだ。

　巨きよ大だいなキノコの着ぐるみである。身の丈たけほどもある大きなキノコの中央から顔と手足を出している。他に表現のしようがない。

「……ここで騒さわいで見つかったら、元も子もないでしょ」

　柚子はキノコから生えた足でスタスタと歩き出す。

　平然としてるけど、柚子もあのキノコを気に入ってるんだろうか。

「……なに」

　僕の視線に気づいて、柚子が振ふり返る。

「いや、その、可愛いよ、とっても」

「……可愛い？」
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「うん」

　俯うつむいて黙だまり込む柚子。傷ついたのかな。でも本当に可愛いと思ったんだけどな。

「……バカ」

　フォローすべきかと思ったら、また柚子が歩き出した。さっきより足取りが軽くなっているように見えるけど、機き嫌げんが良くなったのかな？

「それじゃ行こう、みんな」

　僕が合図すると、雪伽が足あし下もとの窓を開く。

　誰だれもいないのを再確かく認にんすると、勢いよくその中に飛び込んだ。




　　　　＊




　城は想像もつかないほど広かった。

　最初に来た時から、距きよ離り感かんがつかめなかった。曲がり角は多いし、廊ろう下かの大きさも違うので、遠近感も狂くるいそうになる。悪魔は人間と違って形も大きさも差がありすぎるため、そういう連中が全員暮らしやすいように造られているのだろう。

　加えて、重力も無視されるこの城だと方向感覚も分からなくなる。東西南北だけでなく、上下左右まで把は握あくしなければならないのだから、自分の位置を調べるだけでも疲つかれるのだ。

　ただ一つ良い所があるとすれば、外観だ。悪魔は全すべてを破は壊かいする狼ろう藉ぜき者のイメージがあったのだけど、この城の装そう飾しよくはどれも美しい。床ゆかには必ず絨じゆう毯たんが敷しかれており、オリエントの柱もヒビ一つない。天てん井じようには至る所にシャンデリアが飾かざられており、まさに中世の城といった趣おもむきだ。

　そんな美しい城の中を、悪魔が徘はい徊かいしている光景はシュールである。

　だけど今は僕たちも悪魔だ。

「ヨォお前ら、見ない顔だな？」

　背後から声をかけられ、僕たちは立ち止まる。

　ガーゴイル型の悪魔が手を振っていた。

「あ、うん、ええと」

　悪魔を見ると、本能的に拒きよ否ひ反応が出てしまう。

　だけど今はバレてはいけない。

「何してるんだよ、こんな所で。小間使いか？　それとも戦士か？」

「そ、その……」

　何か言わなくては、と頭では理解しているものの、言葉に詰つまってしまう。

　悪魔と会話なんて、あまりした事がないのだ。

「なんだぁ、どうした？」

　そのガーゴイル型の後ろから、また別の悪魔がやってくる。巨大な体たい軀くを持つ人型の悪魔だ。

「いや、見ない顔のヤツらがいたもんでよ」

「あぁ？　なんだコイツら？」

　不ふ審しんな目で僕たちを見る悪魔二人。

　逃にげるべきか。

　戦っても勝ち目はない。あの悪魔がどれほどの強さなのか判別しにくいが、仮に勝ったとしても仲間が駆かけつけてくるだろう。

「しかも人獣型に女型に、キノコもいるぜ？　どういった組み合わせだぁ？」

　この編成は悪魔から見たら不思議なのだろうか。僕らには分からない法則性があるようだ。

　どうする。どうやって誤ご魔ま化かす。

　ただでさえ知らない人に話しかけるのは苦手なのに。

　ウチのクラスで、そういうのが得意な人っていたかな。

「あー、ちょうど良かった。俺たち道に迷ってたんだ」

　僕の前に躍おどり出て、気さくに話しかける人物が。

　ボブだ。

「なんかダチにいきなり連れてこられてよ。なんつーの？　戦い？　だかなんだかの準備をしろって言われてさぁ」

「おお、そうか。お前ら志願兵か」

「そういう扱あつかいになるの？　なんかそれ担当の上司っているわけ？」

「ああ、それならマンモン様の所に行けばいい。この道をまっすぐ行って、四十番目の角を左に曲がって、そっから二十四番目の執しつ務む室だ」

「おっ、助かったぜ。サンキュー！」

「気にすんな。もうすぐ戦争も始まるし、せいぜい生き残れよ」

　優やさしい言葉をかけて、悪魔は去っていく。

　こちらも元気に手を振って別れると、急に疲れた。

「ボブ、ありがとう！」

「すごいねぇボブ。悪魔とも気軽に話せるんだね」

　僕と雪伽が同時にボブの背中を叩く。

「いやー、まぁ、ビビッてたら情報収集もできねーし。俺だって怖こわかったんだぜ？」

「次もこの調子でよろしく！」

　渚もボブの背中を叩く。どの道、悪あく魔まから情報を集めないと目的の場所にすら行けない。

　カグラはアナベルの研究室にいるのだろうか。まずはそこを目指すべきだろう。

　ボブのおかげで緊きん張ちようも解ほぐれてきた。彼がああやって悪魔と話してくれなかったら、今ごろ殺されていたかもしれない。

「おっ、そこのお姉ちゃん可愛かわいいね！」

　上から声がかかった。

　顔を上に向けると、白くて透とう明めいな悪魔が降ってきた。あれは幽霊ゴースト族か。

「どう？　俺と遊ばない？　新しん鮮せんな生体エナジーあるんだけど」

「あはは、悪いけど急いでんのよ」

　今度は渚が応対するが、

「あぁん？　オメーみたいなブサイクに興味はねーよ」

「はぁ？　アンタ何言ってんの？　アタシがブサイク？」

　カチンときた渚が幽霊族に詰め寄る。

「うぜぇんだよブス。キモい顔近付けんな。そんな人間みたいな身体しやがって。俺が声かけてんのは、こっち」

　幽霊族の視線は、先ほどから柚子に釘くぎ付づけだった。

「エロい身体からだしてるじゃん。この傘かさとかたまんねぇ……！　胞ほう子しも超ちようイイニオイするし、マジでヤバいんですけど」

「……フッ。見る目があるようね」

　何な故ぜか偉えらそうな柚子。悪魔の好みは本当に分からない。

「……頭も良いと、なおグッド」

「お、おう！　俺、すげぇ頭いいぜ！　マジで！」

「……バルベル……様と、アナベル様はどちらに？」

「あん？　バルベル様、謁えつ見けんの間にいなかった？」

「……いなかった、と思う」

「そっかー。まぁあの方は忙いそがしいからな。今もまた日本侵しん攻こうの作戦考えてたりするんだろ？　大変だよなー」

「日本侵攻？」

　物ぶつ騒そうな単語に、僕は思わず聞き返してしまった。

「あん？　オメー知らねーのか？」

「そ、そうなんだ。よく知ってるね。僕たち下っ端ぱで、情報に疎うといから」

「やっぱり上級の悪魔は情報に強いんですねー」

「そ、そうか？　ま、まぁ、そうだよな」

　僕と雪伽がおだてると、幽霊型は気を良くしたようだ。

「つっても日本侵攻なんて十年前にやったばかりだろ。つい最近だぜ。ちょっとペース早いんじゃねーかって俺も思ってるよ。日本にはアイツがいるから、攻せめたくなるのも分かるけどさ」

「アイツ……」

「アイツっつったらアイツだろ」

「ああ、そうだよね、アイツがいるもんね」

　どうやら悪魔の間ではアイツとやらを知っているのは当然のような口ぶりだったので、ここは知っているフリをするしかない。

　けど、アイツって誰だろう。

　戦争を起こさなければならないほどの敵──人間なのか、悪魔なのか。

　もっと突つっ込んで聞きたいけど、ちょっとダメそうだ。

「……じゃあ、アナベル様はどちらに？」

「研究室じゃねーの？　別べつ棟むねだから、ちと遠いぜ」

　柚子が話題を変えてくれた。この幽霊型は柚子の言う事ならホイホイ答えてくれる。

「……そっか。ありがと」

「お前ら、アナベル様に用事なのか？　何しに行くんだ？」

「え、えっと、それは」

　咄とつ嗟さに言い訳が思い付かず、僕は思わずこう口にしてしまった。

「僕たち、アナベル様に呼ばれて──」

「呼ばれて……？」

　幽霊型の動きが止まった。

　周囲をキョロキョロ見回すと、ちょうど向こうから歩いてくる悪魔がいる。

「なぁ、あんた！」

「……む」

　呼ばれた悪魔は岩のような身体をしており、歩くたびにズシンズシンと音を立てている。

「どうした」

「コイツら怪あやしいぜ。変なこと口走ってやがる」

「!?」

　バレた？

　でも、どうして。

「この者らが、何と言ったのだ？」

「アナベル様に呼ばれたんだってよ」

　それを聞いた岩の悪魔、わずかに身体を震ふるわせて、

「はっはっは。これは面めん妖ような事を」

「だろ？　おかしいよな？」

　幽霊型もケラケラ笑っている。

「おい、何がおかしいんだよ！」

　ボブが怒ど鳴なると、幽霊型は笑ったままこう答えた。

「アナベル様が誰だれかを呼ぶなんて、ありえねぇんだよ！　あのお方はいつも自室に引きこもってて、バルベル様しか会話できないんだ！」

　しまった。

　バルベルの事ばかり調べていて、アナベルについてはほとんど知らなかったんだ。まさかここまで他者に関心がない悪魔だったとは。

「なぁお前ら。なんで噓うそついたんだ？」

　幽霊型が近付いてくる。その後ろで岩の悪魔がじっと待機している。

　今度は逃げられそうにない。

　戦うべきか。いや、ここで戦えば確実に死ぬ。

　なんとかしないと。天使を使って煙えん幕まくを出すか。それとも一時的に姿を消す天使を使えば──もっと怪しまれる。仲間を大勢呼ばれたら最後だ。

　どうする。

　ここから全員生きて離り脱だつする方法は──

「答えよ。何者だ」

　岩型悪魔が手を伸のばす。

　動作は緩かん慢まんだが、その手には魔力の塊かたまりが握にぎられていた。天使で測定しなくても分かる。あれは上級悪魔クラスの魔力だ。

　天使の鎧よろいを着ていない今、あれに触ふれただけで僕たちは死ぬだろう。

　そうなる前に、どうにかしないと。

　でも、どうやって？

「オメーら、なんとか言えよ！　アナベル様がなんだって!?」

「その通りだけど」

　突とつ然ぜんの声に、幽霊型と岩型が振ふり返る。

　声の主は彼らの後ろにいた。

「ア、　アナベル様……」

　悪魔的な美しさなのに、身に着けているのは白衣のみ。いや白衣の下にちゃんと着てるはずなんだけど、薄うすすぎて見えない。

　あの時と同じ、全すべてを見み透すかすような目をしている。

「彼らは私が呼んだの。文句ある？」

「ほ、本当ですかい……？」

　幽霊型は驚おどろき、唾つばを飲み込む。一言でも間ま違ちがえたら殺されると言わんばかりに震えながら、それでも言葉を続けた。

「あ、あのぅ……失礼ですが、どういうご関係で……？」

「彼らは──」

　アナベルは僕の目を見た。

「──彼らは、トモダチ」

　えっ？

　いつそんな関係になったのか尋たずねようとしたけど、今は黙だまるしかなかった。

「と、友達!?　そ、そうですか！　良かったですねぇ、アナベル様。お友達ができたんですねぇ。バルベル様もお喜びになりますよ！」

「……？」

　しかしアナベルは首を傾かしげる。幽霊型の祝福が理解できないようだ。

「そういう事でしたら、俺はこれで！」

　幽霊型は手を振ると、暗くら闇やみに溶とけ込むようにして消えていった。彼が呼びとめた岩型も目礼をすると、音を立てて歩き去っていく。

　岩型の足音が聞こえなくなった所で、アナベルが僕を見た。

「──人間さん。お話聞かせて」

　楽しそうな笑え顔がおだった。




　　　　＊




　相変わらずの、白い部屋。

「イスないの？」

　入るなり、渚が室内を見回す。研究室兼けんアナベルの私室のようだが、机と本ほん棚だなとベッドくらいしかない。ソファもなければイスもなかった。

「座りたかったら、そのへんに座って」

　アナベルはそう言いながらも空中にイスを出現させ、自分だけ座る。誰かをもてなすという行こう為いを知らないのだ。

　僕は座る事などできなかった。イスよりも興味のあるものが、この部屋にはあるから。

「ねぇ、なんで人間がこの城に来たの？」

　挨あい拶さつもそこそこにアナベルが尋ねる。

「前に来た時、死にかけてたじゃん？　それなのにもう一度来て、意味があるの？」

「──ある」

　僕はアナベルに答える。

「カグラを取り戻もどすって決めたんだ。だからここに来た」

「なんで？　アバドンは拒きよ絶ぜつしてたよ」

「それでも、僕らは家族だ！　家族を取り戻しに来て、何が悪いんだ！」

「……悪い？」

　アナベルが眉まゆをひそめる。

「家族って、そういうものなの？」

「えっ」

「死ぬかもしれないのに、助けに行くものなの？」

「……そりゃ、そうだよ」

　一いつ瞬しゆん、考えてしまった。

　やはりアナベルは愛情などの感情に関しては無知だ。

　というより興味がないのだろう。バルベルや世見さんの言う通り、悪あく魔まが欲望に忠実な生き物なのだとするなら、アナベルは研究に必要のない感情すらも排はい除じよしてしまったようだ。

「でも、ゲットとセッカ以外の人間は家族じゃないよね？」

「だけどカグラはダチだからな！　助けにいくさ！」

　ボブが親指を立てる。

「……ダチ？　トモダチの事？」

　それでもアナベルは首を傾げたまま。

「人間って、やっぱりよく分かんないなー」

　僕たちの言葉は理解していても、言っている事の意味が理解できていない。

「頼たのむアナベル。カグラに会わせてくれ」

　僕は頭を下げる。

「会わせてくれ？　返してくれ、じゃなくて？」

「今のまま返されても、きっとカグラは帰りたがらない。だからまずはカグラと話がしたいんだ」

「ふーん。いいよ。でも、私も一いつ緒しよにいるよ」

「構わない」

　僕が答えると、アナベルは手を挙げる。

　前と同じように壁かべが動き、現れたガラスの向こうにカグラがいた。

　ネコの姿に変わっている。一週間前にここに来た時は、真っ黒な球体だった。確か質量を保てないとか言ってた。

　それが今はケースの中で寝ね転ころがっている黒ネコになっている。

「……貴様ら！」

　僕たちに気づくと、カグラは跳はね起きて尻しつ尾ぽを逆立てる。

「何な故ぜ来た!?　しかも全員で！」

「カグラを取り戻しに来た」

「なにぃ……!?」

　僕が目的を告げると、カグラは激げき怒どして毛を逆立てる。そして僕らを一人一人眺ながめた後、ため息をついた。

「愚おろか者が。もう一度来れば吾わが輩はいが帰ると思ったか」

「逆に聞かせて。どうして帰らないの？」

「人間界に留とどまらざるを得ない理由がなくなった。今までの吾輩は貴様らの下手糞くそな召しよう喚かんのせいで、自由に動けなかったからな」

　カグラの肉体は天使と融ゆう合ごうしていたせいで、迂う闊かつに分ぶん離りできなかった。もしも強ごう引いんに身体からだを引き剝はがせば死ぬ恐おそれもあったという。しかしサージ＝ルークが分離させたせいでその心配もなくなった。

「契けい約やくも破は棄きだ。もう貴様が吾輩に関かかわる理由はない」

「勝手に決めるなっ！」

　僕は叫さけんだ。

「召喚したのは僕だ。その僕が契約を破棄していない以上、まだカグラは僕と雪伽の悪魔だ！」

「いいや、違ちがう。貴様らが契約したのはカグラという悪魔であって、吾輩ではない。別の肉体を持った吾輩は、もはやカグラではないのだ」

「別の肉体……？」

　そのネコの身体の事か。

　アナベルを見ると、彼女は頷うなずいて説明してくれた。

「アバドンを何かと融合させて肉体を持たせるっていう実験をずっとやってたの。この身体もそう。別の悪魔と融合させた、完成形に近い試作品」

「何と……融合したの？」

「具体的に説明して欲しいの？　百以上の悪魔と融合しているから、めっちゃ長くなるよ」

　一体だけではないのか。つまりカグラの身体の中には、無数の悪魔がいる。奈な落らくという名の通り、あらゆる悪魔を吞のみ込んでいるのか。

　召喚に応じなかったのは、そうやって融合をして魔力が変わったせいか。

　本当に別物なんだな。

　──少なくとも、身体は。

「分かったらとっとと帰れ。もう吾輩は貴様らに興味はない」

「カグラ！」

　僕とカグラを遮さえぎる窓ガラスを叩たたく。

　しかしカグラは僕らに背を向けて寝ころんでしまった。機き嫌げんの悪いネコのように、不ふ貞て腐くされて寝ているように見える。

「カグラ！」

　もう一度ガラスを叩くが、返事はない。

「ねぇ」

　さらに叩こうとする僕の手を、アナベルが摑つかんだ。

「どうして意味のない事するの？」

「意味のない……？」

「アバドンはあなたの事、嫌きらいなんでしょ？　前に来た時も同じだった。交こう渉しようする気もないようだし、これ以上時間をかけるのは無む駄だって感じするけど」

「そんな事ないっ！」

「どんな事？　時間の話？　アバドンがあなたの事を嫌いって話？」

「両方だよ！」

　そうだ。カグラが僕たちの事を嫌いなはずがない。

　だったら、あの時の晩ばん餐さんで出された料理はなんだ。僕と雪伽の好物ばかりだったじゃないか。

　本当に嫌いな相手だったら、この場で殺したっていいのに。

「どうして言いきれるの？　証しよう拠こもないのに」

「分かるよ。家族だから」

「家族……」

　アナベルはその言葉を繰くり返す。まるで今初めて聞いた単語のように。

「人間にとって優先順位がもっとも高いみたいだけどさ、そんなに大切なものなの？　家族とかトモダチって」

「大事だよ。アナベルにだって、バルベルっていう家族がいるだろう」

「……どうかなー」

　困った様な顔をして、目を伏ふせるアナベル。

「分かんないよ。兄様はゲットたちみたいに、私を助けたりしないし。悪魔と人間じゃ考え方が違うから。だから興味を持ったの」

　僕がカグラをどれだけ大事に思っているか知らない人から見たら、この潜せん入にゆうはとても滑こつ稽けいに見えただろう。死ぬ可能性が高いのに、わざわざ悪魔を助けに行くなんて。だからアナベルも、僕たちの行動原理を知りたかったのだ。

　でもそれは、アナベルが悪魔だからじゃない。

「悪魔とか人間とか、関係ないよ」

　雪伽の言葉に、僕も頷く。

「あのね、前に私たちと戦ったゼノンっていう悪魔は、お兄さんを殺された恨うらみがあったんだって。悪魔にだって、そういう気持ちはあるんだよ」

「……そっか」

　人間のそれとは根源が違うのかもしれないけど、同族を大切に想おもう気持ちは悪魔にだってある。利己的なのかもしれないけど、それは人間だってそうかもしれない。

「じゃあ、私だけ知らないのか」

　寂さびしそうに笑うアナベル。それは彼女の知識というか、パーソナリティの問題なんだと思う。

「ゲット達をここに連れてきたのは、それが知りたかったからなんだよ。ねぇ、トモダチってどういう事なの？」

「それは……」

「家族って何？　家族になると、どういうメリットがあるの？」

　いきなり尋たずねられても、答えられない。

　口で説明しようとしても、うまく言葉にならないんだ。家族や友人関係なんて人それぞれだし、一いち概がいに良い物だと断言もできない。

「家族は、とってもいいものだよ」

　しかし雪伽はきっぱりと答える。

　彼女にとって家族は僕だけだ。自分だけの目線で語るなら、僕だって家族は素す晴ばらしいものだと答えられる。

「それは、さっきからセッカがゲットの腕うでに抱だきついているのと関連性があるの？」

「もちろんだよ！」

　もはや雪伽が僕の腕をとるのは自然現象だ。気がついたら左腕にしがみついてるけど、彼女も無意識でやっているのだろう。

「ふーん」

　と、アナベルが僕の右腕に抱きつく。

「……こんな感じでいいんだっけ？」

「ちょっとアナベル！　にぃちゃんに抱きつかないでよ！」

「えー、これダメなの？　家族だけの愛情表現なの？」

「違うよ！　他ほかにも恋こい人びと同士でやったりするけど！」

「恋人と家族の親愛表現は同じなの？　興味深いね」

「いや、それはコイツらが特とく殊しゆなだけだと思うぞ……」

　雪伽とアナベルを引き剝がしながらツッコミを入れるボブ。

「うーん、なんだかますます分からなくなってきた」

　こっちは自然にやっている事なんだけど、アナベルにとっては未知の体験なのだ。

「理り屈くつで考えても分からないと思うな」

「えー、そんなはずはないよ。どんなものにも理屈はある。感情だってそう。行動には理由があって、それで何らかの得をするもんだよ」

　果たしてそうなのか。

　アナベルの言う通りだとしたら、僕がカグラを助けに来たのは不合理で意味のない、つまり無駄な行こう為いかもしれない。

　それでも僕はカグラを助けに行きたかった。

　家族だからとか、そういう理由は後付けだ。何よりも、カグラだから助けに行きたかったんだ。それは雪伽でもクラスＸの仲間でも同じだ。理屈を考えるより先に身体が動くだろう。

「それともアバドンの戦力が欲しいの？」

「……それも、あるよ」

「そう考えれば、まだ納なつ得とくがいくけど。でもダメだよ。アバドンの力は兄様が欲しがってるの」

　後ろを向いているカグラを遮るガラスに触ふれるアナベル。

　彼女がカグラに肉体を与あたえようとした理由はなんだろう。

「そういえば、バルベルは日本侵しん攻こうを企たくらんでるんだって？」

　銀河の言葉に、アナベルは頷く。

「兄様はそのためにアバドンが欲しいんだって」

「てことは、カグラがいないと勝てないような敵が相手なの？」

「そう」

　そんな悪あく魔ま、魔王クラスの悪魔しかいないじゃないか。

　日本侵攻って、つまりその魔王と戦おうとしているの？

　なら──

「……日本に魔王がいるの？」

　柚子の言葉に、全員がハッとなる。

　だとしたら十年前の第七セブンス・聖戦クルセードはどうなるんだ。まさかあれも魔王と戦おうとした結果だと言うのか。

　いったい、日本はどうなっているんだ。

　どうして退魔省は国民に知らせないんだ。

「……？」

　急に右半身が重くなった。

　見ればアナベルが抱きついているではないか。

「アナベル！　何やってんの！」

　僕ではなく雪伽が激げき怒どする。

「さっきより深く密着すれば、快感も強いのかと思って」

「快感って……！」

「あ、でも少し分かる気がする。人間の体温って温かくてリラックスする。このために人間は家族とかトモダチとかの関係を重要視するの？」

　僕に抱きついているアナベルは真しん剣けんに考えているが、さっきより顔が安らいでいるのが分かる。やっぱり彼女にもちゃんと感情はあるんだ。

「そこまで深く考えないってば」

　だけどやっぱり僕はアナベルを引き剝はがす。ここは雪伽の特等席だから。

「じゃあ、他にどんなメリットがあるの？」

「メリットかぁ……」

　反論しようとして、気づく。

「いや、アナベルの意見が正しいかもしれない。抱きつかれて気持ちいいって、結構重要な事かも」

「ちょっと、にぃちゃんまで！」

　雪伽が怒おこるけど、

「あ、でも、それなんとなく分かる。人間関係のメリットって、やっぱりリラックスだと思うな」

　銀河もそう答える。

「一いつ緒しよにいて楽しいとか、心が落ち着くって、すごく大事だよ。優やさしい人に触れたり、楽しい人と遊んだり、恋人と一緒に過ごしたり、そういう感情の動きは人間にとってすごく大切だよ。人間はストレスに弱いからね」

　銀河が語ると、医者の説明を受けているように感じられる。

　僕も銀河の意見に賛成だ。

「カグラを助けにきたのも、きっとそういう理由だ。僕が満足したいから。僕にとってそれだけの得があるんだ」

「そういうものなの？」

「むしろアナベルにはないの？」

　僕が尋ねると、アナベルは困ったように笑う。

「考えたことなかったな」

　それってストレス解消をしていない事になる。大だい丈じよう夫ぶなのか。

「アナベルには、大切な人はいないの？」

「……分かんない。兄様くらいしか話さないから。その兄様も用がないと話しかけてくれないし。きっと兄様も同じだと思う」

「そうかな？」

　先週、僕がバルベルに組み伏せられたのは、アナベルに近づいたからじゃないのか。妹を大切に思っているからこそ、バルベルは激怒したんじゃないか。

「アバドンはどうなの？　ゲットの傍そばにいて、得するの？」

　ガラスに向かって問いかけるアナベル。

「そんなもの、ないわ。吾わが輩はいにとって貴様らは害悪でしかないと言ったであろう」

　ぶっきらぼうに背中で答えるカグラ。

「じゃあ、バルベルはどうなの？」

　僕は問いかける。

「カグラはどうしてバルベルの城にいるの？　一緒に日本を侵しん略りやくするため？」

「…………」

　カグラは答えない。

「答えてよ！　カグラ！」

　怒いかりを込めて強く叫さけぶと、ようやくカグラが振ふり返った。

　また罵ば倒とうしたり軽けい蔑べつされるのかと思ったが、カグラは驚おどろいている。

「何をしているか月斗よ！　貴様、潜入しておいて大声を出すなど！」

「……あ」

　気づいた時には遅おそかった。

「アナベル様？　大きな声がしたのですが、何か問題がありましたか？」

　扉とびらにカギはかかっておらず、簡単に開いた。

　そして入ってきた悪魔は、僕たちを見て絶句する。

「お前たち……は……！」

　女性型悪魔。

　偶ぐう然ぜんなのか、それとも最初から見張っていたのか。

　青い肌はだをしたその悪魔を、僕たちは知っている。

　──ゼノン。

「まさか、そんな──人間が」

「違ちがうよ」

　アナベルが僕たちとゼノンの間に割り込む。

「彼らは私のトモダチ。邪じや魔まをしないで」

「し、しかし、人間です！　何な故ぜ、ここに──？」

　悪魔でも動どう揺ようするのか。本来いるべきではない場所に人間がいたのだから、ビックリもするだろうけど。

「なんだ、人間？」

「どうしました、ゼノン殿どの！」

　ゼノンの声に引き寄せられて、別の悪魔が集まってくる。

　──もう、隠かくし切れない。

　渚を見ると、すでにケータイを取り出していた。

「召喚コール！」

　魔界でもケータイは正常に動く。渚のケータイから飛び出した天使は、大きな直方体だった。その表面に直線の裂さけ目が生まれ、バラバラに分解されて再構築される。

　直方体だった天使は、一いつ瞬しゆんで木馬のような形になった。

　すぐに渚が飛び乗り、前ぜん傾けい姿勢になる。バイクの要領で乗っているのだ。なるほど、タイヤのないバイクに見える。浮ふ遊ゆうしているので路面の影えい響きようもない。

「逃にげるよ！」

　僕たちも渚が呼び出した天使に飛び乗る。六人全員が乗ってもバランスを崩くずさないのは、馬よりも高性能である。

　もう悪魔に偽ぎ装そうする必要はない。僕たちは人間の姿に戻もどり、一いつ斉せいに逃げ出した。

「逃がすな、殺せ！」

　ゼノンが叫んだ時には、すでに僕達は飛び出していた。ゼノンとその周囲の悪魔を薙なぎ倒たおしながら廊ろう下かに出て、一気にアクセルを開ける。人間どころか重機も余よ裕ゆうで通れる巨きよ大だいな廊下なので、すぐに最高速になる。

「しっかり摑つかまっててよ！」

　運転する渚が叫ぶと、声が後ろに流れていく。

　僕は馬天使のボディをしっかり摑みながら、ケータイを取り出した。

　さっきかかってきた大山さんの番号にかけてみるが、出ない。

　緊きん急きゆう脱だつ出しゆつの手はずは整っているんじゃなかったのか。

「ダメだよ。このあたりは魔力が充じゆう満まんしてるから、電波が届きにくいの」

　僕と雪伽の間から顔を出す少女。

「って、アナベル!?　なんでいるの!?」

「面おも白しろそうだったから」

　口元が笑っている。

　危険だろうが興味のあるものには捨て身で突つっ込んでいくんだな、この悪魔は。

「あ、ほら。前にいるよ」

　アナベルが指差している前方では、先回りしたのかゼノンと複数の悪魔が壁かべを作っていた。巨大な岩のような悪魔が物理的に封ふう鎖さしている。

「召喚コール！」

　先に召喚したのは、柚子。

　スライムのような粘ねん性せいのある液体がケータイから飛び出した。それは岩の悪魔の全身にべっとりと付着する。あれは悪魔の爪つめや剣けんなどをヌルヌルにして威い力りよくを下げるためのものだ。

　その粘液で濡ぬれた悪魔たちに、渚の馬天使が突っ込んだ。硬かたい岩でできた悪魔たちの間を、ツルリと滑すべるようにして通り抜ぬける。

「ナイス！」

「……いぇい」

　運転したまま、渚と柚子がハイタッチする。

　だけどそれで終わりじゃない。

「召喚コール！」

　雪伽が小しよう銃じゆうを召喚した。

　すり抜けた悪あく魔またちが、僕らに向かって光弾だんを撃うち始めた。数十はあろうかという光弾はたった一つでも当たったらアウトだが、雪伽は全すべての光弾を十秒以内に撃ち落とした。

　銃を召喚すると同時に、雪伽は天使の鎧よろいを身に着けている。彼女だけでなく、全員が装着していた。強力な天使の鎧は、露ろ出しゆつ度どは高いが命を助けてくれる。さらに神経に働きかけているのか、行動もしやすくなる。

「へー、人間もすごいね！」

　アナベルが興奮している。目に見えない感情より、こうしてハッキリ証明できる強さは理解しやすいのだろう。

「この鎧も手て触ざわりいいんだね」

　と、アナベルはまた僕に抱だきつく。

「こら、そこ！」

　すかさず指し摘てきする雪伽に、アナベルは微笑ほほえんだ。

　もしかして彼女、分かっててやってるのかな。

「逃がすな！」

　ゼノンの声が廊下に轟とどろいた。

　その声からも逃げるように、地面スレスレを浮遊しながら馬天使が角を曲がる。今通ってきた廊下よりもさらに大きく、天てん井じようが見えない。

　そこに騒さわぎを聞きつけた悪魔が殺さつ到とうしてきた。

　目に入ったのは、果ての見えない廊下に聳そびえ立つ巨きよ人じんの悪魔。身長二十メートル以上ある巨人が二体、道を塞ふさいでいる。さらにその巨人には劣おとるものの五メートルほどの悪魔が十体以上。人間サイズの悪魔は、さらにその数倍。

　勝てるわけがない。まともにやりあったら、一秒も耐たえられないだろう。

「ねぇねぇ、どうするの？　どうやって逃げるの？」

「緊きん張ちよう感かんねぇな！　こっちは死ぬかもしれねーんだよ！」

　ワクワクしながら尋たずねるアナベルに、ボブが怒ど鳴なる。

　でも、アナベルの言葉も無視できない。

　このままじゃ逃げ切れない。かといって、戦う事もできない。

　少なくとも今の天使だけじゃ無理だ。サージ＝ルークにも通用しない天使で、あの悪魔の群れに傷をつけられるとは思えない。

「カグラがいれば……」

　あの時の憑ひよう依い。

　もう一度、あれができればまだ戦せん況きようは変わらない。僕がここに留とどまって戦っている間に、全員を逃がす事くらいならできるのに。

「お願いだアナベル。カグラを解放してくれ」

「え……」

「カグラなら、この状じよう況きようをなんとかできるんだ」

「やだ」

　即そく答とうされた。

「頼たのむよ！　僕にはカグラが必要なんだ！」

「ゲット、さっき言ってたよね。アバドンがいるとリラックスして得があるって。それは私も一いつ緒しよ。アバドンの研究をしてると心が安らぐの。知らなかった事実がいっぱい分かると、すごく嬉うれしいの」

　利己的な欲望だ、と否定するなんてできない。

　僕もアナベルも、カグラを必要としているのだ。互たがいの欲望がぶつかるからこそ人は争い、話し合う。

「……それに、ゲット達もいなくなって欲しくない。こんなに人間と話したの初めてだけど、すごく楽しかった。アバドンを戻したら、それもなくなっちゃうんでしょ？」

　そうだ。カグラさえ取り戻せれば、もうこんな城には用はない。すぐにでも人間界へ帰るつもりだ。

　でもアナベルの目は、まるで捨てられた子こ猫ねこのように潤うるんでいる。

　悪魔とは思えないほど弱々しい視線が刺ささる。

　──こんな悪魔も、いるんだ。

「月斗くん！　どうする!?」

　空中で馬天使を停止させたまま、渚が怒鳴る。

　すぐに決断しないと、悪魔の攻こう撃げきが来る。

　でも、カグラがいないと何もできない。

「……？」

　逡しゆん巡じゆんする僕の耳に、小さな音が入り込む。

　小さいが不快な音だ。甲かん高だかくて不規則な──

　これは、虫の羽音だ。

　周囲を見ると、小さな虫が何匹びきか飛んでいた。

　こんな魔界にも虫なんているのか。

　いや──待てよ。

　この虫は違う。

　その正体に気づいた時には、すでに遅おそかった。

　数匹しかいなかった虫は、その数を増やしていく。百、いや千を超こえる羽音が一いつ箇か所しよに集まり、黒い雲のような形状になる。虫の大合唱は徐じよ々じよに小さくなり、同時に黒い雲だったものが晴れていく。

「招待状もなしに、よく来たね」

　虫の大群だったものは、やがて一人の悪魔になった。

　蠅はえの王、ベルゼブブ。

　空中に立っているその男は、アナベルにそっくりな笑えみを浮うかべている。

「バルベル……！」

「知っているよ。人間の遊びだろう？」

　彼は手のひらを僕達に向けた。

「確か──そう。鬼おにごっこというやつだ。捕つかまえて殺せばいいんだったね」

　上級悪魔をいとも簡単に潰つぶした衝しよう撃げき波はが放たれる。

　次の瞬間、僕達を乗せた馬天使は粉々に吹ふき飛んだ。







　風圧と衝撃。

　死んだ、と思った。

　吹き飛ばされながら、僕はケータイに手を伸のばす。ほとんど無意識だった。

「召喚コール！」

　すぐに飛行モジュール型天使が召喚され、僕の背中に装着される。あらかじめキーを押すだけで召喚できるようにしておいて良かった。頭に着けたバランサーが姿勢を整えてくれるだけでなく、自分がどういう体勢でどの方向を向いているのか瞬時に理解できるようになる。

　空中で身体からだを制せい御ぎよしたつもりだが、できたのは防御だけだった。僕の身体は城の壁に強く打ち付けられただけでなく、そのまま壁を破は壊かいして別の部屋に転がった。

「ぐっ……！」

　召喚できる天使の中では最高の鎧を着ているのに、全身が痛い。

　仲間は無事かと周囲を見る。

　身体を起こそうとして、手が草に触ふれた。

「!?」

　屋外──いや、中庭だ。

　そう思ったのは、僕の前に巨きよ大だいな噴ふん水すいがあったから。その周囲には池があり、奥には森が見える。果てしない森の左右には城の壁があり、蔦つたが絡からみ付いていた。

　空がある。

　真夜中に侵しん入にゆうしたはずなのに、頭上には青空が広がっていた。魔界では昼だったのか。いや、城の外がい壁へきから見た空は完全な闇やみだった。

「うっ……」

　すぐ近くにいたのは雪伽。僕と同じように倒たおれているが、命に別状はなさそうだ。

　そうだ、僕らは生きている。

　どうして？

　爵しやく位い持ちの悪魔を吹き飛ばし、上級悪魔なんて粉々にしてしまえるバルベルの攻撃をくらって、なんで生きてるんだ。

　天使の鎧が高性能だったからじゃない。

　理由は一つ、バルベルが手加減したからだ。

「警告したつもりだったんだけどな」

　破壊された壁かべの向こうから、羽音を立ててバルベルが飛んでくる。

「いくらゲットでも、僕の城で好き勝手させるわけにはいかない。それがアバドンに関かかわる事なら、なおさらだ」

「君は……！」

「殺さない。君も、その友達もね。アバドンとの約束だから」

　バルベルの手に再び光が宿る。

　すぐに僕は飛び起き、倒れている雪伽の身体を摑つかんだ。飛行モジュールの出力を最大にして、その場から離り脱だつする。

　飛んで逃にげる僕の後ろから、強い力を感じる。そう思った次の瞬しゆん間かん、僕の頰ほおを紫むらさき色いろの光線が掠かすめていった。

「わっ！」

　その衝撃だけで、僕の身体は回転して落ちていく。せめて摑んでいる雪伽だけは離はなさないように強く抱だきしめる。

「召喚コール！」

　空中で回転する僕の身体が止まった。

　雪伽が飛行モジュールを呼び出し、僕の代わりに姿勢制御してくれたのだ。雪伽に感謝したいが、不利な状況は変わらない。

「殺さないが、苦痛は受けてもらう」

　背後にバルベルがいた。

「絶望し、もう二度と僕達に関わろうとしないように心を折らせてもらう。虫けらのように這はいつくばって、痛みに泣き出し、失禁してもなお続けられる魔ま界かいの責め苦をフルコースで振ふる舞まおう」

「ふざけるなっ！」

　そう言われて、はいそうですかと承しよう諾だくできる者はいない。

　だけど、抵てい抗こうする手段なんてない。

　今の僕にできるのは、この場にいる全員を連れて逃げだす事のみ。

「召喚コール！」

　素す早ばやく呼び出したのは、ピンポン球ほどの天使。

　それを全力でバルベルに投げた。バルベルは避よけるどころか受けようともしない。僕のどんな攻撃でもダメージを与あたえられないからだ。

　そんな事、僕だって分かってる。

　僕が投げた小さなボールは、バルベルの手前で破は裂れつする。

　強きよう烈れつなフラッシュを伴ともなって。

「うっ!?」

　投げた瞬間から、僕は背中を向けて逃げ出していた。攻撃は効かないけど、視力がある以上、目くらましなら通用するだろう。別に妨ぼう害がい用の天使は柚子だけが使えるわけじゃない。

　たった一瞬しか効かないかもしれない。でも、それで充じゆう分ぶんだ。

「雪伽！　すぐにみんなを助けて逃げて！」

「うん！」

　誰だれを助けるか、などと相談はしない。双ふた子ごだからお互いの言いたい事は分かっている。僕は雪伽と離れると、小さく見える魔力の光に向かって全力で飛ぶ。

　中庭に生えている大きな木の下で、銀河とアナベルがボブを治ち療りようしていた。

「みんな大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あ、ゲットだ！」

　最初に僕を見つけたアナベルが、嬉しそうに笑う。

「ボブはどう？」

「平気。治療は終わったから、すぐに逃げられるよ」

「おう、心配かけたな」

　むくりと起き上がるボブは、全身血まみれだ。きっとみんなをかばって攻撃を食らったのだろう。

「もうすぐバルベルが来る。急いで避ひ難なんして。大山さんと連れん絡らくをとれたら、すぐに離脱するんだ」

　僕は指示を出すと、また空を飛ぶ。

「ゲットはみんなと一緒に行かないの？」

　全速力で飛ぶ僕の後ろから、アナベルがついてきた。大して力も入れていないのに、あっさり僕の最高速度についてくる。

「君こそ、バルベルにやられてケガしなかったの？」

「ゲットは変な事訊きくんだね。あんなので私がやられるわけないじゃん。これでも男だん爵しやくなんですけど」

　そうだったのか。てっきり魔王の妹だから魔王かと思ったんだけど。階級は世せ襲しゆう制じゃないんだな。

　アナベルはバルベルと違ちがって、戦せん闘とう能力はないはずだ。だからさっき、バルベルは僕達に手加減したのだろうか。

　兄妹きようだいの情は、確かにあるんだ。

　ただアナベルがそれを感じ取れないだけで。

「わざと仲間から離れたのか、ゲット？」

　逃げているはずなのに、バルベルが前方にいた。

　この程度の速度、あっさり先回りできてしまうのだろう。

「そうだ。仲間は傷つけさせない。君は僕だけ見ていればいい」

「命を懸かけた友情だね。嫌きらいじゃないよ」

　バルベルが笑う。

　前にフードコートで見せたような、無む邪じや気きな笑顔だ。

「アナベル。ゲットから離れろ。君まで巻き込んでしまう」

「やだ」

　アナベルが僕の腕うでにしがみつく。

「ゲットが死んだら面おも白しろくないもの」

「殺さない。そういう約束だから」

「それでもダメ。私、まだゲットの事を知りたい」

「……そうか。なら、仕方ない」

　バルベルの目が光る。

　すると僕ではなく、周囲が破壊された。

　中庭の左右に見える城じよう壁へきにヒビが入り、粉々に砕くだけ散った。さらに塔とうのような建物も砕け、僕に向かって降り注いでくる。

　瓦が礫れきで潰そうというのか。

「くっ！」

　僕は飛行モジュールで飛ぶ。

　だけど城の瓦礫は莫ばく大だいな量だった。なにしろ果てが見えない廊ろう下かを持つ城だ。壁といっても文字通り山ほどの大きさがある。それが砕け、一いつ斉せいに降り注いだのだ。

「召喚コール！」

　鎧よろいだけじゃダメだ。

　巨大な盾たてを召喚し、アナベルを抱き寄せる。

　そして上から降ってくる数十トンの瓦礫を受け止め──

「ぐぅぅぅぅぅっ！」

　潰つぶされる。

　天使の力を借りても、この質量は支えきれない。

　僕は盾を構えながら瓦礫に向かって突とつ撃げきする。魔力を帯びた盾が光り、瓦礫を砕く。家を丸ごと一いつ軒けん切り取ったような岩の落下に対し、僕は正面から上方に突つっ込んだ。

「うおおおおおおおおおっ！」

　盾が岩を砕く。

　真っ二つに裂さけた瓦礫を越こえると、次の瓦礫が来る。僕は空中でそれらの瓦礫を避け、打ち砕き、足場にして逃げる。

　十秒は耐たえられた。

　けど、それ以上は魔力が続かない。

「くっ……！」

　それでも降り続ける城の破は片へん。

　万ばん事じ休す──

　そう思った直後、上方で巨きよ大だいな爆ばく発はつが起きた。

「!?」

　降って来る瓦礫が爆発していた。細かく飛び散った破片が盾に当たるが、巨大な岩などは全すべて砕けてなくなっていた。

　物理的な攻こう撃げきでは、これほど綺き麗れいに岩が消しよう滅めつしたりしない。

　では、誰が？

「にぃちゃん！」

　中庭の芝しば生ふに立っている雪伽。

　彼女が持っている──いや、装着しているのは巨大な大たい砲ほう。全身鎧の延長で、丸太ほどもあるカノン砲が合計四基、雪伽の身体からだから生えていた。

「ありがとう、雪伽！」

　僕は空から手を振ふる。

「それはいいから、アナベル！　にぃちゃんから離れて！」

「やだ！」

　子供のように舌を出すアナベル。

「強いなセッカ。守るのはゲットの方が得意だけど、攻撃のセンスはセッカの方が上なんだね」
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　バルベルは笑い、そして指先を地上に向ける。雪伽を狙ねらっているのか。

「やめろっ！」

　雪伽を守るために、全速力で地上に降りる。

　だが、バルベルの方が速かった。

「フフ」

　バルベルの指から照射される、四本の光線。

　それが雪伽のカノン砲を全て破は壊かいした。

「雪伽！」

　しかし雪伽は動じない。慌あわてずに次の武器を取り出す。

　今度はライフル。

「バルベル。にぃちゃんをいじめないで」

　ライフルの照準をバルベルに合わせ、雪伽は呟つぶやいた。

　まさかバルベルを撃うつつもりなのか。

　無理だ。どんな攻撃でも魔王には当てられない。

「やめろ雪伽！」

　このままだと、雪伽が攻撃される。殺しはしないと言ったが、雪伽には傷一つつけさせないって誓ちかったんだ。

「僕と撃ち合い？　ハハッ、セッカはゲットより好戦的だねぇ」

　笑いながらバルベルは指をピストルのように構え、雪伽を狙う。

　またあの紫むらさき色いろの光が、バルベルの人差し指に集中する。

　あの指先から光線が発射されたら、雪伽は間ま違ちがいなく撃たれる。

　が、結果は僕の予想を裏切った。

「ぐっ！」

　バルベルが爆発したのだ。

　光線を撃とうと構えた指が。

「ぐああああああっ！」

　煙けむりを上げて顔を押さえるバルベル。苦く悶もんの表情で、少しずつ高度を下げている。飛んでいられないほどの苦痛だったのか。

「うわっ、すごい！」

　アナベルが口元を押さえている。

「セッカ、兄様の指先を狙って撃ったの？」

「あの一いつ瞬しゆんで!?」

　雪伽とバルベルの距きよ離りは、百メートルほど。

　バルベルは上空でフラフラと浮ふ遊ゆうしている上、指を向けたのも僅わずかな時間だ。それなのに雪伽は指先を狙って狙そ撃げきしたのか。

　確かに雪伽の弾だん丸がん自体は効かないだろうけど、バルベルの光線なら効く。魔ま王おうクラスの光線で自じ爆ばくさせられれば、魔王にだって傷をつけられる。

　技術の前に、度胸に驚おどろいた。

　ほんの一瞬でも遅おくれたらどうなっていたか。殺さないとバルベルは言ったが、狙いが外れれば死ぬかもしれなかったのだ。

　雪伽は昔からそうだ。

　思い込んだら、一直線。だから目標から一瞬も目を逸そらさずに狙撃ができる。

　それは相手が魔王でも変わらなかっただけだ。

「どうして、恐おそれないの？」

　僕にしがみついたまま、アナベルが問う。

「兄様の怒いかりに少しでも触ふれれば死ぬのに、どうして逃にげないの？　セッカもそうだけど、ゲットだって！」

「そりゃ、決まってるよ」

　僕は同じ答えを言うだけ。

「大切な人だから、守りたいって思うんだ」

「……分からない」

　俯うつむくアナベル。

「でも、分かりたいって思う。前よりもずっと」

　僕の腕から離はなれて、アナベルは両手を広げる。

　彼女の魔力が両手の間に集まり、黒い塊かたまりが生まれた。それは徐じよ々じよに大きさを増していき、ボールくらいのサイズになる。

「アナベル！　何をしている!?」

　顔を押さえたままこちらを見るバルベル。

「ごめんね兄様。私、もっと知りたいの。アバドンの事も、ゲットの事も」

「裏切るのか、アナベル!?」

　バルベルの絶ぜつ叫きようにアナベルが一瞬震ふるえるが、

「私は、私の得になる事をするだけ」

　黒い円の向こう側には何も見えない。だけどこれはよく知っている。バルベルの城から追い出された時に通されたゲートだ。

　どこへ繫つながっているのか、尋たずねなくても分かる。

　あともう少し待てば、僕が入れる大きさになるのだが──

「待てっ！」

　バルベルが指先を僕──いや、アナベルに向ける。

　光線を撃つつもりか。

　が、雪伽の銃じゆう口こうが狙っているので光線は撃てない。

「行かせないぞ、ゲット！」

　代わりにバルベルは手を広げて念を込める。すると近くの巨大な瓦が礫れきが持ち上がり、僕達へ向かって飛来した。

「にぃちゃん！」

　雪伽が瓦礫を撃つが、半分に割れただけだ。もう半分の、二メートルほどの瓦礫はまっすぐにこちらに飛んでくる。

「アナベル！」

　反射的に出した盾たてで、アナベルを庇かばう。もはや盾の動きは身体に染しみついており、思考することなく動くことができた。

　だけど瓦礫は僕の盾には当たらない。

　僕達を大きく外れて飛んでいき、城じよう壁へきを破壊していた。

「兄様……」

　しかし怯おびえたアナベルの手から、ゲートが広がらない。

「大だい丈じよう夫ぶ。バルベルは君に当てるつもりなんかないよ」

　実の妹を攻撃するもんか。

　ただの脅おどしだ。

　けどアナベルにとっては怖こわいだろう。

　だから僕が守るんだ。

「もう一度、お願い」

「うん」

　アナベルが僕に触れる。

「あ──」

　僕の胸に触れたアナベルが、顔を上げた。

「なんだか、いつもと違ちがう。すごく怖かったのに、ゲットの胸に触れると温かくて、安心する。これがトモダチのメリット？」

「そう……かもね」

「すごく気持ちいい。このままでいい？」

「うん」

　片手で僕の胸に触れたまま、アナベルはゲートを広げる。

　それまで僕が守り抜ぬくんだ。

「やめろ！　今度は当てるぞ！」

　バルベルが再度攻こう撃げきしようと、手を伸のばす。また瓦礫を飛ばそうと言うのか。

　が、空中にいたバルベルの足に何かが巻き付いた。

　ロープだ。

「!?」

　バルベルと僕が下を見る。

　瞬間、バルベルが勢いよく真下に引っ張られた。

「っせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇいっ！」

　地上でロープを思い切り引っ張っているのは、渚。

　両りよう腕うでが真っ黒に染まっている。あれは悪あく魔まのハーフである渚が本気を出した時に現れる印だ。悪魔の力を全すべて出し切って引っ張ったロープは、バルベルの身体からだを地面に叩たたき付けるのに十分な力を得ていた。

　バルベルが用心していれば、足を少し上げるだけで、逆に渚が持ち上がっただろう。しかし僕とアナベルの行動に焦あせっており、かつ人間などまるで戦力に数えていなかったバルベルにとって、渚の一撃は青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「っしゃ！　ナイス柚子！」

　渚と柚子がハイタッチしている。という事は、あのロープは柚子が出したのか。天使のロープは簡単には切れない。

「人間……！」

　バルベルが立ち上がる。

　怒りのこもった視線を浴びつつ、それでも渚は叫さけんだ。

「行って、月斗くん！　ここはアタシ達に任せて！」

「渚！」

　無理だ──と言おうとした。

　けど、違う。

「頼たのむ！　少しだけ──少しだけ時間を稼かせいで！」

「おっけー！」

　返事をした渚の側には、柚子もボブも銀河もいる。

　アナベルがゲートを開くまで、みんなに任せよう。きっとなんとかしてくれる。

「人間！　邪じや魔まをすると──！」

　バルベルが指先を向ける。

　光線を撃うとうと光を溜ためた瞬間、

「ぐぁっ！」

　また指が爆ばく発はつした。渚達の背後には、雪伽がいる。ライフルを構えたまま、ずっとバルベルが光線を撃つのを待ち構えていたのだ。

　これではバルベルも迂う闊かつに攻撃できない。

「撃たせないよ、一発も！」

「雪伽……！」

　彼女のやっている事は、防ぼう御ぎよだ。

　僕の盾のように攻撃を受け止めるのではなく、相手に攻撃をさせないための射撃だ。バルベルは雪伽の行動に注意しなければならないので、必然的に戦力を削そぐ形になる。

　もっとも高い攻撃力を持つ雪伽が、防御に回る。

　これが雪伽の強さ。なんて美しいんだ。

　僕の妹はやはり最高だ。

　そして、その間に──

「ぬおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　ボブがバルベルに組み付いた。

「何をする人間！　邪魔だ！」

「おうよ、邪魔してんだよ！」

「僕にしがみついて、どうするつもりだ？　セッカは例外だが、天使の攻撃なぞ、僕には効かないぞ」

「それはどうかな？」

　ボブは手のひらをバルベルの顔面に押しつける。

「おおおおおおおおおおおぉぉぉぉっ！」

　気合と共に、バルベルの顔面に流し込まれるボブの魔力。

「これなら魔王にだって通じるだろ！　あの上級悪魔も言ってたしなぁ！」

　そう、ボブは相手に直接魔力を移せるのだ。どんな強きよう靱じんな鎧よろいだろうと関係なく悪魔にダメージが与あたえられる。

　でもこの方法は大量の魔力が必要になる。
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　魔ま王おうを倒たおせるだけの魔力なんて、ボブにはないはずだ。

「行くよ！」

　ボブの背中に、天使が刺ささっている。羽根の様に小さな天使だ。

　あれは銀河の天使か。あの羽根の様なものでボブの魔力を増ぞう幅ふくしているようだ。

「うっ……！」

　銀河が膝ひざをつく。

　もしかして、あの羽根型天使は銀河の魔力を分け与えるものなのか。

　そして銀河の魔力を受け取ったボブも、自分の持てる力を全て流し込む気なのだ。

「早く……しろよ……！」

「ボブ！」

　勝つ気なんてないんだ。

　文字通り、時間稼ぎをしてくれている。

　僕の下腹部に焦しよう燥そう感かんが溜まる。

　急がないと──

「アナベル、まだ!?」

「……できたよ」

　振ふり向くと、黒いゲートは僕が入れる大きさになっていた。

　この中に入れば──

「ゲット」

　ゲートを作ったアナベルは、もう一度僕の腕うでにしがみつく。

「アバドンに会わせてあげる。その代わり、人間の事もっと教えて」

「ありがとう、アナベル」

　僕はアナベルの身体を引き剝はがす。寂さびしそうな顔をするが、

「違うよアナベル。友達の挨あい拶さつは、こう」

　優やさしく彼女の手を握にぎった。

「そっか。トモダチはこうするんだ」

「うん」

　僕が笑うと、アナベルも笑う。

　手をそっと離はなすと、僕は下を見た。

　クラスＸのみんなが戦っている。

　だけど、そこに行ってはいけない。

　今、僕がやらなきゃならない事を思い出す。

「……っ！」

　僕は彼女が作ったゲートに飛び込んだ。

「やめろっ！」

　背後からバルベルの声が聞こえる。

　だけど、僕にとってはそれどころじゃない。

　このゲートの向こうで待っているもの以外に用はないんだ。







「……三度目か」

「うん」

「しつこいな貴様も」

「それはカグラも知ってるでしょ」

　白いアナベルの研究室。

　僕とカグラの二人きりだ。

　ガラスで隔へだてられた僕達は、互たがいに見つめ合う。

「何度来ても同じだ。吾わが輩はいは貴様など知らぬ」

「でも、僕もカグラを知らない」

「……？」

　カグラが顔を上げる。

「聞かせて。僕が知らない事、全部。それで納なつ得とくしたら、僕も諦あきらめる」

「……フン」

　僕の意思が伝わったのだろう。カグラがため息をつく。ここで拒きよ絶ぜつしても僕が諦めないと理解してくれたのだ。

「人間界にいた時の吾輩は忌いま々いましい天使と融ゆう合ごうしていたせいで、記き憶おくがあやふやだった。そのせいで貴様らとつるむハメになった」

「今はどうなの？」

「記憶はほぼ戻もどった。アナベルが吾輩に肉体を提供してくれたからだ。この身体からだはすこぶるいい。前よりもずっと動きやすい」

「その身体で、どうするの？」

「戦う。それがバルベルの望みだ」

　まるでバルベルの配下になったような言い草じゃないか。

「月斗よ、勘かん違ちがいするな。吾輩はバルベルに脅おどされたわけではない。あ奴やつとはもともと交流があった。破は天てん荒こうで乱暴だが、吾輩とは長い付き合いだ」

「けど、今までバルベルの配下の悪魔に襲おそわれてたよね」

「それは個人的な理由だ。おそらく十年前、吾輩がバルベルに牙きばを剝むいた事を根に持っているのだろう。当のバルベルは恨うらんでなどおらぬ」

「十年前の事、カグラは気にしてないの？」

「仕方がない。天あま人とと地ち鶴づるとの契けい約やくがあったからな」

　僕の父さんと母さん。

　その頃ころ、カグラはバルベルの味方というわけではなかった。流る浪ろうの魔王と呼ばれている通り、どこにも属さずに旅をしていたのだろう。

「吾輩、友情というものなど信じなかった。あの二人に会うまでは。だからこそ、バルベルに引け目を感じていたのかもしれぬ」

「カグラ……」

　第七セブンス・聖戦クルセードで、両親とカグラがどんな関係だったかは知らない。でも今こうしてカグラが僕と接している態度からは、悪魔と人間を超こえた別の何かを感じている。

「最初に戻るぞ、月斗。吾輩がここにいるのは自分の意思だ。バルベルのために、吾輩が戦わなくてはならない」

「戦うって、人間と──？」

「場合によっては」

「なんでだよ！」

　ガラスを叩たたく。

　カグラはそれでも動じず、僕を見る。

「今まで僕達と戦ってきたのに、どうしてバルベルと!?」

「必要だと吾輩が判断したからだ」

「必要って、バルベルだって強いじゃないか！　何と戦っているのか知らないけど、カグラが手伝わなくても、きっとバルベルは勝つよ！」

「……それでも吾輩が手伝えば、戦いは早く終わるだろうが！」

　僕の物言いにいい加減イラついたのか、カグラも声を荒あららげる。

「早く終わらせて、どんなメリットがあるって言うのさ！」

「ここまで言っても分からんのか、バカ者が！」

「分からないよ！」

　ガラス越ごしに睨にらみ合う僕ら。

　お互い呼吸も荒く、顔も赤い。きっとガラスがなければ摑つかみかかっているだろう。

　僕には分からない。カグラはそこまで戦争がしたいのか。

　その先に、何があるって言うんだ──

「人間界を巻き込む戦いなのだぞ──！」

　魔王クラスの敵が相手かもしれない。そういう推論だった。日本にいるかもしれない魔王との戦いが始まれば、きっと僕らにも被ひ害がいが出る。

　もしかしたらカグラとも戦うかもしれない。

　でも、




「貴様らを巻き込みたくないからに、決まっているだろうが……！」




　──カグラ。

　絞しぼり出すようなカグラの声は、僕の身体を震ふるわせる。

「速そつ攻こうでカタをつければ、人間界への被害は最小で済むだろうが！　貴様らを魔王同士の戦いに組み込めば、確実に死ぬのだぞ！」

　そうか。

　カグラはカグラなりに、僕達の事を心配してくれていたんだ。

　記憶が戻ったカグラには、きっとこれから起きる事も分かっているんだろう。バルベルの手伝いをする事が最善の策だと思ったわけだ。

　震えるほど、嬉うれしい。

　やっぱりカグラは昔のままだった。

　だから──

「召喚コール」

　僕はケータイから天使を呼び出す。

　三日月型の天使を拳こぶしに装着し、強く握り締しめる。

「うおおおおおおおおおっ！」

　強く打ち付けた拳が、僕とカグラを隔てるガラスを粉々に破は壊かいした。飛び散る破は片へんを踏ふみにじり、僕はカグラの身体を摑む。

「ふざけるなっ！」

　肺に残っている空気を全すべて吐はき出す勢いで、僕は叫さけぶ。

「僕達が心配なら、どうして言わないんだ！　何も伝えないまま、何も分からないまま拒絶するなよ！　僕や雪伽やクラスＸのみんながどれだけカグラに会いたかったか分かってるのか！」

「月斗……！」

「そりゃ僕なんて魔ま王おうのカグラから見たら弱い人間だ！　けど相談くらいしてくれたっていいだろ！」

　棚たなに上げている自覚はあった。

　魔界に来る前、雪伽に怒ど鳴なられたっけ。

　あの時の雪伽の気持ちがようやく分かった。

　大切な人に信しん頼らいされていないのは、とても苦しい。

　好きだから、その人の役に立ちたいから、その人に笑って欲しいから、どんな辛つらい事でもやれるんだ。

「さっき、僕達を巻き込むって言ったよね。てことは、これからの戦いは絶対に人間が関かかわる事になる。そんな状じよう況きようでカグラがいないなんて、嫌いやだ」

「だが吾輩がいれば、貴様らは最前線に立たされるのだぞ！」

「それがなんだよ！」

　今までだって最前線に立ってきた。上級悪魔とだってやり合って来た。

　さらには魔王だって。

「カグラがいれば、どんな困難だって乗り越こえられる！」

「……強気だな、月斗」

　僕に摑まれたカグラは、前足で僕の手に触ふれる。

　手を離はなすと、その前足で僕の手を蹴けり、頭の上に乗った。いつもと同じ体重の黒ネコの身体から、少しだけ魔力を感じる。

「だが、ダメだ。吾輩はバルベルとの約束がある。月斗のもとへ行けば道理に反する」

「うん。友達との約束だもんね」

　悪魔は契約に厳しいと聞く。

　カグラがここに残ろうとするのも、人間界で僕達と一いつ緒しよにいたのも、そのせいだ。

「だけど聞いたよ。悪魔っていうのは、欲望に忠実なんだって。契約だろうと友情だろうと、それを上回るメリットがあるなら悪魔は寝ね返がえるんだ」

「……ほう？」

　カグラの耳が動いた。

「貴様は吾輩がバルベルを裏切る事に対してメリットがあると言いたいのか？」

「うん」

「言ってみろ。くだらない理由なら、この場で貴様を三枚におろしてやる」

　カグラのつぶらな瞳ひとみが僕を見る。

　まるで僕からの正しい答えを待っているようだ。

　だからそれに応こたえるために、僕は告げた。




「──僕は、君を止められる」




　カグラの瞳どう孔こうが細くなる。

「欲望のままに生きるカグラを、僕と雪伽で止めてみせる。そうすればもっと上手に君の力を使える。悪魔の力と人間の理性が合わされば、バルベルと組むよりも強力になれるんだ」

　悪魔使いが強い理由は、それだ。

　欲望を制せい御ぎよする事で、力の方向を決められる。無軌き道どうな力よりも一点に集中させた方が強いに決まっている。

　それはカグラにとって充じゆう分ぶんすぎるメリットなはずだ。

「もう一度言うよ。カグラと一緒なら、どんな困難だって乗り越えられる」

　欲望を制御したから、今の人間がある。

　完全に禁きん欲よくするんじゃなくて、使いどころを間ま違ちがえなかっただけだ。そのおかげで人間は悪魔に抵てい抗こうできるほど発展できたんだ。

「だから、僕はカグラを盗ぬすみに来た」

　悪魔使いとして。

　あるべき悪魔を、あるべき場所に戻もどすために。

「まったく、貴様という奴は──」

　カグラは僕の頭から背中の方へ飛び降りる。

　振ふり向くと、カグラが立っていた。

　ネコの姿ではなく、人間の少女の姿で。

「だがそのセリフは、この姿で言われたいぞ」

「そっか」

　ゴスロリの少女の手をとり、僕はもう一度告げる。

「カグラ。僕に盗まれてくれ。ずっと一緒にいて欲しい」

「フッ……フフフフフフフ」

　するとカグラはクスクスと笑ったかと思うと、いきなり僕の手を引き寄せ、胸に飛びこんでくる。

　ぎゅっと抱だきしめられた僕の耳に口元を寄せ、カグラはこう囁ささやくのだった。




「──このアクマめ」
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　カグラを抱きしめたまま、僕も微笑ほほえむ。

「覚かく悟ごしろ月斗よ。貴様は吾わが輩はいを止めるつもりだろうが、むしろ止まらなくなる欲望もあるのだぞ？」

　不敵に笑って舌をペロリと出すカグラ。

　その時、強い振しん動どうが起きた。

「!?」

　アナベルの部屋の床ゆかに黒いゲートが発生し、そこから亀き裂れつが生まれた。ゲートが発生した衝しよう撃げきで床が割れているのだ。

　そんなに強い魔力でゲートを生み出す存在がいるとすれば──

「アバドン……！　ゲット！」

　床からせり上がってくるように出現したのは、バルベルだった。

　怒いかりに満ちた顔で僕を睨む。

　彼がここにいるという事は、雪伽達はどうしたんだ。

「……強い人間だったよ。あのＸエクＸソｉシｓスｔト部隊とかいうのにも引けを取らなかった。安心しろ。殺してはいない」

　それを聞いて安心した。

　魔王は約束は守る男のようだ。

「ゲットのもとへ帰るつもりか、アバドン」

「そうする事にした。許せ、バルベル」

「許すものか……！　君がいなければ、僕の戦いはどうなる？」

「ああ、その事なんだがな、バルベル」

　カグラは僕から離れ、上うわ目め遣づかいでバルベルを見る。小こ馬ば鹿かにするような態度は、もういつものカグラのままだ。

「月斗達がなんとかしてくれるそうだ。どうせそのうち目的は同じになるから、都合が良いだろう」

「ゲットが、僕の味方になると言うのか──？」

「違ちがうなバルベル。貴様が我々の味方になるのだ」

　この不ふ遜そんな態度。

　これこそが魔王アバドンであり、僕達のカグラだ。

「クッ……ククク」

　そんなカグラの態度がおかしいのか、バルベルも笑う。

「魔王の僕らと対等に？　できるわけがない」

「決め付けてくれるなよ、バルベル。人間のポテンシャルというものは、貴様が思っているより遥はるかに高いのだ」

「なら、それを証明してくれよ」

　バルベルの目が光る。攻こう撃げきの合図だ。

　さらに手にも魔力が集まってくる。

　背中には虫の羽が生え、甲かん高だかい音を立てる。

「だ、そうだぞ。月斗」

「ここで僕に振るの!?」

　無茶振りにも程ほどがある。

　だけど、もとより覚悟はしていた。

「──カグラ。僕に力を」

「よかろう！」

　カグラの身体からだが黒い霧きりに変わる。

　今まではカグラから黒い霧が発生して、僕の武器に変化していた。だけど今はカグラの身体全すべてが僕の身体に纏まとわりつく。

　黒い魔ま力りよくが全身に集まるのを感じる。

　力強くて、だけど懐なつかしい。

　そうだ、これだ。

　あの時、サージ＝ルークを倒たおした時に流れ込んできた力と同じだ。

　視界だけでなく、意識も真っ暗になる。

　奈な落らくの底へ落ちていく。

「フハハハハハハハハハハ！　こうなったら、もう止められないぞ月斗よ！　その険しい道、吾輩の力で摑つかみ取ってみせろ！」

「止まるつもりなんて、最初からないよ！」

　黒い霧が晴れる。

　それと同時に、僕は全ての魔力を解放する。

　白い部屋の全てが黒く染まり、そして大爆ばく発はつを起こした。
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　激しい爆発が、全てを吹ふき飛ばした。

　解放された魔力と、それに対たい抗こうするための魔力がぶつかり合い、アナベルの部屋だけでなく周囲を丸ごと吹き飛ばしたのである。

　壁かべも床も消しよう滅めつし、何もない空間に僕の身体が浮うかぶ。

　そう、何もない。

　人間界であれば、建物が壊こわされたら空中に投げ出されるだろう。地面と空の中間であり、重力法則に従って落下している。

　だけどここは魔界だ。消滅した壁や床の向こう側には、何も存在していない。あるのは真っ暗な無だけだ。先ほどの中庭で見えていた空も、全て幻げん影えいに過ぎない。空までもが装そう飾しよくの一部だったのだ。

　無の中で、僕は生きている。

　カグラの鎧よろいのおかげだ。

　全身を黒く染める鎧は、天使の鎧と同じくらい薄うす手での服に見える。だけど爪つま先さきから手の指先まで覆おおわれている装そう甲こうは、どの部位も硬かたいのに動きやすい。硬いだけでなく、動きも機き敏びんになり、知覚まで鋭えい敏びんになっている。

　飛行機能も優すぐれている。宙に浮いているのに、まるで地面のように歩ける。もちろん高速で飛び回る事もできる。

　これが全力のカグラ。

　今なら誰だれにも負ける気がしない。

　その上、理性を保っていられる。

『月げつ斗と、ゲートを開くぞ。雪せつ伽か達を救い出せ』

　どこかから声がする。

　鎧そのもの──カグラだ。

「お願い」

　僕が頼たのむと、目の前に黒い円が現れた。アナベルが出したのと同じゲートだ。鎧の姿になっても、カグラはゲートを開けるのか。

　そのゲートに飛び込むと、またさっきの中庭に出た。

　数分も経たっていないのに、ずいぶん様変わりしていた。草木は焼やけ焦こげ、柵さくや噴ふん水すいなどは残らず破は壊かいされてしまっている。バルベルが暴れたせいだろう。

「雪伽達は……？」

　周囲を見回すが、生きている人間が見えない。むしろそこかしこにケガをして苦しんでいる悪魔の姿が見える。

　バルベルが破壊した建物の中に入っていた悪魔だろう。悪魔は殺すべき敵だけど、バルベルのとばっちりでやられてしまっては、さすがに気の毒に思えた。

「殺していないと言っただろう」

　空を飛ぶ僕の背後にゲートが生まれ、そこからバルベルが飛び出してきた。

「人間にここまで傷つけられたのは初めてだ。アバドン、そしてゲット。僕の気持ちなどおかまいなしに、勝手な事ばかり！」

『悪いなバルベル。貴様が嫌きらいになったわけではないのだ』

　鎧から声がする。

「じゃあ、なんで僕から離はなれるんだ、アバドン！」

　悲痛なバルベルの問いに、カグラはあっけらかんと答えた。




『吾わが輩はいを飼い慣らそうという面おも白しろい人間がいたからだ』




　カグラを制せい御ぎよするのが僕の役目だ。

　そしてそんな僕らを助けるのがカグラの仕事。同じような価値観のベルゼブブと一いつ緒しよにいては見られない光景を見せてあげられる自信がある。

「このっ……！」

　バルベルの手が突つき出される。

　今までのお遊びとは違う、丸太のように太い紫むらさき色いろの光線が無数に放たれた。あの光線は少しでも掠かすると天使の鎧でも防ぎきれないほど強力なものだ。

　だが、カグラの鎧なら。

「はぁぁっ！」

　僕の左ひだり腕うでに生まれた盾たてが、光線を飲み込む。いくつもの光線が盾に吸い込まれ、そして消えていく。

　盾の中で、何かを飲み込む音が聞こえた。

　バルベルの魔力が僕に入り込んでくるのを感じる。

　燃料が身体の中で燃えているような感覚だ。

　熱い。

　これが悪魔の力。

『今だ、ぶちかませ月斗！』

「うあああああああああっ！」

　僕は盾を持っていない右手を突き出す。

　バルベルが放ったのと同じ、紫色の光線が発射された。巨きよ大だいな一筋の光線がバルベルの正面から当たり、吹き飛ばす感覚を得る。光線なのに、直接殴なぐったような確かな手て応ごたえだった。

　爆発が生じ、バルベルが吹き飛ぶ。

　が、空中で姿勢を整えたバルベルはさらに強い魔力を集めた。

「さすがだなぁ、アバドン！」

　笑っている。

　彼の笑え顔がおを無数の虫たちが覆い隠かくした。黒い雲のような虫の大群がバルベルの全身を覆い、そして付着する。パーカーにジーンズだったバルベルは、暗い銀色に輝かがやく鎧に身を包んでいた。

　オーラの量が違ちがう。

　目に見える魔力はほとんどないが、彼の鎧の中にとんでもない量の魔力が凝ぎよう縮しゆくされているのが感じ取れた。カグラの鎧を着ると、そこまで理解できる。魔力まで感知しやすくなっているんだ。

「……十年前も、こうして直接殴り合えば、まだ分かり合えたかな？」

『どうかな』

　鎧の中でカグラが皮肉っぽく笑う。

　この鎧も、カグラの全力だ。

　お互たがい最大の力で決着をつけようと言うのか。

「行くよアバドン、ゲット」

　バルベルの正面に虫の霧が発生し、それが消えると剣けんがそこにあった。彼はそれを摑むと、猛もうスピードで突とつ進しんしてくる。

「ぐぅっ！」

　あれで斬きられたら、カグラの鎧でも壊れる。それが理解できる。

　僕は空中で方向を変え、バルベルの剣を避よけようとする。

『逃にげるな月斗！　もう今からでは遅おそい！』

「そうか──」

　バルベルが本気を出した今、鬼おにごっこは終わりだ。

　ならば、こっちから食くらいついてやるまで。

「はぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　バルベルの素す早ばやい刺し突とつを盾で受ける。

　空中にいるので、衝しよう撃げきで僕の身体は後ろに吹き飛ばされる。それでもカグラの鎧のおかげで無傷だった。

　さらに──

「くっ！」

　僕の盾がバルベルの剣を奪うばっていた。

　盾に刺ささった剣は、そのまま飲み込まれていく。ごくん、と盾が嚥えん下かすると、身体に魔力が満ちあふれる。

　この盾は、どんなものでも食べるのか。

　そして食べたものは僕の魔力になる。今までは左手の盾だけで魔力を循じゆん環かんさせていたけど、今度はきちんと魔力を食べて栄養にしている。

　まさに貪どん欲よくなアバドンの盾。

　しかも胃い袋ぶくろに限界を感じない。

　これなら、バルベルそのものも食べられるんじゃないだろうか。

「相変わらず食欲が旺おう盛せいだなぁ、アバドン」

　剣を奪われたバルベルは、さらにもう二振ふりの剣を出す。両手に剣を構えると、それを打ち合わせる。剣と剣の間に強い魔ま力りよくの衝撃が生まれ、付近の空気が震ふるえた。

「だからこそ、僕は君が欲しい」

『無む駄だだ。そもそも吾輩がいなくとも、貴様ならやれるだろう』

「いいや、敵は強大だ。君の力がないと僕でも勝てるかどうか分からない」

　会話をしながらも、バルベルは突とつ撃げきしてくる。

　二振りの剣を盾で受けようとするが、さすがに一度剣を食われて学習したのか、バルベルは盾を持っていない僕の右側に回ろうとする。

　鎧を狙ねらって突き出された剣を避けるため、僕は右手から光線を放つ。

「くっ！」

　バルベルが光線を避けるのと同時に、僕の身体からだは光線の反動で後ろに下がる。

　まだ空中の戦いには慣れない。

　対してバルベルは魔界の空軍を支配するとまで言われている。つまり空中戦でバルベルに勝つためには、今のままじゃいけないって事だ。

　力はほぼ互ご角かくと思っていい。バルベルの魔力なら食べられると思う。

　だけどそう簡単に食べさせてはくれない。そこに驕おごりを感じたら、確実に殺される。バルベルは魔王なんだから、戦い方も上手なはず。

「バルベル！　どうしてそんなにカグラが必要なんだ!?」

「アバドンの身体も力も欲しいからだ！　君と一緒だ！」

「そんなにまでして戦わなくちゃいけない相手って、何だよ！」

「ゲット！　これは君達人間の未来にも関かかわるんだぞ！」

「人間の──？」

「そうだ！」

　追撃するバルベル。

　振ふり下ろした右手の剣を、僕の盾が食らう。

「わっ！」

　が、剣で強く叩たたかれた僕の身体は、反動で上から下に叩き落とされた。姿勢を制御しようとするが、うまくいかない。

　バルベルは最初から僕を落とすつもりで、強力な一撃を振り下ろしたのだ。

　そう感じた時には、僕の身体は地面に激げき突とつする。巨大なクレーターが生じ、付近の樹木や花が根こそぎ吹ふき飛んでしまった。

　鎧よろいのおかげでダメージはなかったけど、立てるようになるまで数秒の時間が必要だ。

　そしてバルベルには、その数秒の時間も必要ない。

　クレーターの中央で寝ねている僕の喉のど元もとに、もう一振りの剣が突きつけられる。

　片方の剣を捨て、もう片方の剣で追い詰つめられた。

「来きたるべき戦いに向けて、僕は力が必要なんだ。日本を巻き込む形になるが、そうしないと人間界は全すべて支配されてしまう」

「人間界を、支配？」

　それはバルベルがやっていた事じゃないのか。

　違うとするならば、誰だれがどうやって支配しようとしているんだ。

「そうだ。そうなる前にアバドンと協力して戦わなければ──」

　バルベルの唇くちびるが苦々しく歪ゆがむ。

　僕に剣を向けたまま、彼はこう言ったんだ。




「──ルシファーは殺せない」




　それが、敵の名前。

　日本に潜ひそんでいるという魔王の名前なのか。

　文ぶん献けんに記き載さいされている名前だが、実際に人間界を襲おそったという話は聞かない。というか魔王クラスの悪魔が人間界に来れば、確実に有名になる。

　第七セブンス・聖戦クルセードは、文字通り七回目の戦いだ。つまりそれまでにも、魔王クラスの悪魔が人間界へ侵しん攻こうしたわけだ。その中にルシファーの名はなかった。

　だけど、その名前は魔王として残っている。

　だとするなら、ルシファーはいつ日本に来たのだろう。それだけ強大な魔王が人間界に来たのだとしたら、退魔省が黙だまっていないのに。

「このままだと、日本はルシファーの思うがままだ。日本人は全て奴やつの奴ど隷れいになる。そんな未来になってもいいのか」

『いいわけがないが、貴様にやらせると全て破は壊かいしてしまうからな』

　鎧のカグラが語る。

「他ほかの魔王も日本を狙っているさ。それぞれの思おも惑わくはあるだろうが、少なくとも僕は人間を洗脳したり皆みな殺ごろしにするつもりはない」

　日本を狙っている魔王はバルベルだけじゃないのか？

　他の魔王も来るのだとしたら、いったい日本はどうなってしまうのか。

「どうして魔王は日本を……？」

「それはゲットの知るところではない。だがルシファーは魔王の中でももっとも人間を支配するのに向いている。脅きよう威いになる前に叩いておきたいのさ」

『その後で貴様が人間を支配すると言うのか？　バカバカしい』

　カグラが鼻で笑っている間に、僕は鎧の魔力を発動させる。

　このカグラの鎧であれば、盾たてじゃなくても魔力は食べられるんだ。

　そう、敵と離はなれていても──

「なっ!?」

　バルベルがバランスを崩くずして身体を傾かたむける。

　彼の右足が地面に沈しずんでいた。

　食ったのだ。僕の影かげが。

　奈な落らくに引きずり込むように、バルベルの足をしゃぶる。バルベルが動どう揺ようしている間に、僕はカグラの鎧から魔力を噴ふん射しやし、その場を離り脱だつした。影がバルベルから離れると、足も元通りになる。

「くっ──！」

　それでも追撃しようとバルベルが剣を出現させる。

　僕も盾を構え、バルベルを迎むかえ撃うつ。

「ゲット！　君ならルシファーを、他の魔王をどうにかできると言うのか!?」

　剣と盾がぶつかった。

　衝撃で離れながら、またぶつかる。剣を食べる間もなく、バルベルは次の攻こう撃げきを繰くり出す。

「分からないよ！　けど、どうにかしてみせる！　人間界は僕達のものだ！　魔王同士の戦いになんて巻き込ませない！」

「弱い人間に、何ができるんだ！」

「何でもできるっ！」

　剣を食べ、魔力を充じゆう塡てんさせる。

　その魔力を放つ前に、バルベルは次の剣を出してくる。底なしの魔力に辟へき易えきするが、こちらも攻撃を当てられないので消しよう耗もう戦になる。

「人間は──その気になれば、悪魔だって変えられるんだ！」

　盾でバルベルを殴なぐった。地上なら足で踏ふん張れる。バルベルは少しもダメージを受けていないのに、苦しそうな表情だ。

「アバドンを変えたから何だって言うんだ！　その程度じゃ、何も変わらない！」

「カグラだけじゃないっ！」

　僕が攻撃を止めると、バルベルも止めた。

　二人とも気づいていた。

　僕らを見つめる、別の視線に。

「……やめて」

　城の中庭に散乱している瓦が礫れきの上に、アナベル達がいた。

　雪伽とクラスＸの仲間たちもいる。バルベルの言葉通り、全員が傷ついて倒たおれていた。起き上がれないくらい重傷だけど、命に別状はなさそうだ。

「……やめて、ゲット」

　アナベルは、僕の仲間に細剣けんを向けていた。

「にぃちゃん！」

　剣で脅おどされた雪伽が叫さけぶが、僕はそっと手で制する。

　アナベルには少しの魔力も感じられない。本当に戦いが苦手な悪魔なんだ。

　その彼女が僕を脅きよう迫はくするという事は、何を意味するか。

「アナベル、どうして脅すの？」

「……それは」

「答えて。誰のために脅すの？」

「分からない。でも、兄様が傷ついた所、初めて見たの。そしたら何とかしなきゃって思って、それで──」

「うん」

　脅迫されているのに、自然と笑えみが零こぼれた。

「だったら君はもう、分かってるよ。その気持ちを大切にして」

「……そうなの？」

「大切な人を想おもう気持ちは、考えたり理解したりするものじゃないよ。気がついたら、そうなってるんだ」

「そう──」

　アナベルは自分の剣を見つめたまま動かない。このまま僕が光線などを撃てば、簡単にアナベルを攻撃できる。剣を狙ってもいい。

　でも、そうする必要はない。

「アナベル」

　僕ではなく、バルベルが手を伸のばす。

「ありがとう。君の気持ちは嬉うれしい。ていうか、初めてだよ。君がこんな風に僕を助けようとしたの」

「……うん」

「だけど、それは必要ない。僕はゲットに勝つ。むしろそのせいでアナベルを危険な目に遭あわせたくはない」

　まるで僕が雪伽に言うようなセリフだ。

　それを聞いて、アナベルは静かに剣を下ろす。剣は小さく輝かがやくと、消しよう滅めつした。

　アナベルが脅迫をやめても、雪伽達は動かない。まるで最初から彼女に敵意がない事を知っているかのようだ。

「君のせいだ」

　バルベルは、僕に言った。

「君が来たせいで、アバドンとアナベルが変わった」

「招待したのは、君だよ」

「ああ──その事を後こう悔かいしているわけじゃないよ」

　もう一度剣を出現させ、構える。

　僕も盾を構え、剣に備えた。

　戦いは続く。どちらかが倒れるまで。

　カグラを奪うばうためでも、悪あく魔まを殺すためでもない。

　生きて人間界に帰り、ルシファーを倒さなくてはならない。バルベルなど必要ない、人間の力のみで戦える事を証明する、僕自身のための戦いだ。

「よしっ……！」

　僕は右手に集中し、今まで食べた魔力を練る。魔法なんて概がい念ねんでしか知らなかったのに、カグラの鎧を着ると自然に光線が出せる。

　まるで自分が悪魔になったような気分だ。

　悪魔使いとしては最高の状態だ。

　バルベルが剣を振ふり上げたのを見て、僕は手を突つき出す。

　剣が速いか、光線が速いか。

　右手に全ての魔力を集め、放つ。

　最大威い力りよくを、惜おしみなく撃ち出した。バルベルから食った魔力の全てを込めれば、どんな強力な魔王だって殺せる。

　だけど──

「ここだっ！」

　しまった。

　バルベルは僕の光線を狙ねらっていたんだ。

　紫むらさき色いろの光線が届く前に、バルベルは剣を振り下ろす。

　あの剣は光線すら斬きる事ができるのか。

　そして光線を退けた後、僕を斬るつもりだ。

　再充塡はできない。

　ならばあの剣をもう一度食うか──

　僕が思考したその一いつ瞬しゆん、




　バルベルの胸に、剣が刺ささっていた。




　白い輝きを放つ、長い剣だった。

「かっ──！」

　振り下ろそうとしたバルベルの剣が止まる。

　その次に僕が放った紫色の光線は、彼の脇わきにそれた。

　光線は当たらなかったのに、バルベルは苦しんでいる。あの長い剣にそれほどの威力があるのか。

「がぁぁぁっ……！」

　背中から胸にかけて刺さった剣を引き抜ぬき、捨てる。引き抜くまでは普ふ通つうの剣だと思っていたが、その長さはまるで槍やりのようだ。五メートルはある長大な剣。

　あの白さ──天使か。

　僕は振り向いて、雪伽達を見た。全員生きてはいるが、重傷だ。

　彼らが天使を召しよう喚かんしたわけじゃないだろう。クラスＸの中で剣が得意な人間はいない。いや、それよりもあの天使に含ふくまれる魔力はケタ違ちがいだ。

　魔王を刺し貫つらぬく事ができる剣なんて、誰だれでも使えるわけじゃない。

「ま、まさか……『ウリエル』が、こんな所に……！」

　苦く悶もんの表情を浮うかべるバルベル。

　あの剣はウリエルという天使なのか。

　誰が──放ったんだ。

「フ、フフフフフ……そうか。そういうつもりか。アイツらしいな」

　胸から黒い霧きりを噴ふん出しゆつさせているバルベルは、それでも倒れなかった。その傷口から無数の虫が湧わき、散らばってゆく。

「兄様！」

　アナベルが駆かけだした。

「来るな、アナベル！」

「でも！」

「まだ終わっていない！　僕は立っているし、ゲットも立っている！」

　彼の言う通りだ。

　ウリエルとかいう天使に刺されても、バルベルはまだ倒れていない。ここで僕が哀あわれんで戦いを止めたら、侮ぶ辱じよく以外の何でもない。

　だというのに、

『おやおやバルベルよ、胸が涼すずしそうだな。そんな風通しで吾わが輩はいに勝てるのか？』

「カグラ！」

　それでも挑ちよう発はつするカグラに、思わず怒ど鳴なる僕。

「フッ……心配しなくても、まだ戦えるさ」

　バルベルにはそれが挑発ではなく、心配と受け取れるらしい。

　いや、間ま違ちがっていない。カグラがこんな事を言うのは、バルベルに本調子を出させるためだ。

　好敵手として認めているからこそ、挑発する。全力で叩たたくために。

　それに胸に傷を受けたとして、バルベルの力が強大なのは変わっていない。攻こう撃げきが当たれば僕なんか消し炭になるだろう。そこは前と同じ。

　ただバルベルも弱っている。カグラの鎧よろいに宿った魔力を全すべて出し切れば、倒せるかもしれない。

　どちらも一撃。

　ルールは明快だ。

　左手を確かめる。

　盾たてはまだある。頑がん丈じようなカグラの盾だ。

　右手の光線──撃うてるかな。そもそも僕、光線なんて撃つの慣れてないんだけど。だけど僕に残された武器は、これしかない。

「勝負だ、人間」

「行くよ、魔王」

　バルベルが動いた。

　剣を僕に投げつける。それを盾で防ぐと、もう一つの剣も僕の盾に当たる。武器を両方　捨てて、バルベルは肉にく弾だんで突っ込んでくる。

　盾で受けた剣を食べると、僕の右手にさらに魔力が集まる。

　光線が撃てそうだ。これならバルベルも仕留められる。

「ガァァァァアアアアッ！」
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　バルベルは自らの爪つめで僕の盾を刺した。

　この盾は全てを喰くらい尽つくす。それなのに自分から盾に突っ込むなんて。

「ぐっ……！」

　けど、動けない。盾に爪が刺さっているせいで、バルベルにもぎとられそうだ。バルベルの魔力を吸うが、その前に殺される。なぜならバルベルのもう片方の手は僕の顔を狙っている。

「ゲットォォォォォォォッ!!」

　手が光った。

　その瞬間、僕は全ての武装を解除する。

　盾も、鎧も、全てが消失した。

　あるのは花村月斗という人間のみ。

「フハハハハハハハハハッ！」

「なっ!?」

　同時に、全ての魔力を吸ったカグラがバルベルの背後にいた。

　僕は戦士であると同時に、悪魔使いだ。

　だからこういう戦い方もできる。

「僕は盾だ。君の攻撃は僕が全て引き受ける」

　武装解除して無防備になろうとも、敵は僕を見ていなければならない。そういう風に戦うのが、僕のスタイル。

　そして──

「料理をするのは、吾輩だぁっ！」

　空中で背後に宙返りするカグラの尻しつ尾ぽは、鋭えい利りな刃は物ものの様に変化していた。長いムチのようにしなる刃やいばが、バルベルの股またの下から頭の上まで通り抜ける。

「ア……バドン……！」

　バルベルの身体からだが割れた。

　真っ二つになりながらも、バルベルは背後のカグラを見た。

　カグラに向かって手を伸ばす。

　攻撃しようとしたのか、それとも捕つかまえようとしたのか。

　が、カグラにバルベルの手が触ふれる事はなかった。

　バルベルの身体は、中庭の地面に倒たおれる。

「フ、フフフフ……なるほど……」

　倒れたまま、彼は笑っていた。

「二人で一つ……こういう戦い方も……あるんだね……」

「兄様っ！」

　決着がついたと悟さとり、もう一度アナベルが駆け込んでくる。

「今、助けるからねっ！」

　アナベルの手に魔ま力りよくの輝かがやきが生まれ、真っ二つになったバルベルに触れる。バルベルの周囲に薄うすく光るフィールドが発生し、その中に虫が集まっていった。するとどうだろう、天使に刺されてカグラに斬られた身体が復元していくではないか。

「あぁ……アナベル」

　倒れたバルベルの手が伸のびる。

　アナベルはその手をしっかりと握にぎり、抱だき寄せる。

「助かったよ。アナベルがいなければ死んでいた」

「うん……なんだか、私の方も助かった気がするの」

「そうか」

　真っ二つになっていたバルベルの身体は、瞬またたく間に元通りになった。しかしダメージは蓄ちく積せきしているのか、起き上がろうとしない。

「……っ！」

　それを見ていた僕の身体に、急に重みが加わった。

　アドレナリンが切れたのだろう。カグラの鎧によって保たれていた僕のスタミナや筋力が元に戻もどったため、どっと疲つかれが出たのである。

「バルベル。まだやるか？」

　ネコになったカグラが、バルベルの側で座る。

「……いや、もういい。状じよう況きようが変わった」

「そうか」

　倒れたままのバルベル。

　僕は彼に近づき、カグラを拾い上げた。

「バルベル。僕はカグラと一いつ緒しよに、人間界を救う」

「……人類の代表としてかい？」

「いいや。僕にできる範はん囲いでやるだけさ。僕は悪魔使いだ。救世主にはなれない」

　とことん利己的に戦うのが悪魔使いのスタイルだと言うなら、それは当てはまっている。僕は雪伽とクラスＸの仲間が笑って暮らせるなら、どんな手段も使う。

　人類の平和も大切だけど、まずは身近な人だけだ。

「家族と友達のために、僕は戦う。ルシファーだろうと、他ほかの魔ま王おうだろうと」

「──その中に、アナベルは入っているのかい？」

　バルベルの治ち療りようをしていたアナベルは、恥はずかしそうに俯うつむいている。

「君も入ってるよ、バルベル」

「僕も？」

「カグラの友達なんだろ。だったら僕の友達だ」

「ゲット。君は恐おそろしい事をサラリと言うね」

　悪魔は敵だ。

　バルベルなど、僕の両親の仇かたきでもある。

　だけど僕は彼を素す直なおに憎にくむ事はできなかった。

　カグラとの約束を守って僕や仲間を殺そうとはしなかったし、そもそもカグラを捕とらえた理由だってルシファーと戦うために戦力が必要だったから。

　彼の行動には理由がある。純然たる悪意ではない、何かの必要に駆られた行動だ。

　その理由の中には、第七セブンス・聖戦クルセードを引き起こした原因も含ふくまれているはず。

　全てを解明するまで、僕にはバルベルを恨うらむ事はできない。

　むしろ、恨むべきは他にいるかもしれないのだ。

　だから、バルベルはトモダチになれる。

　今はまだ。

「なら、トモダチとして忠告させてもらう。ゲット、ルシファーに気をつけるんだ。あいつは君たちの中に入り込んでいる。寄生虫のように中から人間を食い殺すつもりなんだ。いいか、内側に気をつけろ」

「……ありがとう」

　倒れたバルベルとアナベルに背を向け、僕は仲間のもとへ歩く。

「にぃちゃん！」

　雪伽が立ち上がり、こちらへ走ってきた。ボロボロの鎧のまま、僕に抱だきついてくる。

　そして僕が持っていたカグラも抱きしめ、

「おかえり、カグラ！　会いたかった！」

「雪伽よ、しばらく見ない間に強くなったな。射しや撃げき技術が格段に上がっていたぞ」

「カグラを助けるためだもん！」

　涙なみだを流して喜ぶ雪伽。

「おお、カグラ！」

「カグラさん！」

　その後ろからボブや銀ぎん河が、そして渚なぎさと柚ゆ子ずもやってくる。雪伽のように鎧は砕くだけているが、全員無事だ。きっと銀河が治してくれたのだろう。

「ったく、バカネコのくせにしぶとく生き存ながらえて」

　憎まれ口を叩く渚だが、表情は嬉うれしそうだ。

「そう言う貴様もネコのコスプレを楽しんでいたように見えたが？」

「なっ……！　アンタ、どこで見てたの!?」

「この狭せまい城で起きた事こと柄がらなど、大悪魔の吾わが輩はいにかかれば簡単に見通せるわ！　フハハハハハ！」

　カグラの高笑いすら懐なつかしく感じる。

　帰ってきた、っていう実感があった。

　けど、ここはまだバルベルの城。

「みんな、人間界に帰ろう」

「おー！」

　僕が提案すると、みんな頷うなずく。

　ケータイを取り出して大おお山やまさんにかけると、今度は簡単に繫つながった。

『月斗くんか？　こちらでも君達の魔力を確かく認にんした。そちらはどうなっている？』

「……それは」

　倒れたバルベルを見る。

「後で話します」

『そうか。作戦は成功したようだな。無事で何よりだ』

「大山さん。そちらから転送できますか？」

『問題ない。世せ見みるがゲートを開くから、そこへ入ってくれ』

「分かりました」

　程ほどなくして、渚の身体が光った。彼女を通して世見さんがゲートを開くようだ。僕とカグラの契けい約やくより、親子である渚と世見さんの方が魔力的な結束が強いようだ。

　やがて渚の身体から小さな黒い輪が生み出される。あれがゲートか。

「大山さん」

　僕はケータイに話しかける。

『ゲートは発生したか？　ならばすぐに離り脱だつしろ』

「一つ、聞かせてください」

『……何だ？』

「退魔省って、悪魔の事ならなんでも知ってるんですよね」

『全すべてというわけにはいかない。分からない事を知るために働いている機関だと言っておこう』

「例えば、日本に侵しん入にゆうした強大な悪魔の情報なら、退魔省ならすぐ調べますよね」

『──何の話だ？』

「ルシファーの事、知っていたんじゃないですか？」

　返事はなかった。

　それが肯こう定ていの証しよう拠こになる。

　日本に魔王が来ていたのに、マスコミもまるで知らない。ネットの口コミですら片へん鱗りんも見せなかった。

　退魔省がルシファーの侵入に気づかなかった、なんて話があるものか。仮にも日本最大の降こう霊れい士集団の中で、誰だれ一人魔王に気づかないわけがない。

　知っていて、隠いん蔽ぺいしたのだ。

　何な故ぜか。

　──その方が退魔省にとって得があるからだ。

　僕は知らなければならない。

　退魔省とルシファーの関係を。

「おーい、月斗！　行こうぜ！」

　ボブが呼んでる。黒いゲートの前で、みんなが待っていた。

『……月斗くん』

　重苦しい大山さんの声。

『君が魔界で何を知ったのかは分からない。だが退魔省は敵ではない。それだけは信じて欲しい』

「──はい」

　通話を切ると、僕は肩かたの上のカグラを見る。

「聞いてた？」

「うむ」

「で、ルシファーってどんな悪魔なの？　記き憶おくは戻ったんでしょ？」

「焦あせる事はない。吾輩の勘かんが確かなら、向こうから会いに来るだろう。バルベルのようにな」

　すぐに情報を集める必要はないって事かな。カグラがそう言うなら、今は信じる他にない。

　どのみち、今はバルベルの事で精せい一いつ杯ぱいだ。

　その疲ひ労ろうからも、あのゲートを通れば解放される。

「…………」

　僕は振ふり返る。

　倒たおれたバルベルと、看病しているアナベルがいる。

「──またね」

　アナベルが笑っている。

　悪あく魔まには見えない、優やさしい笑え顔がおだった。

「うん」

　僕は手を振り返すと、黒いゲートの中に飛び込んだ。




　　　　＊




　前回は魔界から戻ったら退魔士に包囲されたけど、今回も似たようなものだった。

　ただし待たい遇ぐうは段だん違ちがいだ。明らかに不ふ審しん者扱あつかいされていた前回と違ちがい、今回はあらかじめゲートの位置が分かっているので、事情を知らされている退魔士が丁てい重ちように出で迎むかえてくれた。

　それでも魔界から戻もどった僕達は汚お染せん検査をしなければならず、クラスＸの全員で医い療りようセンターに入院する事になった。同じ検査を二度もやるハメになり、とても面めん倒どうだったけど、これも義務だから仕方ない。

　ただ、病室にはボブと銀河がいたので退たい屈くつはしなかった。隣となりの病室には女子が入院しており、よく行き来しては雑談をした。

　同じ展開と言えば、また大山さんが面会に来た。

　ベルゼブブの城に二度も行った僕に対し、訊ききたい事は山ほどあっただろう。

「……隠かくし事をしていたのは、謝ろう」

　医療センターの応接室で、大山さんは足を組んでふんぞり返ったまま謝罪した。むしろこちらの方が彼女らしくて、逆に安心する。

「ルシファーの件については、退魔省でもトップシークレットなのでな。言いたくても権限がなかった」

「今はどうなんですか？」

「ベルゼブブからアバドンを取り戻した月斗くんは、非常に評価している。君にはできる限り情報を提供してもいいと個人的に思っている──が、ルシファーの情報は与あたえられない」

「それほど重要な事なんですか」

「それもあるが、そもそも情報がない。私ですら閲えつ覧らんできないのだ」

　退魔省でもっとも強いＸエクＸソｉシｓスｔト部隊でも得られない悪魔の情報って、どんなものなんだろう。悪魔の情報がなければ、戦う事もできないじゃないか。

「なのでこちらでも情報が入り次し第だい、君に連れん絡らくする」

「……分かりました」

　その時は、そう言っておいた。

　大山さんを全面的に信用するわけにはいかない。

　彼女自身ではなく、退魔省全体が何かを隠しているからだ。いくら大山さんが有能でも、退魔省そのものを相手にする事はできない。ましてや一いつ介かいの高校生である僕ならなおさらだ。

　誰を信じればいいのか、分からなくなってきた。

　退魔士の基き盤ばんである退魔省も、僕達に対して隠し事をしている。

　両親が死んだ第七セブンス・聖戦クルセードを引き起こしたバルベルも、目的があって戦争を引き起こした。

　どちらもルシファーという悪魔が関かかわっている。

　どうすれば会えるのか。

　会って、僕はどうするべきなのか。

　本来、ただの高校生が首を突つっ込んでいい話ではない。だけど両親の死に繫がる話ならば、僕はどうしても知りたいんだ。







　検査は一いつ斉せいに行われ、結果はシロ。

　やはり魔界に行っても汚染はゼロだったそうだ。どういう理り屈くつなのかは分からないが、きっとバルベルの城は人間でも過ごせるように環かん境きよう改善されていたのだろう。

　全員まとめて退院したので、僕の家でお祝いする事になった。

「それじゃあ、無事にカグラも戻ってきたし、カンパーイ！」

「かんぱーい！」

　僕の音おん頭どに合わせて、全員がグラスを掲かかげた。

　そしてテーブルの上に並んだ料理を食べる。

「美お味いしい！」

　僕より先に喜んでいるのは、雅みやび。カグラが戻って来たと聞いて、自分の事のように喜んでくれた。入院中も何かと見み舞まいにきては世話を焼いてくれたのだ。

「雅お姉ちゃん、留守を守ってくれてありがとう」

「ううん、いいのいいの。学園は何もなかったし。でも──」

「何？」

「本来なら、これって新聞に載のってもいい出来事なのよね」

　僕らが魔界へ行った事実、普ふ通つうの人が聞いたら笑うだけだ。アメリカやロシアの退魔士が何十年もかけてやっと小さなゲートを開く程度なのに、日本の高校生が簡単に行って、しかも全員生せい還かんしたのだから。

「フン！　行って帰ってくるだけなら、誰にでもできるわ！」

　小こ馬ば鹿かにしつつ、少女姿のカグラは台所で包丁を振るっている。相変わらずどこから出したのか分からない食材で、不気味な料理を作っていた。今日はカグラの復帰記念パーティなんだけど、どうしても作りたいと言い出したのだ。

「でもカグラ、みんながいなかったら成功しなかったと思うよ」

　カグラの隣で料理を手伝う雪伽。

　彼女の言う通りだ。渚がいなければ逃にげられなかったし、ボブがいなければアナベルと出会えなかった。銀河の治ち療りようがなければ死んでいたし、柚子は──思えばあのキノコが分ぶん岐き点てんだった気もする。

　そして雪伽。彼女がいなければ、そもそも魔界へ行こうと思わなかった。魔界でも彼女のサポートのおかげで生き延びられたんだ。

「成長したのは褒ほめてやる。だが吾わが輩はいの下僕になるなら、まだ修しゆ行ぎようが必要だな！」

　中ちゆう華か鍋なべを振り回しながら、炎ほのおで赤く照らされるカグラ。

「そういえばカグラさんって、今は天使と合体していないんだよね？」

　そんなカグラの背後からヌッと現れる銀河。

「その通りだが離はなれろ銀河。貴様に背後に立たれると気持ち悪い」

「合体してたのって、生活支し援えん用のカシエルって天使だったよね。それがなくなったんなら、カグラさんが料理してるのっておかしくない？」

「では問うが銀河よ、貴様は友人と離り別べつしたら、その者の記憶は全て消え去ってしまうのか？」

「……それは、ないよね」

　納なつ得とくしたのか、寂さびしそうに笑う銀河。

「吾輩の中にはカシエルの技術の全てが入っている。そしてアナベルが吾輩に飲み込ませた無数の悪魔の技術も入っている。つまり吾輩は個にして全。あらゆる技術を会え得とくした大悪魔なのだ！　フハハハハハハハ！」

　笑っているけど、僕にはいつものカグラにしか見えない。外見で判断するのもどうかと思うけど、中身もいつものカグラに見える。

　そんなカグラは、料理ができあがると大皿に並べていく。

　肉、魚、フライ、サラダ、相変わらずのゲテモノ料理だけどどれも美お味いしそうだ。こんもりと盛られた大皿を見ると、カグラはまたフライパンを手にする。

「まだ作るの？」

「うむ。もう少し必要だ」

「でもこれ、ちょっと多くない？」

「そんな事はない。これでちょうどいいくらいだ」

　だけど十人前くらいの量があるんだけど、食べきれないよ。ボブと渚はよく食べるけど、それを差し引いても余っちゃうんじゃないかな。

　そう考えていたら、インターホンが鳴った。

　こんな時間に誰だれだろう。

「はーい」

　返事をして玄げん関かんまで行く。うっかりカグラが料理を載せた皿を持ったままだった。

　ドアを開けて出てきたのは──

「やぁゲット」

「バルベル!?」

　魔王だった。

　今はスウェットを着てリラックスしている。ついこないだ、僕達と死し闘とうを繰くり広げたあのバルベルが、どうしてここに？

「近くまで寄ったから、ついでにね」

「何を言うか。明確にウチを目指してやってきたではないか」

　僕の後ろでカグラが笑っている。

　そうか、バルベルはゲートを開けるから、簡単に人間界に来る事ができるんだ。ちょっとコンビニに行くような感覚で魔界と人間界を行き来できるのだ。

「わぁ！　ゲットだ！」

　さらにバルベルの後ろからアナベルがひょっこり現れた。

　挨あい拶さつをする前に、僕に抱だきついてきた。思わずアナベルを受け止めようとしたため、手に持っていた皿を落としてしまう。それを予想していたのか、カグラとバルベルが空中でキャッチしてくれた。

「な、な、な……！」

「またね、って言ったでしょ？」

　確かに言ったけど、こんな早く会えるなんて。

　しかもアナベルの格好ときたら、城で着ていたような白衣ではなく、薄うす手でのブラウスに短いスカートという、普通の女の子そのままの格好。小麦色の肌はだと銀ぎん髪ぱつのせいで、外国人に見える。とても可愛かわいかった。

「……どうして人間界に？」

「なに、君がやると言ったのだから、見届けようと思ってね。あわよくば、君を利用してルシファーに一ひと泡あわ吹ふかせられないか考えているのさ」

「……あはは」

　それを公言してしまうあたり、退たい魔ま省しようより信用が置ける。もちろんバルベルの思い通りに動くつもりもないが。

「それから、もう一つ。アナベルが──」

「あー、はい、それはなんとなく……」

　さっきから僕に抱きついているアナベルと、それを引き剝はがす雪伽との熾し烈れつな戦いが続いている。悪魔なのに力がないアナベルは、もはや僕ではなく雪伽と抱だき合っているような形になっていた。

「はーなーしーてー！　セッカ、どうして邪じや魔まするのー!?　私、ただゲットに興味があるだけなのに！」

「抱きつかなくてもいいでしょ！　にぃちゃんは遠くで見てもカッコイイんだよ！」

　そういう問題だろうか。

「ほらほらアナベル。セッカを困らせてはいけない」

　バルベルが味方についてくれた。アナベルを優やさしく諭さとすと、渋しぶ々しぶ承しよう諾だくしてくれた。兄の言う事には逆らえないらしい。

「すまなかったね、セッカ。騒さわがしくしてしまって」

「う、ううん。いいの。ありがとう、バルベル」

　微笑ほほえみかけるバルベルに、雪伽が慌あわてて礼を言う。

　かと思うと、今度はバルベルが雪伽の手を握にぎった。

「え……？」

「綺き麗れいな手だ。こんな手で銃じゆうを握っていたのか──」

　雪伽の手の甲こうをじっと見つめるバルベル。

　って、何を言っているんだ彼は。

「あの、バルベル……？」

　雪伽が下がろうとすると、バルベルが近づく。

　まさか、彼──

　僕がそれに気づくと、バルベルはハッキリと言った。




「人間界に来た最大の理由は君だよ、セッカ」




「え、ええ!?」

　顔を赤らめる雪伽に、バルベルはさらに顔を寄せ、

「人間の身でありながら、僕の指を撃うち抜ぬいたあの射しや撃げき技術。魔王と知りつつも立ち向かっていった度胸。そして何より、その強い眼まな差ざし。全すべてが面おも白しろかった。君のような人間は初めて見る。今度、二人きりで食事をしないか？　僕は人間界のお金もちゃんと持っているから心配しないで」

　──さっき、僕は思った。

　バルベルは敵じゃないと。

　撤てつ回かいしよう。

　コイツは最大の敵だ。

「カグラ。全魔力を牙きばに変えてくれ。コイツを喰くらい殺す」

「貴様、ここで第八聖戦を起こすつもりか」

「そのつもりだけど？」

　雪伽に手を出す男がいたら、滅ほろぼすのは当たり前じゃないか。

「どうして怖こわい顔してるの、ゲット？」

　アナベルが僕の顔を覗のぞき込む。

「ゲットには私がいるから平気だよ？」

「平気じゃないよ！　にぃちゃんは私じゃないとダメなの！」
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　右みぎ腕うでにしがみつくアナベルと、左腕にしがみつく雪伽。

「セッカ！　もう一度、あの僕を撃ち抜いた衝しよう撃げきを与あたえて欲しいんだ！」

「衝撃なら僕が与えてやる！　二度と立ち直れないくらいに！」

　雪伽に触ふれようとするバルベルと、カグラを摑つかんでどうにかして武器に変えようとする僕。

「──吾輩は戻もどるぞ。料理の続きがあるのでな」

「あ、私も行く。人間の料理って美味しいよね」

「ちょっとアナベル！　玄関では靴くつを脱ぬいで！」

　騒ぎからカグラが抜けだし、アナベルと雪伽がついていく。

　そんな事にも気づかず、僕とバルベルは玄関先で睨にらみ合いを続ける。

「……ところでゲット」

「なんだ。雪伽は渡わたさないぞ」

「そうじゃない。ルシファーの件だ」

　その一言で、僕は現実に返る。

　アナベルを見たクラスＸのみんながリビングで大おお騒さわぎしている時を狙ねらって話しかけたのだから、きっと内密なのだろう。

「僕が人間界に来たのはセッカが気になるのもそうだが、これからの人間を監かん視しする意味でもある。これから先の状じよう況きよう次し第だいで、僕は君の味方にも敵にもなる」

「てことは、今は中立？」

「ま、少しだけ敵だろうね。僕は悪魔だから」

　少なくともここで争うつもりはなさそうだ。

　バルベルの興味は最初からルシファーに向いていた。カグラを連れて行ったのもルシファーとの戦いのためだったし。

「いいかいゲット。君は日本人だから気がついていないかもしれないが、人間界の中でも日本という国は特別なんだ」

「ルシファーがいるから？」

「いいや、そもそも特別な土地だからルシファーが支配しようと思ったんだ。だからこそ僕を含ふくめた他ほかの魔王も虎こ視し眈たん々たんと狙っている」

「どういう事？　日本に何があるの？」

「それを知るためには、ルシファーが邪魔だ」

「……？」

　バルベルの言っている意味が分からない。情報を得るのにどうして悪魔が邪魔になるんだろう。

「いいかいゲット。君が死んだら、僕はすぐにでも日本侵しん攻こう作戦を開始する。そうなりたくなければ、せいぜいルシファーをやりこめてくれ」

「言われなくたって、そうするよ」

「フフ──」

　バルベルは僕の肩かたを叩たたき、そして通り過ぎる。

　つまり家の中へ入っていった。

「さて、僕も何かいただこうかな」

「ちょっと！」

　ベルゼブブの城から無事に生せい還かんできたお祝いのパーティなのに、当の悪魔がどうして参加しようとしているのだ。

　追いかけようとして、ふと、立ち止まる。

　マンションの廊ろう下かから見える夜空は、暗かった。

　人間界にも、闇やみはある。

　それに飲み込まれないために、もっと強くならなければ。

　様々な想おもいを胸に、僕も大騒ぎをしているリビングに戻る事にした。







　エピローグ







　次の日から、僕達は登校できるようになった。

　学園では集団食中毒にあった事にされているらしく、違ちがうクラスの友人に会うたびにお腹なかを心配された。

　そして牧まき原はら先生にも正しい情報は伝わっていないらしい。彼女は退たい魔ま省しようの所属だからこそ、真実を伝えられないのだろう。

「ハッハッハ！　どうした花はな村むら月げつ斗と！　休み明けで身体からだがなまったか！」

　そんな牧原先生は僕達が戻って来たのを心から喜んでくれた。その証しよう拠こに一限目からみっちりと戦せん闘とう訓練をさせられている。

「この程度で音を上げているようでは、悪魔になど勝てんぞ！」

「せ、せんせ……ギブ、ギブです、ギブ！」

「まだだ！　そういう時には身体全体を使って絞しめから逃のがれるんだ！　簡単にギブアップするんじゃない！」

　そうは言っても、両手両足と首をホールドされた状態でどうやって抜け出せばいいんだ。意識がどんどん遠くなっていって、考える事もできない。

　けど先生の言う事も間ま違ちがってはいない。簡単にギブアップするようでは、この先の戦いではやっていけない。カグラがいなくても戦えるようになれば、カグラをもっと有効に使えるようになれる。

「ふんっ……！」

　強ごう引いんに力を入れて、牧原先生の拘こう束そくから逃れようとする。すると僕を絞める力がさらに強まる。

「ぬぅぅぅぅぁああああああっ！」

　身体をピンと伸のばして、牧原先生のアゴに頭ず突つきした。ほんの一いつ瞬しゆんだけど力が弱くなったのを見み逃のがさず、僕は腕一本だけを出す事に成功した。その腕で牧原先生の顔面を狙ってパンチする。

「くっ！」

　顔に触れただけだが、さらに先生の力が弱まる。そのスキを逃さず、僕は先生から脱だつ出しゆつする事ができた。

「にぃちゃん、すごいっ！」

　訓練フィールドの外で見ていた雪せつ伽かやクラスＸの仲間が歓かん声せいを上げる。

「……やるようになったな、花村月斗」

「どうも」

「えげつない攻こう撃げきも平気でできるようになったな。それでこそ私の生徒だ」

　褒ほめられていると思っておこう。悪あく魔ま使いなのだから、手段は選ばない。卑ひ怯きようと呼ばれようとも、勝てば良い。牧原先生もむしろそれを推すい奨しようしている。

　これから先の戦いは、知ち恵えを限界まで振ふり絞しぼっても太刀たち打ちできない相手がやってくるだろう。その時、負けてから後こう悔かいするような真ま似ねはしたくない。

「さあ来い花村月斗！」

「いきますっ！」

　拳こぶしを握にぎり、僕は牧原先生に飛びかかった。







　その日の放課後、銀河に治ち療りようしてもらってもなお痛みが残る顔を押さえながら、僕と雪伽は廊下を歩いていた。

「それにしても、アナベルが『学校行きたい』とか言わなくてよかったね」

　雪伽の心配はそこなのか。むしろ僕はバルベルが学校に来ないか心配だったのに。

「あの兄妹きようだいは頭もいいから、学校に行く必要なんてないよ」

「でも、それを言ったらカグラもでしょ？」

　と、僕の肩に乗っているカグラを見る雪伽。

「そんな事はない。人間の学舎は吾わが輩はいも学ぶ所があるぞ。材料コストの削さく減げん方法や、栄養管理、それに掃そう除じ用具の効率化や被ひ服ふく用品の品しな揃ぞろえなど」

「学問は関係ないんだね……」

　社会に出た時にもっとも役に立つのはそのへんの知識なのだろうけど、カグラならもっと効率の良い勉強方法がありそうなのにな。

「それに悪魔の殺し方を学ぶのは、悪魔にとっても得るものが多い」

「悪魔にとっては、身を守る方法に変わるもんね」

「うむ。別に人間の攻撃など恐おそれてはいないが、世の中には人間以外にも吾輩を殺そうと企たくらむ者が多いのでな」

　カグラの視線に沿って、僕も前を見た。

　すると廊下に誰だれかが立っているのが見える。

　──ゼノンだった。

　反射的にポケットのケータイに手が伸びるが、理性で押し止とどめる。

　もはや彼女がここにいても驚おどろかない。月光商人と手を組み、学園で悪さをしている悪魔だ。むしろここは彼女の根城と言ってもいい。

　でも、ゼノンに戦う意志がない事は僕にも分かった。

　彼女はバルベルの部下だ。

　それが今、ここで現れる意味は何か。

「……どうしたの、ゼノン」

　深呼吸を一つしてから、僕は尋たずねる。

「お前達に、教える事がある」

「……？」

「私の任務はベルゼブブ様の斥せつ候こうとなり、敵を調べる事だった。そのために人間と接せつ触しよくし、この学園に潜もぐり込んだ」

「カグラを殺すためじゃなかったの？」

　てっきりそれが主目的だと思っていた。お兄さんを殺された仇かたきを討うつために月光商人と組んだのだとばかり。

「学園に潜せん入にゆうしていれば、アバドンを殺すチャンスは増えるだろう？　殺すなとは言われていたが、潜入中の事故ならば仕方あるまい」

「やっぱり殺す気なんだね」

「ベルゼブブ様は、私にアバドンを殺す技量がないと思われている。それは事実だ。だが今は無理でも、力を蓄たくわえていつか必ず殺してやる」

「フン。それまで悠ゆう長ちように待つ義理はないがな」

　カグラが鼻で笑う。

　でも、だとしたらゼノンが学園に侵しん入にゆうした意味って──？

「もう分かっただろう、私がここにいる理由が」

「……待って、つまりそれって」

　僕の中で、ある予想が導き出された。

　ゼノンはバルベルのために学園に潜入した。

　バルベルの敵──

　僕の思考を、校内放送のチャイムが搔かき消けした。

『二年クラスＸの花村月斗くん。花村雪伽さん。校長室までいらしてください。繰くり返します、二年クラスＸの花村月斗くん──』

　聞き覚えのあるおじさんの声。

　これ、校長本人の声だ。

「ねぇゼノン、君と校長先生って、どういう……？」

　問いかけようとしたが、すでにゼノンの姿はなかった。

　だだっ広い廊下に立ち尽つくす、僕と雪伽。

　お互たがいに顔を見て、同時に唾つばを飲み込んだ。







「やあ、お呼び立てしてしまってすみません」

　校長はいつものように微笑ほほえんでいる。

　小太りの中年だけど、その優やさしい笑え顔がおは学園の生徒を和なごませてくれる。全校集会でのスピーチも短いのが、特に評判の先生だ。

　けど、今はその笑顔ですら警けい戒かいしてしまう。

「……失礼します」

　校長室の扉とびらを閉めると、校長はソファを勧すすめてくれた。僕と雪伽が腰こしかけると、向かい側に校長が座る。

「事情は大山さんから伺うかがいました。いや、大変でしたね。ですが無事で良かったです。魔界へ行って帰って来られるなんて、鍛きたえ抜ぬいた退魔士ですら難しいのに」

「僕も、運が良かったと思っています」

「ですがあまり危険な事はしないで下さいね。君達はまだ若い。未来があります。命を無む駄だにする事はありません」

「はい。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　僕と雪伽、二人揃そろって頭を下げる。

　会話の出だしは、よくある教師と生徒の会話だ。

　そういう話をするために呼ばれたのかな？

　だとしたら僕の考えすぎだったのかな。

「茶ちや菓が子しはないのか？」

「ちょっとカグラ！」

　ネコのカグラがデスクの上を引っかき回すのを、慌あわてて止める。それでも校長先生は笑ったままだ。

「さすがアバドンの化け身しん。こんな時でも動じませんね」

「フン」

　カグラも鼻で笑っている。

　けど、僕の体内に魔ま力りよくが流れているのを感じる。まるでいつでも盾たてと鎧よろいを出せるようにスタンバイしているようだ。

　カグラが警戒している？

　何に？

「──ベルゼブブと会って来たそうですね」

　笑顔のまま、校長先生は問う。

　牧原先生には話していない事実だが、校長先生は知っている。やはり学園の長おさとして知らなければならない情報だったのか。

「……はい」

　隠かくしても無駄だと悟さとったので、僕は素す直なおに頷うなずいた。

「どうでした、魔王と会ってみて」

　そう言えば、そんな質問をされたのは初めてだった。

　今まで大山さんに訊きかれたのは戦力や状じよう況きようであり、魔王そのものの感想は尋ねられなかった。だから僕は今になって言語化しようと頭を捻ひねる。

「……力は強かったです。けどそれ以上に、王としての器うつわを感じました。そういう意味で、とても強い敵でした」

「なるほどなるほど」

　校長はおもむろにソファから立ち上がる。

「その様子だと、かなりベルゼブブの事を知っているようですね。君の魔力の波動から様々な悪魔の残ざん滓しを感じますよ」

「え……？」

　感じるって、何だ。

「やはり君達とはきちんと話をしておくべきですね」

　背中を向けている校長。

　その身体からだが、ブレた。

「……？」

　目にゴミが入ったかと思った。

　校長の身体がテレビのノイズのようにブレて見えるのだ。目を擦こすっても、そのノイズは消えない。

「こうなる事は予測の内でした。ベルゼブブがアバドンを擁ようした時から想定していた七万四千九百十一通りの未来の中でも上位に位置する危険度の未来──その対処法としてこちらも人間型アバターの可視装置をオフにして真実を伝えるべきだと判断しました」

[image: ]

　校長先生の姿が変わる。

　小太りのおじさんだったものが、ノイズによって消しよう滅めつしていく。

「その未来をより確実なものへ近づけるために『ウリエル』を行使したのも間ま違ちがっていなかったようです」

　今、ウリエルって言ったのか。

　あの時、バルベルに刺ささった剣けんを放ったのは──

「やはり、そうか」

　僕の頭の上に戻もどるカグラ。

「吾輩の記き憶おくが戻った今、貴様の正体もお見通しだ」

「はい、その通りです」

　校長の声もノイズ混じりになっている。スピーカーを通したようにヒビ割れているが、だとしたらスピーカーはどこにあるのだ。

「アバドンが召しよう喚かんされた時は計画の漏ろうえいを恐れました。ですが記憶と魔力の大半を失っていると知り、私は計画を続ける事にしたのです」

「あ……あぁ……！」

　僕はソファから腰を浮うかせる。雪伽も口を開けたまま動けない。

　校長先生の身体を変えたノイズは、やがて一つの別の形を生み出す。

　人間によく似ている。

　ただし肉体は磁器のような滑なめらかな光こう沢たくを帯びた物体。胴どうにあたる部分に、両手両足と首がついただけの、人形のような身体。顔には何もついておらず、男女のような身体の起き伏ふくも存在しない。

　まるでマネキンだ。

　だけど全身から発せられる魔力が、彼の正体を雄ゆう弁べんに語っている。

　悪魔──

　いや、この質感は悪魔じゃない。

　天使だ。

　人の形をした、天使。

「そこに隠れていたのだな──ルシファー」

　誰だれもが探していた魔王の名を、カグラが呼んだ。





つづく　　









　あとがき　進しん撃げきの銀河




「ねぇ……銀ぎん河が。そろそろ諦あきらめようよ。この壁かべ型天使、高さ五十メートルはあるよ？　巨きよ人じんでもない限り、絶対に届かないって」

「だけど！　この壁の向こうには更こう衣い室という名の桃とう源げん郷きようが広がっているんだ！」

「しかも一枚じゃなくて、三枚あるんだってよ？　雪せつ伽かと渚なぎさと柚ゆ子ずが同時に召しよう喚かんしたから、硬かたさも三倍って話だし」

「そうだ月げつ斗とくん！　今こそ君の盾たてだよ！　盾のワイヤーをこう、あの壁のてっぺんに引っかければ、立体的な動きができるんじゃないかな!?」

「アンタたちぃ！　ここまでやっても、まだ変な事企たくらんでるの!?」

「うわぁっ！　巨人だ！　女型の巨人だ！」

「落ち着いて銀河！　あれは壁の上に立ってる渚だから！」

「召喚コール！」

「うわぁ!!　でっかい拳こぶし型天使が降ってきた!!　逃にげよう月斗くん！　ってもうすでに逃げてるのね……うわぁ……痛そう……」




　　　　＊




　どうも田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです！　あとがきが一ページ半しかないにもかかわらず、ネタを書かせる編集Ｉ女史には尊敬の念を禁じ得ない！

　というわけで今回も読んでくれてありがとう！　これから月斗も敵もどんどん強力になっていって、話もどんどん熱くなっていくので、期待して待っていてくれっ！

　それでは、また次巻！
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